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 本稿は, «獨逸租借期青島所藏書籍»の一端に就て既に公表した‘獨逸租借期青島所藏書籍目録: I’(持井•
古市•Scherrmann2007., 仝2008.)及び‘仝: II, III’(仝2009.)に對する補訂と, その關聯諸事項に就き2010 年2
月中旬迄に識り得た知見の一部とを併せ拾綴したものである.  當該書籍群に對する調査は今後も繼續•
遂行する豫定故, 爾餘竝に後得の知見に就ては, 次號以降, 隨時拾綴•公表する豫定である.   
 此處に贅言する迄もなく, 筆者は, ここ數年來, 19世紀の末から第1次世界大戰に到る期間の獨逸租借
地青島に收藏•利用されていた書籍の全容とその現藏状況とを把握す可く, 調査を進めて來た.1  この獨
逸租借期(簡稱“獨租期”)青島舊藏書籍の多くは, 第1次世界大戰中に於る日本の青島守備軍による接收竝に
目録編纂の過程を經て, その殆どの書册は, 基本的に仝大戰の終結時迄に, 日本國内の官廳, 陸•海兩軍
關聯諸機關, 及び高等學術機關等々宛寄贈•配分されたものの如くで, その後 80 有餘年を經た今日迄の間
に, 日本國内での震災•戰災•制度變改等々の間に失われた書册が多々あることは否めぬものの, その戰
災を免れ得た高等學術機關宛寄贈書册の場合は, 一部を除き, 基本的にその現藏を確認し得る.2   
 とは云え, 筆者が調査作業開始時に假想していたA“獨租期青島舊藏書籍”•B“青島守備軍接收書籍”• 
C“日本現藏獨租期青島舊藏書籍”の意味内容自體に就ては, 調査•檢討作業の進展に伴い, 部分的にとは
云え, 具體的に檢討•補訂す可きことが鮮りして來た.  首ず, このうちのAに就ては, 外地(含獨逸本國)
から青島に一時的に齎されていた書籍•艦載書籍•個人藏書等々の取扱いがその檢討課題となる.  だが, 
筆者として箇々の藏書機關の全てに就きその所在地竝に管理方法を把握し得てはおらぬ現状に於ては, 
A“獨租期青島舊藏書籍”とは, 青島に一時的に齎されていた斯る諸書册をも含め, 第 1 次世界大戰の日
本軍占領時に青島に所在せし書籍の如く暫定して, 當面はその作業を續行することとした.   
 繼で, Bに就ては, 青島守備軍所編接收書籍目録(後掲3 頁所掲a-e)に收載されていない書籍のうちで, 青
島守備軍(含附屬機關)が日本に送付•將來した諸書册が現實に存在しており, その取扱い如何が檢討課題
となる.  例えば日本軍の青島占領から程經ずして行なわれた司法省宛貸與書籍の如き諸書册が, これに
該當する.3  斯る諸書册は, 現在迄の調査結果に據れば, 基本的には官廳竝に軍隊關聯機關宛貸與•配布さ
れたものの如くで, その取扱いに際しては, 藏書印を始めとする管理•所藏機關に就ての確認作業が缺か
せぬこと自明であろう.  勿論, 筆者が現時點に於て把握している青島守備軍所編接收書籍目録(仝前)が仝
守備軍所編接收書籍目録の全てであるのか否かという點に就ても, 更に搜索•檢討を進む可きこと云う迄
                                                     
1 持井•古市•Scherrmann2007., 仝2008., 仝2009., 及び持井2009.   
2 持井•古市•Scherrmann2008., 志村 2009., 持井•古市•Scherrmann2009a.  尚, 山形高等學校宛寄贈書籍
に關する最新消息に就ては, 電網頁«山形大學圖書館»2009., 竝に仝2009a.を請併照.   
3 持井•古市•Scherrmann2007., 158-160頁.   
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もない.  當面, このB“青島守備軍接收書籍”に就ては, 青島守備軍所編の既知の“接收書籍目録”(次頁所
掲a-e)に未收録の青島守備軍“接收”書籍が存在することを前提として, 考察を進める他あるまい.4   
 加えて考慮す可きは, 青島守備軍による接收とその接收書目への載録を經ながらも, 日本へは送付さ
れずに中國大陸に殘置された書籍が有ったということで, 例えば上海在設の東亞同文書院に對して«官
有書籍»竝に«徳華高等學堂圖書館藏書»都合 936 册が寄贈されている.5  又, 諸事未確認故に確言は避け
るものの, 青島獨逸協會に對しても, その接收書籍の配布•寄贈殘餘の一部を青島守備軍の撤收末期に
分配したものと想われる.6   
                                                     
4 この問題を考えるうえでの關鍵は, “青島守備軍”なる語句を如何に具體的に定義するかという點とも
深く關ること, 素り承知はしている.  だが, 具體的事例把握の不充分な現時點に於て, その具體的定義
を試ることは時期尚早と考える.  これに就て當面考慮しておく可きことは, 青島守備軍所屬の箇々の
部隊•組織•施設及び個々の將兵(斯る事例が有った場合の話だが)の將來した書册を如何に分類(含一括•區
分)し, 且つ此の分類(含一括•區分)と狹義の«青島守備軍送付將來書册»との關係を如何に理解す可きかという
ことであろう.  勿論, 此處に所謂“狹義の«青島守備軍送付將來書册»”とは前記“青島守備軍所編接收書籍目
録”收録書册の謂と理解しておくことが, 現時點に於ては最も實際的であること云うまでもなかろう.  
又, 青島守備軍所屬の箇々の部隊•組織•施設及び個々の將兵の將來した書册を全て區分して取扱うこと
とした場合, 箇々の現藏書册の分屬判定に際して多大の困難が生じるであろうことも豫想される.   
5 1922[大正11].IX.13.付東亞同文會々長牧野伸顯發陸軍大臣山梨半造宛禮状(«大正八年以降鹵獲書籍»所綴).   
 當該禮状に據ると, 都合936册の内譯は如下との由.   
官有書籍: 漢籍經書子類(2册)   仝史傳(22册)   仝文學(105册)   仝政刑(117册)   仝天文地文(245册) 
      仝博物(28册)      仝數學(148册)   仝農工商(3册)   仝雜書(3册)       小計 683册 
徳華學堂: 洋書雜件(32册)                            小計  32册 
     漢籍經書子類(85册)  仝史傳(32册)   仝文學(12册)   仝政刑(64册)   仝博物(11册) 
      仝數學(9册)       仝農工商(6册)   仝雜書(2册)              小計 221册 
 又, 當該禮状に據ると, 當該書籍の寄贈に際しては, “圖書目録貳部”も添贈されたとの由.  この“圖書目
録貳部”とは, 日本國内の高等學術機關宛の通例に準じていたとすれば, 寄贈書册中に«膠州圖書館藏書»
を含まず, “貳種”乃至“貳册”ではなく“貳部”と記されている點から考えても, それは次頁所掲b“鹵書•圖目
1920II.□甲 •□乙兩本”(□甲 •□乙兩本の別に就ては後掲脚註 9[•8]を請併照)の可能性が高いものと, 現時點に於ては
推測している.  このうちの□甲本のみでも搜到し得たならば, «官有書籍»竝に«徳華高等學堂圖書館藏書»
全體の行方を可成り鮮りさせ得た筈ながら, 當該□甲本の行方に就ては, 箇々の寄贈書册の行方と共に, 未
搜到である.  勿論, 當該“圖書目録貳部”が仝上b“鹵書•圖目 1920II.”竝に仝d“鹵書目訂表 1920II/III.の兩種を
意味していた虞も皆無ではない故, このb•d兩册載録書籍をその搜索對象とす可きこととなる.   
 衆知の如く, 東亞同文書院は, 上海の仝校敷地内に竣工した新圖書館の開館式を1922[大正11]年11 月1
日に擧行し, 翌1923[大正12]年, その藏書目録を刊行した.  東亞同文和漢書目 I.1923VI., 東亞同文和漢書
目II.1923VI., 及び東亞同文洋書目I.1923VI.の3書がそれで, その後も, 東亞同文和漢増書目I.1923XII., 東亞同
文和漢増書目 II.1924VI.の兩册を相繼で公刊している.  その編輯載止時期(1923[大正12]年6 月末時點)に據
れば , 特に此のうちの東亞同文和漢書目 I.1923VI., 東亞同文和漢書目 II.1923VI., 及び東亞同文洋書目
I.1923VI.の3 書目には, 青島守備軍からの寄贈書籍が含まれているのではと疑いつつも, 未だその確證を
得るには至っていない.  一例を擧げると, b鹵書•圖目1920II.載録官有書籍漢籍博物は如下28 册(兩書)のみ
で, これは前掲禮状に於る内譯册數と一致し, 當該兩書の他機關への寄贈•配布記事も未見故, 東亞同文和
漢書目II.1923VI.中に同一書册名を見出し得るものと想い, 搜してはみたものの, 未だ見出し得ずにいる.   
♦“一〇   最 新格致教科書 全一  一一  □”(鹵書•圖目1920II., ろ8頁.) 
♦“七    最 新理科教科書 一, 二 一七  卷一，卷二，十四册 三册”(鹵書•圖目1920II., ろ8頁.) 
 當該3 書目中には收載書籍各册の來歴如何が明記されておらぬうえ, 當該書院宛寄贈書籍の太宗を爲す
漢籍に就ての他機關に於る現藏調査が遲滯している現状に於ては, その全面的對照作業にも着手せずに
いる.  青島守備軍からの東亞同文書院宛寄贈書籍が當該3 書目中に收録されているのか否かという點に
就き, 本稿に於ては筆者としての調査現況を簡記するに止め, 確言を避けたい.   
6 大正十一年五月廿日付歐受第三五〇號書類“鹵獲書籍分配殘餘處分ニ關スル件”(«大正八年以降鹵獲書
籍»所綴).   
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 更に, 全體の枠組としては, “青島守備軍”の手を經ぬ日本宛將來書籍の存在に就ても, これを想定して
おく可きと考える.7  即ち, 結論を得た譯ではないので確言は避けるものの, C“日本現藏獨租期青島舊
藏書籍”に就ては, その日本への送付•將來の經緯を段階的且つ複線的なものとして假設しておく可しと
いうのが, 筆者の現時點に於る基本的認識である.  今, “獨租期青島舊藏書籍”がその後辿った道筋に就
ての當面の認識を敢て示すならば, 下記の如くになる.   
▪獨租期青島舊藏書籍(含一時的將來書册) 
A青島守備軍接收書籍 Aa“接收書目”載録書籍  (日本宛送付將來書籍現存/逸失 / 中國大陸殘置書籍現存/逸失) 
            Ab“接收書目”未載録書籍(日本宛送付將來書籍現存/逸失 / 中國大陸殘置書籍現存/逸失) 
B青島守備軍非接收書籍           (日本宛送付將來書籍現存/逸失 / 中國大陸殘置書籍現存/逸失) 
 以下では, 上述の諸點に就き, 既知の青島守備軍所編接收書籍目録 4 種竝にその訂正表 1 種の書册名と, 
獨租期青島在設の主要藏書(含書籍•地圖)機關の概況とを再録しつつ, いま少し具體的に簡介してみたい.  
舊稿以來の讀者にとっては一部繰返しとなること素り承知のことながら, 叙述を進めるうえで必要のこ
ととして, 御諒承願いたい.   
 首ずは, 筆者が今迄に把握し得た青島守備軍參謀部所編接收書籍目録竝にその訂正表に就てである.   
aPaul Doenitz編•青島守備軍參謀部訂: “Bücher-Verzeichnis der Kiautschou-Bibliothek  August 1911.”, 
1920-, 青島?.  (A5版•全197頁; 簡稱“BVdKB 1920.-”)8 
b青島守備軍陸軍參謀部: “大正九年二月鹵獲書籍及圖面目録”(B5 版, 全1012 頁, 油印本; 簡稱“鹵書•圖目
1920II.”)9 
c青島守備軍參謀部: “大正九年三月鹵獲書籍追加目録”(B5版, 全64頁, 油印本; 簡稱“鹵書追目1920III.”)10 
d[青島守備軍參謀部]: “鹵獲書籍目録訂正表(謄寫目録及歐文目録)”(B5 版, 全20 頁, 油印本; 簡稱“鹵書目訂表
1920II/III.”)11 
e青島守備軍參謀部: “膠州圖書館藏書目録 補遺”(B5版, 全64頁, 油印本; 簡稱“膠圖藏目補1922.-”)12 
 上掲5 書册(a-e)は, 孰れも青島守備軍參謀部の編纂書册ながら, このうちのa“BVdKB 1920.-”のみは, 
パウル=デーニッツことユリウス•アウグスト•パウル=デーニッツJulius Auguſt Paul Doenitz (Dr. phil. 1891. 
X.31.Halle, Gymnaſial Profeſſor; *1866.X.5.Trebnitza.d.Saale, ∞1903.III.16., Ruheſt.1932.IV.1., †19xx.)13所編 BVdKB 
1911.(次頁)に補訂を加えたものであること, 既述の如くである.14   
                                                     
7 この問題を考える際に重視す可き一資料は, 一橋大學アジア經濟研究所現藏DKI./II.1909./1910.(青島在設
帝國總督府學校圖書館教師用圖書(“M51”)ながら, 當該兩册を簡査した限りでは, その青島守備軍配布書
籍であることを示す痕蹟は皆無であった(詳細に就ては, 持井•古市•Scherrmann2007., 21-2頁を請併照).   
8 配布機關宛書籍名を明示した“□甲本”とその明示を缺く“□乙本”とが一括配布されたと想われるものの, 
今迄にその現藏を確認し得たものは如下の諸册に止る.  尚, “□甲 *本”は, 配布機關宛書籍名を明示するも
のの, その配布機關名を明示せず, それが單一機關か否かも不詳故, 或は“□丙本”と表示す可きかとも想
うものの, 當面は“□甲 *本”の如く假示しておく.     
▪北海道大學附屬圖書館(2册□甲 •□乙 ),        ▪新潟大學附屬圖書館(1册□甲 ),  
▪金澤大學附屬中央圖書館(1册□乙 ),        ▪防衛省防衛研究所(1册□甲 *).   
9 前掲脚註8.    ▪1.北海道大學附屬圖書館(2册□甲 •□乙 ),     ▪2.京都大學附屬圖書館(2册□甲 •□乙 ),  
▪3.仝人間•環境學研究科/總合人間學部圖書館(1册□甲 ),   ▪4.金澤大學附屬中央圖書館(2册□甲 •□乙 ),  
▪5.東北大學附屬圖書館本館(1册□甲 ),   ▪6.新潟大學附屬圖書館(1册□甲 ),   ▪7.山形大學附屬中央圖書館(1册□乙 ), 
▪8.九州大學附屬中央圖書館(1册□乙 ),   ▪9.防衛省防衛研究所(1册□甲 *).   
10 1.金澤大學附屬中央圖書館(1册), 2.防衛省防衛研究所(1册).   
11 1.金澤大學附屬中央圖書館(1册), 2.防衛省防衛研究所(1册).   
12 前掲脚註8. 1.北海道大學附屬圖書館(1册□甲 ), 2.金澤大學附屬中央圖書館(1册□乙 ), 3.防衛省防衛研究所(1册□乙 ).   
13 JdKGSzTVIII.ü.1910-1911., S. 14., 電網頁«AAKdSuUbH»  尚, 後掲 47-49頁を請併照.   
14 b鹵書•圖目1920II., c鹵書追目1920III., 及びe膠圖藏目補1922.-の3篇のうち, b鹵書•圖目1920II.に就ては, 
持井•古市•Scherrmann2007.竝に仝2008.を, 又, c鹵書追目1920III.及びe膠圖藏目補1922.-に就ては, 仝2009.
を請參照.  又, aBVdKB 1920.-に就ては, 既に筆者としてその電子活字版を用意してはあるものの, 防
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▪“Bücher-Verzeichnis der Kiautschou-Bibliothek  August 1911.”, Tsingtau 1911., Deutsch Chinesische 
Druckerei und Verlagsanstalt, Walther Schmidt, Tsingtau.(A5版, 全197頁; 簡稱“BVdKB 1911.”) 
 又, 青島守備軍は, その接收書籍の分類•整理に際して, これを«官有書籍», «ヴィルヘルム=コーン叢書», 
«徳華高等學堂圖書館藏書», 及び«膠州圖書館藏書»の 4 類に區分したが, このうちの«官有書籍»は, 獨逸
帝國々家機關所有書籍の謂と理解して大過なかろう.  帝國海軍省所屬の所謂“膠州總督府 Gouvernement 
von Kiautſchou”, 具體的には“膠州行政府Landesverwaltung von Kiautſchou”と“帝國法院Kaiſerl. Gericht”
とをその中核とする關聯諸機關の所藏書籍を指している筈である.  又, «徳華高等學堂圖書館藏書»竝に
«膠州圖書館藏書»が, 各々“徳華高等學堂Deutſch=Chineſiſche Hochſchule”及び“膠州圖書館Kiautſchou= Bi- 
bliothek”の所藏書籍を指すことに就ても, 基本的に問題はなかろう.15   
                                                     
衛省防衛研究所々藏本の畫像形式電網版が別途公表されていて, 當該書册は, 活字組の BVdKB 1911.に
對して青島守備軍が手書き補訂したもの故, 閲覽上その鮮明さに就ての支障は基本的に無いと考え, 重
複を避く可く, 當面は筆者所製電子活字版の公表を控える.  これに就ては, 電網頁«アジ歴»を御覽頂き
たい.   
15 これは分類の枠組に就ての話であって, 箇々の書册に對する實際の分類に於ては, 例外的ながらも,
聊かの出入を認め得る.  筆者は, 青島守備軍としては本來«徳華高等學堂圖書館藏書»として分類す可
き書册のうちの«Informationsbibliothek¦ Deutsch-Chinesische Hochschule»なる有框長方形印(後掲8頁插圖2-1.)を帶
びた兩册に就き, これを仝守備軍が«官有書籍»として分類•載録したという事例を, 既に把握している.  
又, 當該有框長方形印を帶びた書册に就ての筆者實見例は, 現時點に於て僅か如下4點のみに止まり, 當該 
♦“二〇〇〇ab シユマイル 植物學教科書     ─    同二”鹵書•圖目1920II., 徳華(洋), は31頁. 
◦“Schmeils Naturwissenschaftliches Unterrichtswerk / Lehrbuch der Botanik für höhere Lehranstalten und die Hand des 
Lehrers sowie für alle Freunde der Natur  Unter besonderer Berücksichtigung biologischer Verhältnisse bearbeitet von 
Professor Dr. Otto Schmeil  Mit 40 farbigen und 8 schwarzen Tafeln, sowie mit zahlreichen Textbildern  Einundzwan- 
zigste Auflage / 1908  Verlag von Quelle & Meyer in Leipzig  (Erwin Nägele)” 
DCH(見返遊下小口略央、寄藍黒題扉印 «Informationsbibliothek¦ Deutsch-Chinesische Hochschule»等々) 
青守司(背略央白紙票{藍黒□朱筆墨書乙二〇〇〇a}*1.•見返利赤、藍地角黒イ  ンキ{假番號乙二〇〇〇ノa 發行年代一九〇八著譯者氏名シュマ
イル圖書名目植物學教科書員數 / 壹部□ 册 枚 : 計□部□ 册 枚})                  *1.: 略々同大紙票上に重貼 
東北帝大(背地橙紙票 枠ミシ 藍黒ン目縁インキ{VIII J¦ 1-1¦ S 1}•見返遊シン目天喉橙縁紙票枠ミ紫印{VIII, J¦ 1-1¦ S 1}•見返利印 數略央紫字藍印«東北帝
大圖書館•大正十一年十二月廿五日受領•¦ 洋¦ 7777¦ 乙»•題扉裏朱印 «東北帝國大學圖書印»•題扉地喉朱印«日
獨戰役記念圖書¦ 青島守備軍寄贈»等々) 
東北大附圖(見返遊縞號ビ地央 ニル票{東北大学図書¦ 01603293071¦ 附属図書館}等々) 
“Schmeils Naturwissenschaftliches Unterrichtswerk / Lehrbuch der Botanik für höhere Lehranstalten und die Hand des 
Lehrers sowie für alle Freunde der Natur  Unter besonderer Berücksichtigung biologischer Verhältnisse bearbeitet von 
Professor Dr. Otto Schmeil  Mit 40 farbigen und 8 schwarzen Tafeln, sowie mit zahlreichen Textbildern  Vierundzwan- 
zigste Auflage / 1909  Verlag von Quelle & Meyer in Leipzig  (Erwin Nägele)” 
DCH(題扉下寄藍黒小口印 «Informationsbibliothek¦ Deutsch-Chinesische Hochschule») 
青守司(背略央白紙票{藍黒□朱筆墨書乙二〇〇〇b}*2.•見返利赤、藍地角黒イ  ンキ{假番號乙二〇〇〇ノ b 發行年代一九〇九著譯者氏名シュマ
イル圖書名目植物學教科書員數 / 壹部□ 册 枚 : 計□部□ 册 枚})     *2.: 略々同大紙票上に重貼(後掲 9頁插圖11-2.). 
東北帝大(背地橙紙票 枠ミシ 藍黒ン目縁インキ{VIII J¦ 1-1¦ S 1}•見返遊シン目天喉橙縁紙票枠ミ紫印{VIII, J¦ 1-1¦ S 1}•見返利印 數略央紫字藍印«東北帝
大圖書館•大正十一年十二月廿五日受領•¦ 洋¦ 7776¦ 乙»•題扉裏朱印 «東北帝國大學圖書印»•題扉地喉朱印«日
獨戰役記念圖書¦ 青島守備軍寄贈»等々) 
東北大附圖(見返遊縞號ビ地央 ニル票{東北大学図書¦ 01603293062¦ 附属図書館}等々) 
♦“一六三九 フヰンケルシタイン アルヘニユスの「理論化學」  一九〇九  □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), い212頁. 
◦“Theorien der Chemie / Nach Vorlesungen gehalten an der Universität von Kalifornien zu Berkeley von Svante Arrhenius  
Mit Unterstützung des Verfassers aus dem englischen Manuskript übersetzt von Alexis Finkelstein / Zweite neubearbei- 
tete und bedeutend vermehrte Auflage / Leipzig  Akademische Verlagsgesellschaft m. b. H.  1909” 
DCH(題扉口寄下小藍印«Informationsbibliothek¦ Deutsch-Chinesische Hochschule») 
青守司(背央 白紙票{藍黒一二一五二朱筆六五七}•背下赤紙票 枠ミシ 藍黒ン目縁インキ{1639}•見返利藍黒イ地角ンキ{假番號□發行年代一九〇九著
譯者氏名フヰーンケルシタイン圖書名目アルヘニュスの理論化學員數 / 壹部□ 册 枚 : 計□部□ 册 枚}) 
東北帝大(背地橙紙票 枠ミシ 藍黒ン目縁インキ{VIII E¦ 2¦ A 1}•見返遊縁紙票天角橙紫印 枠ミ藍黒シン目インキ{VIII, □E¦ 2¦ A 1}•見返利印 數略央紫字藍印«
東北帝大圖書館•大正十一年十二月廿五日受領•¦ 洋¦ 7622¦ 乙»•題扉央朱裏略印 «東北帝國大學圖書印»• 
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 但, これら3 類と共に列擧された«ヴィルヘルム=コーン叢書»に就ては, 聊かその趣を異にするが如く




れており,17 今この點を重視するならば, 青島守備軍による接收書籍の分類•整理の大枠は, これを下記
の3大類(1-3)の如くにも理解し得ることとなる.   
1«官有書籍»(含«ヴィルヘルム=コーン叢書»)  2«徳華高等學堂圖書館藏書»  3«膠州圖書館藏書» 
 繼に, 獨逸租借期青島在設の主要藏書(含書籍•地圖)機關としては, 首ずは次頁所掲7 機關(A-G)の名を擧
げるのが妥當であろう.   
 このうちのABibliothek der Deutſch=Chineſiſchen Hochſchule 徳華高等學堂圖書館からEKaiſerliches 
Obſervatorium Tſingtau, Bibliothek青島在設帝國觀象臺圖書館に至る5圖書館に就ては, 基本的に持井•古市
• Scherrmann2007.に於る簡介の如くながら,18 BBibliothek der Landesverwaltung[膠州]行政府圖書館, 及 
                                                     
題扉下
喉朱印«日獨戰役記念圖書¦ 青島守備軍寄贈»•«東北帝國大學圖書»•«東北帝國大學¦ 圖書») 
東北大附圖(見返遊縞號ビ地央 ニル票{東北大学図書¦ 01603196465¦ 付属図書館}等々) 
♦“一六四四  アレント  化學礦物學一班[班斑]  一九〇四  □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), い213頁. 
◦“Grundzüge der Chemie und Mineralogie.  Methodisch bearbeitet von Prof. Dr. Rudolf Arendt.  Neunte Auflage.  Be- 
arbeitet von Dr. L. Doermer,Oberlehrer an der Oberrealschule vor dem Holstenthore in Hamburg.  Mit  244 in den Text eingeschalteten 
Abbildungen und einer Buntdrucktafel. / Hamburg und Leipzig, Verlag von Leopold Voss.  1904.” 




物學一斑員數 / 壹部□ 册 枚 : 計□部□ 册 枚}) 
東北帝大(背地、ミシン見返遊目縁紙天喉票紫橙枠印 {VIII G¦ 3¦ A 1}•見返  利略數字央紫印藍黒印«東北帝大圖書館•大正十一年十二月廿五
日受領•¦ 洋¦ 7682¦ 乙»•題扉央朱裏略印 «東北帝國大學圖書印»•題扉地喉朱印«日獨戰役記念圖書¦ 青島守備軍寄
贈»•本文上喉初頁朱印«東北帝國大學圖書»•本文略央４１喉朱９頁印 «東北帝國大學¦ 圖書») 
東北大附圖(見返遊縞號ビ地央 ニル票{東北大学図書¦ 01603226387¦ 付属図書館}•見返遊口寄藍地小印 «済»等々) 
書册はそのうちの兩册で, 當該“Informationsbibliothek”の徳華高等學堂内に於る位置づけに就ても未確認で
ある.  又, 當該4册は, 當該學堂藏書通鈐の«*Bibliothek der*¦ TSINGTAU¦ Deutsch-Chin. Hochschule.»なる有框圓
形印(後掲8頁插圖 2-2.)を始めとする爾餘の印との共鈐例が無い.  或は, 未搜到の下記の諸書册を翻葉し得る
ならば, 當該“Informationsbibliothek”に就ての手掛りを何か掴み得るのではと想いはするものの, 當面,  
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その方途は閉されているかの如くである.   
 因に, 當該“Informationsbibliothek”に就ては, 既見書册の内容に據って敢て推測してみるならば, 或は
教師用内部圖書[? 室? 館?]の類かと疑ってはみるものの, これに就ては暫時確言を避けたい.   
16 鹵書•圖目1920II., 凡例, [i]頁.   
17 この點に就ては, “ヴィルヘルム=コーン叢書”所貼藏書票(持井•古市•Scherrmann2008., 69 頁所掲«插圖
1a.»)を請參照.  又, 當該藏書票の行政府圖書館所藏他書への轉用例に就ては, 後掲9頁插圖8-1.*を請參照.   
18 持井•古市•Scherrmann2007., 8-21頁.   
 尚, このうちのC膠州圖書館の藏書目録に就き, 持井•古市• Scherrmann2007.では, BVdKB 1911.を含
む兩書のみを紹介したが, 電網頁«HeBIS-Vbk»に據ると, その最初期に, 次頁所掲藏書目録が別途編纂され
ているとの由.  果して然らば, 原本未見の故に確言は避けるものの, その刊行地竝に刊行時期に據れ 
 6
ABibliothek der Deutſch=Chineſiſchen Hochſchule徳華高等學堂圖書館;  
“[Tſingtau (Kiautschou, China). ¶  DEUTSCH-CHINESISCHE HOCHSCHULE.¶  …. ¶]  BIBLIOTHEK (ca. 15 000 
europäische u. ca. 4600 chinesische Bände).  Leiter: Prof. H. Wirtz.  - Assistent: Lessing.”19 
BBibliothek der Landesverwaltung[膠州]行政府圖書館;  
“[Tſingtau (Kiautschou, China).¶  ….¶]  BIBLIOTHEKEN.¶  BIBLIOTHK DER LANDESVERWALTUNG.  Hervorgegan- 
gen aus der deutsch-chines. Bücherei des Rechtsanwalts und Schriftstellers Willi Bohn. (Berlin).  Näheres: 
«MinervaHdGWII.1914.+»20  Bestand (1913): 1410 Bde.; 120 Nrn. Veröffentlichungen des Seezollamts mit 
über 400 Bden., sowie etwa 60 Karten und 300 Bde. Zeitschriften.  Für den Gebrauch des Gouvernements 
bestimmt; zu Studienzwecken auch Ausleihung an ausserhalb des Gouvernements stehende Personen.  – 
Die Verwaltung und die Neuanschaffung von Büchern unterliegt der Landesverwaltung.  Kontrolle und Ver- 
waltung durch einen Dolmetscher; z. Z. Referendar Thilo.”21   
CKiautſchou=Bibliothek膠州圖書館;  
“[Tſingtau (Kiautschou, China).¶  ….¶]  BIBLIOTHEKEN.¶  ….¶  KIAUTSCHOU BIBLIOTHEK.  Gegr. 1898. (Stif- 
tung).  Bestand: 11 700 Bde.  (meist belletristischen Inhalts).  – Bibliothekar (seit 1904): Prof. Dr. Doenitz.”22 
DGerichtsbibliothek帝國法院圖書館;  
“[Tſingtau (Kiautschou, China).¶  ….¶]  BIBLIOTHEKEN.¶  ….¶  GERICHTSBIBLIOTHEK.  (im Gerichtsge- 
bäude).  Gegr. 1898.  Bestand: ca. 2000 Bde., besonders praktische Rechtswissenschaften.  – Bibliothe- 
kar: Sekretär des Kaiserl. Gerichts Tabbert.”23 
                                                     
•“Titel:Bücher-Verzeichnis der Kiautschou-Bibliothek Erschienen:Berlin : Deutscher Verl[ag]., 1898 Umfang: 
XVI, 88 S.” 
ば, 當該書目は, 膠州宛寄贈用書籍として獨逸國内を主とした各地から伯林宛寄送された書册の集成目録
であると共に, 伯林から膠州宛送付された書册の送付目録でもあった, ということになるのではあるま
いか.  因に, 膠州圖書館創設(1898.)の過程に就ては, 持井•古市•Scherrmann2007., 14-17 頁を請併照.   
19 MinervaXXIII.f.19-13-1914., S. 1436.  因に, 徳華高等學堂の«ミネルヴァ»への登載開始は, “Tſingtau 
(China).  – DEUTSCH-CHINESISCHE HOCHSCHULE.¶  Eröffnet am 25. Okt 1909.  Näheres: «MinervaHdGWI. 
1910.».  – Direktor: G. Keiper, Professor der Geologie.”(MinervaXIX. f.1909-1910., S. 1133. )乍ら, 其處には圖書
館に就ての記述を缺き, 圖書館に就ての最初の記載は, “BIBLIOTHEK. Leiter: Lessing (chinesische Drucke), Dr. 
Othmer (europäische Drucke).”(MinervaXX.f.1910-1911., S. 1216.).  尚, 當«MinervaHdGWI.1910.»部分, 原文
ではミネルヴァの頭部を象った徽號が使用されているが, 仝書“略號一覽 Abkürzungen”(MinervaXX.f. 
1910-1911., S. VII.-VIII.)冒頭の指示に從ったうえで, 本稿に於る略號を當てておいた.  又, “Tsingtau 
(Kiautschou, China)¶  Deutsch-Chinesische Hochschule.  Bibliothek und Sammlungen.  Leiter: Prof. Dr. H. Wirtz.”(Pantheon 
1914., S. 458.)   
20 當«MinervaHdGWII.1914.+»部分, 原文ではミネルヴァの頭部を象った徽號が使用されているが, 仝書
“略號一覽 Abkürzungen”(MinervaXXIII.f.1913-1914., S. VIII.-X.)冒頭の指示に從ったうえで, 本稿に於る略
號を當てておいた.  但, 當該MinervaHdgWII.1914.+に就ては, 未見.   
21 MinervaXXIII.f.1913-1914., S. 1436.  その藏書票に就ては, 後掲 9頁插圖8-1.を請併照.  因に, «ミネルヴァ»
への登載開始時の記述は, その名稱表記を“GOUVERNEMENTSBIBLIOTHEK”(“BIBLIOTHK DER LANDESVERWALTUNG”f.1913-1914.)の
如く聊か違えるものの, “BIBLIOTHEKEN.¶  GOUVERNEMENTSBIBLIOTHEK.  Hauptsächlich rechtswissenschaftlichen und 
verwaltungstechnischen Inhalts.”(MinervaXXI.f.1911-1912., S. 1288.)  又, “Tsingtau (Kiautschou, China)¶  ….¶  
Bibliothek der Landesverwaltung.  (Hervorgegangen aus der deutsch-chines. Bibliothek des Berliner Rechtsanwalts Willi 
Bohn.)  Verwaltet durch Referendar Thilo.”(Pantheon 1914., S. 458.)   
22 MinervaXXIII.f.1913-1914., S. 1436.  因に, «ミネルヴァ»への登載開始時の記述は, “BIBLIOTHEKEN.¶  … 
….¶  KIAUTSCHOU-BIBLIOTHEK.  Sehr reichhaltig, meist belletristischen Inhalts.”(MinervaXXI.f.1911-1912., S. 1288.)  
又, “Tsingtau (Kiautschou, China)¶  ….¶  Kiautschou-Bibliothek.  Gegr. 1898.  (Meist belletristischen Inhalts.)  Bibl.: 
Prof. Dr. Doenitz.”(Pantheon 1914., S. 458.) 
23 MinervaXXIII.f.1913-1914., S. 1436.  因に, «ミネルヴァ»への登載開始時の記述は, “BIBLIOTHEKEN.¶  ….¶  
GERICHTSBIBLIOTHEK.  Besonders praktische Rechtswissenschaften.”(MinervaXXI.f.1911-1912., S. 1288.)  又, “Tsing- 
tau (Kiautschou, China)¶  ….¶  Gerichtsbibliothek.  Gegr. 1898.  (Bes. praktische Rechtswissenschaften.)  Bibl.: 
Gerichtssekr. Tabbert.”(Pantheon 1914., S. 458.) 
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EKaiſerliches Obſervatorium Tſingtau, Bibliothek青島在設帝國觀象臺圖書館;  
“[Tſingtau (Kiautschou, China). ¶  …. ¶]  KAISERL. OBSERVATORIUM TSINGTAU.  ….¶  BIBLIOTHEK (500 
Bde.)  Bibliothekar: Dr. Meyermann.”24 
FKaiſerliche Gouvernementsſchule Tſingtau青島在設帝國總督府學校(插圖1.);25  
GHandelskammer商業會議所;26  
びEKaiſerliches Obſervatorium Tſingtau, Bibliothek青島在設帝國觀象臺圖書館に就ては, “總督府圖書館”, 及び
“青島國立觀象臺圖書館”とした前掲稿既用の譯語を改めた.  又, FKaiſerliche Gouvernementsſchule Tſingtau
青島在設帝國總督府學校竝にその藏書の一端に就ては, 本稿に於て簡介する(後掲I.-1.).  遺憾ながら, GHan- 
delskammer 商業會議所竝にその藏書に就ては, 未だその後の新得情報には接し得ぬものの, その藏書目
録が1904 年11 月の時點に於て“印刷濟み”である旨報じられていることに據れば,27 このG商業會議所藏
書の場合も, 然る可き規模と内容とを備えていたものと想定しておいて大過なかろう.   
 この他にも, 筆者所見の現藏諸書册上所鈐藏書印(票)に據ると, 例えば海軍陸戰隊第 3 海兵大隊 III. 
See=Bataillon d. Marineinfanterie所屬の第1-第4中隊竝に仝將校集會所, 膠州駐留海軍砲兵部隊, 青島要塞, 
膠州野戰病院, 膠州總督府工務部をはじめとする如下の諸部隊•施設•組織(H-P)等々が箇々にその藏書
を有していた.  もっとも, このうちの海軍陸戰隊第3 海兵大隊關聯藏書の場合は, 1912 年以降も仝大隊藏
書管理部門が青島に設置されていたのか, それとも獨逸本國のエルベ河 Elbe がホルスタイン干潟 Hol- 
ſteiniſches Wattenmeerに流れ込む河口左岸に位置するクックスハーフェンCuxhaven (Stadt1907 u. Seebad i. 
hamburg. Amt Ritzebüttel)28に移設されていたのかという點に就き,29 筆者としてはその書籍貸出し制度
を含め未確認故, この點に就ては判斷を保留せざるを得ぬものの, 第1-第4中隊藏書に就ていうと, その 
                                                     
24 MinervaXXIII.f.1913-1914., S. 1436.-7.  因に, 國立青島觀象臺の«ミネルヴァ»への登載開始は, Minerva 
XXI.f.1911-1912., S. 1289.ながら, 當該圖書館に就ての記述は, MinervaXXIII.f.1913-1914.に初出.   
25 «Die Kaiserliche Gouvernementsschule in Tsingtau.»(DAW徳華彙報6.-33.1904.VIII.13., S. 14-5.), «Die Feier der Ein- 
weihung»(JdKGSzTIV.ü.1906-1907., S. 3.-4.).  ?
26 “Lokales.¶  ….¶  ∗∗∗¶  Handelskammer.  Comitésitzung 6. Juni 1904.  Anwesend die Herren Pfeiffer, Walther, 
Plambeck, Homann, Ritthausen, Ipland, Höft, Oster, Miss, Walckhoff.  Rechtsanwalt Dr. Koch (Syndikus.)¶  ….¶  
Herr Walckhoff wird zum Bibliothekar gewählt.¶  ….¶  Das Komité beschliesst ein Bibliothek- und Sitzungszimmer zu 
miethen.¶  Die Firma Snethlage & Co. wird als Mitglied aufgenommen.¶  Der Vorsitzende bringt folgende Schriften- 
eingänge zur Kenntnis: Bericht der Berliner Handelskammer, Baugeschichte der Schantung-Eisenbahn, Hafenbetrieb 
und Hafenverwaltung zu Tsingtau von Dr. Schrameier¶  ∗∗∗”(DAW徳華彙報6.-24.1904.VI.11., S. 14.),  
  “Locales.¶  ….¶  ∗∗∗¶  Handelskammer.  Comitésitzung 24. Juni 1904.  Anwesend: Pfeiffer, Behn, Walter, 
Oster, Ritthausen, A. Siemssen, Kirchhoff.¶  Der Vorsitzende gibt bekannt, unter welchen Bedingungen das neue Sit- 
zungszimmer gemietet wurde.¶  Die Bibliothek und sämtliche Akten der Kammer werden im Sitzungszimmer unter- 
gebracht.  Der Vorsitzende wird beauftragt, der Verwaltung der Kiautschou- Bibliothek für Ueberlassung des bisherigen 
Raums den Dank der Kammer auszusprechen.¶  ….¶  ∗∗∗”(id.6.-27.1904.VII.2., S. 15.).   
27 “Locales.¶  ….¶  ∗∗∗¶  Handelskammer.  (Comitésitzung vom 11. November 1904.) ¶  ….  Der Katalog der 
Bibliothek der Kammer ist im Druck erschienen und wird den Mitgliedern zugestellt werden.¶  …¶  ∗∗∗”(DAW徳華彙
報6.-47.1904.XI.19., S. 14.).   
28 “Cuxhaven, Stadt (1907) und Seebad im hamburg. Amt Ritzebüttel, l. an der Elbemündung […] (1905) mit 
Döſe 11 145 E., Kommandantur, Artillerie=, Minendepot, Garniſon, Amtsgericht, Zeitball, Flutmeſſer, Leuch- 
turm, Lotſenſtation, Fiſcherei= , Seehafen (Freihafen), Panzerforts.”(BKKLI.1911., S. 380.)   
29 “Marineinfanterie.  Die M. ist eine zur Verteidigung der heimischen Kriegshäfen gegen Landangriffe und zur Verwen- 
dung zu überseeischen Expeditionen bestimmte Truppe.  An ihrer Spitze steht ein Oberst als Inspekteur der M. mit dem 
Sitz in Kiel.  Ihm sind unterstellt: das 1. Seebataillon in Kiel, das II. Seebataillon in Wilhelmshaven, das Stamm-See- 
bataillon in Kuxhaven.  In Tsingtau (Kiautschou) befindet sich das III. Seebataillon, das aus 4 Infanterie- , einer beritte- 
nen, einer Pionier-Kompagnie und der Feldbatterie besteht.  Die Offiziere der M. werden für einige Jahre aus der Armee 
zur Marine versetzt und treten später wieder zur Armee zurück.  Für die Mannschaften wird Gardeersatz gestellt.  Für 
das III. Seebataillon stellt das Stamm-Seebataillon in Kuxhaven den Ersatz ein und gibt ihm die erste militärische Aus- 
bildung.  Brüninghaus.”(DK-LII.1920., S. 507.)との記事が有り, 其處に所謂“das III. Stamm-Seebataillon”の實
體如何が, 今の筆者には恥しながら不詳故, これに就ては暫時待考.   
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(約4/9)  verwaltung des Gouvernements Kiaut-  (約4/9)  waltung von Kiautschou.   (約4/9)   waltung von Kiautschou. 
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同樣に取扱うこととする.   
 又, 如し下記の目録が圖面竝に書類の目録でないとすれば, このうちのP帝國海軍膠州總督府工務部 
♦“二六八六  □  膠州總督府工務部圖書目録  一九〇五  □”(鹵書•圖目1920II., い333頁: O. 雜書) 
藏書の場合は, 他の一般の總督府藏書からは可成り獨立した形で管理•運用されていたと看做す可きこ
ととなる.  因に, このH-Pの如き諸機關に就ては, 調査•檢討作業の進展に伴い, その數は増加すること
を想定しておく可きこと, 云う迄もない.   
H1. Kompagnie, III. See=Bataillon d. Marineinfanterie 海軍第Ⅲ陸戰海兵隊大隊第1中隊(插圖3-1.)30 
I2. Kompagnie, III. See=Bataillon d. Marineinfanterie 海軍第Ⅲ陸戰海兵隊大隊第2中隊(插圖3-2.)31 
J3. Kompagnie, III. See=Bataillon d. Marineinfanterie 海軍第Ⅲ陸戰海兵隊大隊第3中隊(插圖3-3.)32 
                                                     
30 例♦“三四  □  ド•セギユール著革命  一八六五  □”鹵書•圖目1920II., い6頁.   
◦“Die Revolution und ihre Verkörperung im „modernen Staate.“ / Ein Büchlein für Jedermann von Abbé de 
Segur,Verfaſſer der „Antworten auf die meiſtverbereiteten Einwürfe gegen die katholiſche Religion,“ der Schriften: „Was iſt der Papſt?“ „Was iſt 
die Kirche?“ u. ſ. w.  Aus dem Franzöſiſchen. / Zweite Auflage. / Mainz,  Verlag von Franz Kirchheim.  1865.” 
A.M.D.G.(見返利黒印白全面紙票{A. M. D. G.¶  CIRCULATING LIBRARY.¶ / [In]? which are to be found a few instructive [a]nd re- 
creating volumes particularly chosen [f]or catholic readers.¶  CONDITIONS.¶  1st.-Any one member cannot, 
without a particular leave, obtain more than three volumes at a time.¶  2nd.-All books are to be returned at the 
end of one month or before.¶  3rd.-Any work lost, or spoiled is to be replaced or paid for.¶ / TERMS-In ad- 





印 «?ECCLESIA SACRATISSIMI CORDIS JESU? CHANGHAI»•見返利枠白紙天角黒票黒印{BIBL. MAJOR.¦ 徐家
滙}) 
1.K/III.SB(背上藍黒白紙票インキ{65¦ b}•背天白黒イン紙帶 キ太字{800.}*•表紙 赤天喉鉛筆“61b”•見返藍黒遊天角インキ“Lfd. No: 233.665”•見返喉紫
利天
印 «1. Kompagnie¦ III. Seebataillon.»)              *: 背上藍黒白紙票インキ{65¦ b}上に重貼 
青守司(背略央白紙票{藍黒七四七?朱筆四一〇九??□}•見返藍黒遊地喉インキ{假番號三四發行年代□著譯者氏名□圖書名目ド、セギュー
ル著 革命員數 / 壹部□ 册 枚 : 計□部□ 册 枚}•見返 赤遊天喉インキ“小 2[? 乙?]”) 
京帝大(見返利シン目上小口縁紙票藍枠ミ藍印 {2-6¦ S¦ 59}•題扉央藍裏天黒印«京大¦ 799847¦ 昭和19.2.23»•題扉央朱裏下印 «京都帝國大學
圖書之印») 
京附圖(背地藍ニル票枠ビ黒印{2-6¦ S¦ 59}•表紙地縞號ビ央  ニル票{京都大学図書¦ 2832220816¦ 附属図書館}•背天白ル票黒ビニ印 {青島}) 
31 例♦“二三五一  ヅーダアマン  暗愁  一九一一  □”鹵書•圖目1920II., い303頁.   
◦“Frau Sorge  Roman von Hermann Sudermann  126.-135. Auflage  Mit einem Jugendbildnis des Verfaſ- 
ſers / Stuttgart und Berlin 1911  J. G. Cotta’ſche Buchhandlung Nachfolger”[“Druck der Union Deutſche 
Verlagsgeſellſchaft in Stuttgart”題扉裏地央] 
□(裏見返天央 
遊裏
鉛筆“□□ 21[? 7?]/5□”•裏見返   遊裏  天角鉛筆“4.50”) 
2.K/III.SB(背上藍黒白紙票インキ{65¦ b}•背天藍黒白紙票インキ{404}•見返藍黒利天角インキ“No 404/14”•見返利前扉天天喉角 、 紫印«2. Kompagnie¦ III. 
Seebataillon») 
青守司(背略央白紙票{藍黒一三六九二朱筆一七三四??□}•見返藍黒利地角インキ{假番號三三五一發行年代一九一一著譯者氏名ヅーダ
アマン圖書名目暗愁員數 / 壹部□ 册 枚 : 計□部□ 册 枚}•背下赤紙票 枠ミシ 藍黒ン目縁インキ{2□…}) 
京帝大(背地藍目縁紙枠ミ票藍シン印 {4-3¦ S¦ 67}•見返利シン目天角藍縁紙票枠ミ藍印{4-3¦ S¦ 6[? 68?]7}•題扉央藍裏天黒印«京大¦ 799770¦ 昭和
19.2.23»•題扉央朱裏下印 «京都帝國大學圖書之印») 
京附圖(背地藍ニル票枠ビ黒印{2-6¦ S¦ 59}•表紙地縞號ビ央  ニル票{京都大学図書¦ 2833317419¦ 附属図書館}•背地白ル票黒ビニ印 {青島}) 
32 例♦“二六abc  ホフグロマンート  獨逸公民學  一九一一  □”鹵書•圖目1920II., い5頁. 
◦“Deutſche Bürgerkunde  Kleines Handbuch des politiſch Wiſſenswerten für Jedermann von Georg Hoff- 
mann und Ernſt Groth / Sechſte, vermehrte Auflage / Berlin  Verlag von Georg Reimer  1911” 
□(裏見天 
返利
鉛筆“Gs?o?  11  f[? ſ?]. 29./5. 12  2,50”) 
3.K/III.SB(見返赤イ利天ンキ“[Vere]innahmt in der Beſtands=¦ [nachw]?eiſung zum Unterrichts=¦ [□…]tands 3./III. 
S. B. 1913¦ [□…] lfd. Nr. 104”•見返  利上藍黒喉藍印インキ«3. Kompagnie¦ III. Seebataillon.¦ Bibl. Nr. 130») 
青守司(背略央白紙票{藍黒一〇一二朱筆四七七七??□}•見返藍黒利地角インキ{假番號□發行年代一九一一著譯者氏名ホフグロマンート圖書名目
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K4. Kompagnie, III. See=Bataillon d. Marineinfanterie 海軍第Ⅲ陸戰海兵隊大隊第4中隊(插圖3-4/4.*)33 





理部(«KAISERLICHE MARINE?ARTILLERIEVERWALTUNG IN KIAUTSCHOU?»; 插圖4-1.)35 
                                                     
獨逸公民學員數 / 壹部□ 册 枚 : 計□部□ 册 枚}•背下赤紙票 枠ミシ 藍黒ン目縁インキ{2□…}) 
京帝大(背地藍ン目縁枠ミシ紙票 {▒}•見返利シン目天角藍縁紙票枠ミ藍印{2-4¦ H¦ 65}•題扉央藍裏天黒印«京大¦ 799843¦ 昭和 19.2.23»•題扉央朱
裏下
印 «京都帝國大學圖書之印»•題扉藍黒地喉印 «青島守備軍司令部 寄贈») 
京附圖(背地藍ニル票枠ビ黒印{2-4¦ H¦ 65}•表紙下縞號ビ央  ニル票{京都大学図書¦ 2832018896¦ 附属図書館}•背地白ル票黒ビニ印 {青
島}) 
33 例♦“三九  ベルンハルヂ將軍  吾等が將來  一九一二  □”鹵書•圖目1920II., い6頁.        
◦“Unſere Zukunft  Ein Mahnwort an das deutsche Volk von Friedrich von BernhardiGeneral der Kavallerie z. D.  
1.-5. Tauſend / Stuttgart und Berlin 1912  J. G. Cotta’ſche Buchhandlung Nachfolger”  [“Druck der 
Union Deutſche Verlagsgeſellſchaft in Stuttgart”題扉裏地央] 
P.LinderTſingtau(見返利書店票天喉  藍色鉛筆{PAUL LINDER¦ BUCHHANDLUNG¦ TSINGTAU¦ Preis $ 1.15}) 
Strauſs(見返遊藍黒イ天 ンキ“Strauſs, Uffz.¦ 4. Komp. III. Seebatl.”) 
4.K/III.SB(見返利天紫印«[4]. Kompagnie III S.=B.¦ B=No.□»•題扉天 藍黒央紫印インキ«4. Kompagnie III S.=B.¦ B=No. 2352») 
青守司(背略央白紙票{藍黒一一五四朱筆四九〇三??40?}•見返利藍黒イ地角 ンキ、青鉛鉛筆筆、  {假番號??發行年代一九一二著譯者氏名ベ
ルンハルヂ將軍圖書名目吾等が將來 ? 9 員數 / 壹部□ 册 枚 : 計□部□ 册 枚}•背下赤紙票 枠ミシ 藍黒ン目縁インキ{2□…}) 
京帝大(背地藍ン目縁枠ミシ紙票 {▒}•見返利シン目天角藍縁紙票枠ミ藍印{2-4¦ H¦ 65}•題扉央藍裏天黒印«京大¦ 799861¦ 昭和 19.2.23»•題扉央朱
裏下
印 «京都帝國大學圖書之印»•題扉藍黒地喉印 «青島守備軍司令部 寄贈») 
京附圖(背地藍ニル票枠ビ黒印{2-9¦ B¦ 4}•表紙下縞號ビ央  ニル票{京都大学図書¦ 2832250061¦ 附属図書館}•背下白ル票黒ビニ印 {青
島}•【題扉裏 鉛筆略央下線“Copyright 1912 by J. G. Cotta’sche Buchhandlung Nachfolger Stuttgart”】?) 
34 例♦“二五五三 □ ミーツエ•ビーデンバツハ[「]思出の記[」]  一九〇六  □”鹵書•圖目1920II., い320頁. 
◦“Mieze Biedenbachs Erlebnisse  Erinnerungen einer Kellnerin  Erstes Tausend / Berlin  F. FONTANE & Co.  
1906  Published June 15, 1906.  Privilege of Copyright in the United States reserved under the Act approved March 
3, 1905 by F. Fontane & Co.”  [“Published June 15, 1906.  Privilege of Copyright in the United States reserved 
under the Act approved March 3, 1905 by F. Fontane & Co.”題扉地央] 
H.Büttner(題扉天線共藍角 黒イ 消ンキ“Hans Büttner¦ 190□”) 
UoM/III.SB(題扉略１５頁央、地天角寄央、本、地角文１１、１７頁天略頁地角央、紫印«Unteroffiz.-Messe.¦ III.S.-B.»*•本文初 藍黒頁天央インキ“Der 
Unter-offizier-Meſſe=¦ Bibliothek des III. S. B.¦ gewidmet.¦ 1./IV.0[□]”•【題扉略 消ゴ央鉛筆ム消痕“M.-B No 
108”】)        [*: 題扉略央の當該印は, «4. Kompagnie¦ III. Seebataillon.»印により覆鈐] 




インキ«4. Kompagnie III. S.=B.¦ B.=No. 136»•題扉略口寄紫央小印 «4. Kompag]nie¦ III. Seebataillon.») 
青守司(背略央白紙票{藍黒五三〇四朱筆二二一??□}•見返利藍黒イ略央ンキ{假番號□發行年代一九〇六著譯者氏名□圖書名目ミーツェ、
ビーデンバッハ思出の記員數 / 壹部□ 册 枚 : 計□部□ 册 枚}•背下赤紙票 枠ミシ 藍黒ン目縁インキ{2553}) 
京帝大(背地藍ン目縁枠ミシ紙票 {▒}•見返利シン目天角藍縁紙票枠ミ藍印{5-3¦ B¦ 35}•題扉央藍裏天黒印«京大¦ 799790¦ 昭和 19.2.23»•題扉央朱
裏下
印 «京都帝國大學圖書之印»•題扉藍黒地喉印 «青島守備軍司令部 寄贈») 
京附圖(背地藍ニル票枠ビ黒印{5-3¦ B¦ 35}•表紙下縞號ビ央  ニル票{京都大学図書¦ 2830973753¦ 附属図書館}•背上白ル票黒ビニ印 {青
島}) 
35 例♦“一〇七  海軍省  保護領法  一九〇一  □”鹵書•圖目1920II., い13頁. 
◦“Das Schutzgebietsgeſetz nebſt ſeinen Ergänzungsgeſetzen ſowie der Kaiſerlichen Verordnung, betreffend 
die Rechtsverhältniſſe in den deutſchen Schutzgebieten, und den Ausführungsbeſtimmungen über die Aus- 
übung der Gerichtsbarkeit. / Textausgabe mit Einleitung, Anmerkungen und Sachregiſter. / Zum Handge- 
brauch zuſammengeſtellt im Reichs=Marine=Amt. / Berlin 1901.  Ernſt Siegfried Mittler und Sohn  König- 
liche Hofbuchhandlung  Kochſtraße 68-71.”  [“Grdruckt in der Königlichen Hofbuchdruckerei von E. S. 
Mittler & Sohn, Berlin SW., Kochſtraße 68-71.”本文最終頁(S. 90.)地央] 
KM/GK(題扉  天角藍黒藍黒印インキ«?KAISERLICHE MARINE?GOUVERNEMENT KIAUTSCHOU  C. 110.») 
KM/AvK(背天藍黒白紙票インキ{I.¦ 96.}•題扉  天喉藍黒藍黒印インキ«?KAISERLICHE MARINE?ARTILLERIEVERWALTUNG. IN KIAU- 
TSCHOU  Vereinnahmt Art. Verw. Kiau. L?it. I-51 9¦ I-3496»*)  [*: 當印及び書込箇處に赤鉛筆の
強調(? 抹消?)線アリ] 





軍需庫(«KAISERLICHE MARINE?ARTILLERIEDEPOT TSINGTAU?»; 插圖4-2.)37 
N帝國海軍青島要塞(«?KAISERLICHE MARINE?FORTIFIKATION TSINGTAU»; 插圖5.)36 





 部(«?KAISERLICHES GOUVERNEMENT VON KIAUTSCHOU?BAUVERWALTUNG»; 插圖7/7*.) 
 そこで, 今迄に擧名した獨租期青島在設藏書機關の所藏書册に對する青島守備軍の分類•整理區分とそ
の“接收書目”への收載状況に就て略示すれば, 次頁所掲“青島守備軍側分類•整理區分とその“接收書目”へ
の收載状況”の如くになる.   
 この略示を看て直に氣づくことは, “?[筆者未搜到]”, 及び“?[筆者搜到1 例のみ]”としたEKaiſerliches Obſervatorium Tſingtau, 




(Ab<“接收書目”未載録書籍>)という點に就てである.  筆者としては, 當該3 機關藏書のうちのFKaiſerliche 
Gouvernementsſchule Tſingtau青島在設帝國總督府學校舊藏書を2點(3册; 青島守備軍接收痕蹟を止めるものは1點1
册のみ)遇見したのみ故, この點に就ては何とも判斷しかねるものの, 調査の今後に於る全面的展開の
ためには, その全貎を具體的に把握しておくに如くはない.   
                                                     
護領法員數 / 壹部□ 册 枚 : 計□部□ 册 枚}•背下赤ン目縁枠ミシ紙票 {▒}) 
京帝大(背地、目縁紙見返利票藍印天角藍  藍枠ミ黒イシンンキ{2-5¦ G¦ □115}•題扉央藍裏天黒印«京大¦ 799704¦ 昭和19.2.23»•題扉央朱裏下印 «京
都帝國大學圖書之印»•題扉藍黒地喉印 «青島守備軍司令部 寄贈») 
京附圖(表紙下縞號ビ央  ニル票{京都大学図書¦ 2833314093¦ 附属図書館}•背下白ル票黒ビニ印 {青島}) 
36 例♦“二八〇 □[フエヒナア] 仝[フエヒナア] 帝國裁判所法及普魯西施行法  □ □”鹵書•圖目1920II., い36頁. 
◦“Fechners Geſetzgebungs-Bibliothek. / Die Reichsjuſtizgeſetze in der Faſſung der auf Grund des Geſetzes 
vom 17. Mai 1898 erfolgten Bekanntmachung vom 20. Mai 1898 - bezw. auch zuf. Art. 13 des Einf.=Geſ. z. 
Hand.=Geſ.=B. - (R. G. Bl. 1898, S. 342 u. S. 369) und die Preußiſchen Ausführungsgeſetze zum Bürger- 
lichen Geſetzbuche, ſeinen Nebengeſetzen und zu den Reichsjuſtizgeſetzen. / Band II. / 1906.  Selbſtverlag 
K. Fechner, Steglitz=Berlin, Albrechtſtraße 30, II.”  [“Druck: Buchdruckerei der Nationalzeitung G. m. 
b. H., Berlin SW., Lindenſtr. 3.”最末葉ウラ央] 
KM/FT(題扉地角紫印«?KAISERLICHE MARINE?FORTIFIKATION TSINGTAU»•【背地 白紙帶{▒}】?) 
青守司(背略央白紙票{藍黒一五三七?朱筆一八七?□??63*}/**•見返利黒イン地角キ、 藍鉛筆{假番號□發行年代????著譯者氏名□圖書
名目フェヒナア法律文庫 帝國裁判法及普魯西施行法員數 / 壹部□ 册 枚 : 計□部□ 册 枚}•【背地 白紙帶{▒}】?) 
[*: 當“??63”所記箇處は, 當白紙票上ではなく, 別貼乃至KM.FT.所貼かと疑う白紙帶
上; **: 當白紙票破損下に略々同大の白紙票({藍黒□…三七朱筆□??□})を認む] 
京帝大(背地、ミシン見返利目縁紙天角票藍藍枠印 {2-5¦ F¦ 9}•題扉裏印 藍天角黒イ藍黒ンキ«京大¦ 799663B¦ 昭和19.2.23»•題扉喉朱裏天印 «京都
帝國大學圖書之印»•題扉藍黒地喉印 «青島守備軍司令部 寄贈») 
京附圖(表紙下縞號ビ央  ニル票{京都大学図書¦ 2833312981¦ 附属図書館}•背下白ル票黒ビニ印 {青島}) 
37 例♦“二四五三 □ フオンタース[スネ]小説集 第七卷  □ □”鹵書•圖目1920II., い312頁. 
◦“Theodor Fontane’s Geſammelte Romane und Novellen. / Band VII. / Berlin W.  Deutſches Verlagshaus 
(Emil Dominik).”  [“Th. Fontane, Geſ. Romane u. Novellen.  123”前扉地央; “W. Moeſer Hofbuchdrucke- 
rei, Berlin, Stallſchreiberſtr. 34. 35.”本文最終頁(S. 322.)地央] 
G.A.v.HalemBremen(見返利藍色書天角店票{G.A.v.HALEM¦ BREMEN}) 
KLvK(背天藍黒白紙帶インキ{23¦ G.}•前扉天央紫印«Vereinnahmt.¦ Geraetenachweisung¦ Huelfsmittel zur¦ Krankenpflegc[ce] 
1904¦ Sc[ce]itc[ce] 20 Nr. 13»•前扉下 藍黒央紫印インキ«?KAISERLICHE LAZARETHVERWALTUNG KIAUTSCHOU  Nr. 
23 G»•題扉央寄等々小口紫印«?KAISERLICHE LAZARETHVERWALTUNG KIAUTSCHOU») 
青守司(背略央白紙票{藍黒□?四一〇三朱筆□?六三五??63*}/**•見返利藍黒イ地角ンキ{假番號□發行年代□著譯者氏名□圖書名目フオ
ンターネ小説集 第七卷員數 / 壹部□ 册 枚 : 計□部□ 册 枚}•背下赤 藍黒枠紙票インキ{2453})   
京帝大(背地、枠ミシ見返利ン目縁天角紙票下藍藍印{4-3¦ F¦ 25}•題扉央藍裏天黒印«京大¦ 799780¦ 昭和19.2.23»•題扉央朱裏下印 «京都帝國大
學圖書之印»•題扉藍黒地喉印 «青島守備軍司令部 寄贈») 
京附圖(表紙下縞號ビ央  ニル票{京都大学図書¦ 2833316400¦ 附属図書館}•背地白ル票黒ビニ印 {青島}) 
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▪青島守備軍側分類•整理區分とその“接收書目”への收載状況 
ABibliothek der Deutſch=Chineſiſchen Hochſchule徳華高等學堂圖書館   2«徳華高等學堂圖書館藏書»       b•c(+d) 
BBibliothek der Landesverwaltung膠州行政府圖書館        1«官有書籍»含« = ヴィルコーンヘルム叢書»     b•c(+d) 
CKiautſchou=Bibliothek膠州圖書館              3«膠州圖書館藏書»       a•b   •  e(+d) 
DGerichtsbibliothek帝國法院圖書館             1«官有書籍»含« = ヴィルコーンヘルム叢書»      b•c(+d) 
EKaiſerliches Obſervatorium Tſingtau, Bibliothek青島在設帝國觀象臺圖書館 ?[筆者未搜到]         
FKaiſerliche Gouvernementsſchule Tſingtau青島在設帝國總督府學校   ?[筆者搜到1例のみ]38        
GHandelskammer商業會議所               ?[筆者未搜到]         








中隊  1«官有書籍»含« = ヴィルコーンヘルム叢書»      b•c(+d) 








中隊  1«官有書籍»含« = ヴィルコーンヘルム叢書»      b•c(+d) 








中隊  1«官有書籍»含« = ヴィルコーンヘルム叢書»      b•c(+d) 








中隊  1«官有書籍»含« = ヴィルコーンヘルム叢書»      b•c(+d) 







   
集會所 1«官有書籍»含« = ヴィルコーンヘルム叢書»      b•c(+d) 






部隊    1«官有書籍»含« = ヴィルコーンヘルム叢書»      b•c(+d) 
NFortifikation Tſingtau, Kaiſerliche Marine帝國海軍青島要塞     1«官有書籍»含« = ヴィルコーンヘルム叢書»      b•c(+d) 
OKaiserliche Lazarethverwaltung Kiautschou帝國膠州野戰病院管理部  1«官有書籍»含« = ヴィルコーンヘルム叢書»      b•c(+d) 




 部  1«官有書籍»含« = ヴィルコーンヘルム叢書»      b•c(+d) 
(a“BVdKB 1920.-”, b“鹵書•圖目1920II.”, c“鹵書追目1920III.”, e“膠圖藏目補1922.-”) 
 遺憾ながら, EKaiſerliches Obſervatorium Tſingtau, Bibliothek青島在設帝國觀象臺圖書館藏書に就ては, その書目が編
纂されていたのか否かすら未詳であり, GHandelskammer商業會議所の藏書目録に就ても未搜到である.  但, 
FKaiſerliche Gouvernementsſchule Tſingtau青島在設帝國總督府學校に就ては, 不完全ながらも, その藏書の次第が爾餘
の地圖•標本等々と共に仝校の年報中に收載されているので, 首ずはこれを當號に收録する(I.-1.).  繼に, 
獨租期青島所藏書籍の配布•寄贈先(含豫定)を巡る問題として, 防衛省防衛研究所所藏のaBVdKB 1920.-, 
仝b鹵書•圖目1920II., 及び仝c鹵書追目1920III.に遺された諸痕蹟に就て簡介する(I.-2.).  陸軍省内に於る最
終配布計劃策定に到る過程を識るうえで重要な資料であるにも關らず, その資料公表の現状に聊かの危
惧を覺えるが故である.   
 又, 膠州圖書館舊藏定期刊行物の配布•寄贈先(含豫定)組織とに就て, その簡査結果を略示する(I.-3.).  
極めて僅かながらも未搜到の當該定期刊行物及び部分的缺號事例が遺る故, 確言は避けるものの, 膠州圖
書館閲覽室架藏定期刊行物は, 京都帝國大學宛一括寄贈された可能性が極めて高いと云えよう.  實は, 持
井•古市•Scherrmann2009a.段階に於ては未搜到のものが可成り遺っていた.  然し, 當該報告書を作成し
了え, その翻葉を繰返しつつ當該紙誌類の受贈(現藏)機關に就て注目したところ, その當該機關が著しく
京都帝國大學(京都大學)に集中していることに氣づいた.  そこで, 追加調査を試みたところ, 準貴重書
庫を始めとする各處に散藏されていたことが判り, 略示の結果を得た次第である.  これも, その全體像
を首ず把握•提示したうえで, 箇々の書册の現藏状況を考慮しつつ, 恰もジグゾーパズルを解くが如く
にその未搜到箇處を埋めてゆくという手法を愚直に實踐した結果である.   
 尚, 當序を了えるに當り, 一言申し添えておきたい.  當初, 本稿には陸上自衛隊衛生學校現藏獨文書籍
17 册に對する筆者の調査報告を載せる可く準備を進めていたが, そのうちの1 册に就ての取扱方如何に
迷うと共に, 時間的に仝校現藏英文書籍の調査にも着手し得ず, 加えて本稿收録の他の内容紹介に豫想外
の紙幅を費やすこととなった結果, 當該書籍に就ての紹介は, 稿を改めて行なうこととした.  當該獨文書
中の16册に就ては, 基本的に獨逸帝國海軍膠州野戰病院の藏書であることをその所鈐藏書印(前掲 9頁插圖6.*, 
後掲15 頁插圖 12.)に據って確認濟みながら, 青島守備軍の明確な痕蹟(就中, 見返利紙に通常貼付される最終
整理票)を缺く.39  又, その藏書印(後掲15頁插圖13-1/2.)に據れば, 當該17册は孰れも陸軍軍醫學校の舊藏書册 
                                                     
38 前掲3頁脚註7を請併照.  ?
39 青島守備軍が寄贈•配布書册の見返利紙に最終整理票を貼付した一例を示せば, 如下:  
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◦“Statiſtiſcher Sanitätsbericht über die Kaiſerlich Deutſche Marine für den Zeitraum vom 1. April 1895 bis 31. 
März 1897. / Bearbeitet von der Medizinal-Abteilung des Reichs-Marine-Amts. / Berlin 1899.  Ernſt Sieg- 
fried Mittler und Sohn  Königliche Hofbuchhandlung Kochſtraße 68-71” 
◦“Sanitätsbericht über die Kaiſerlich Deutſche Marine für den Zeitraum von 1. April 1897 bis 31. März 1899. / 
Bearbeitet in der Medizinal-Abteilung des Reichs-Marine-Amts. / Berlin 1900.  Ernſt Siegfried Mittler und 
Sohn  Königliche Hofbuchhandlung Kochſtraße 68-71” 
ながら, 陸軍省内での最終配布計劃文書«圖書分配表»の“軍醫學校”宛配布書目中にその書名を見出し得
ぬ.40  但, このうちの14 册(嚴密には13+1 册)は略々上記の如き醫務に關する年次報告で, その日語譯書名
と覺しきものが鹵書•圖目1920II.に下記の如く記載されているものの, 當該日語譯年次報告は, 孰れも«圖
書分配表»の“軍醫學校”宛配布書目中にはその書名を缺き, “被服本廠”宛配布書籍として記されている.   
♦“一〇九二(I-XIV) 海軍省醫務局  一八九五年 - 一八九七年 獨逸帝國海軍醫務報告 一八九九 I   
           一八九七年 - 一八九八[八九]年 仝     一九〇〇 IIab   
           一八九九年 - 一九〇一年 仝        一九〇三 III   
           一九〇一年 - 一九〇二年 仝        一九〇四 IVab   
           一九〇二年 - 一九〇三年 仝        一九〇五 Vabc   
一〇九二(I-XIV[)] 海軍省醫務局  一九〇三年 - 一九〇四年 獨逸帝國[海軍]醫務報告 一九〇六 VIa-d   
           一九〇四年 - 一九〇五年 仝        一九〇七 VII   
           一九〇五年 - 一九〇六年 仝        一九〇八 VIIIab   
           一九〇六年 - 一九〇七年 仝        一九〇九 IX   
           一九〇八七年 - 一九〇八年 仝       一九一〇 X   
           一九〇八年 - 一九〇九年 仝        一九一一 XI   
           一九〇九年 - 一九一〇年 仝        一九一二 XIIab   
           一九一〇年 - 一九一一年 仝        一九一三 XIII   
            一九一一年 - 一九一二年 仝        一九一四 XIV”鹵書•圖目1920II., い153-4頁 
▫“一〇九二(I-XIV) 海軍省醫務局 自一八至一九九五年一一年 -  - 一八九一九一七年 二年 獨逸帝仝  國海軍   醫務  報告    ”6-1 陸被本廠 MF-No.0178. 
 當該年次報告のうちの6年度分に就ては重複册を含むとはいえ, 全ての年度分に重複册の存在が明示さ
れている譯ではない.  如し青島守備軍の接收書目の記載に誤りが無く, 加えて當該兩册が同一書册であ
                                                     
例♦“八六  デヰギユヱ大佐?安南及佛領印度支那  一九〇八 (佛文)”鹵書•圖目1920II., い10頁.   
•“八六  デヰギユヱ大佐  安南及佛領印度支那”12 陸經理校 MF-No.0196. 
◦“Colonel E. DIGUETDE L’INFANTERIE COLONIALE / ANNAM ET INDO-CHINE FRANÇAISE / I. - Esquisse de l’histoire annamite  II. - 
Rôle de la France en Indo-Chine / Ouvrage dédié à M. Gaston DOUMERGUE Ministre du Commerce, ancien Ministre des Colonies. / 
PARIS  AUGUSTIN CHALLAMEL, EDITEUR  RUE JACOB, 17  Librairie Maritime et Coloniale / 1908  Traduction et repro- 
duction méme partielles interdites.” 
Bh/Bb.V.RoehrTſingtau(見返利橘色書天角店票{BUCHHANDLUNG¦ VICTOR ROEHR¦ BUCHBINDEREI¦ TSINGTAU}) 
LvK(背下藍黒白紙帶インキ{[Abt.VI¦ Nr.85]}•見返利消線共略央藍黒   インキ{Bücherei der Landesverwaltung von Kiautschou.¦ Abt. 
VI¦ Nr.85¦ Wilh. Cohn - Stiftung.}•題扉上文９頁小口寄小口寄、本紫印«Landesverwaltung»[前掲 9 頁插圖8-2.]) 
青守司(見返利藍黒イ地角ンキ{假番號□發行年代一九〇八著譯者氏名デ井ギュヱ大佐圖書名目安南及佛領印度支那 (佛文)員數  / 壹部
□ 册
 枚
 : 計□部□ 册 枚}) 
陸軍經理校(表紙天紫印、角緑藍黒枠票 インキ{佛□¦ 331¦ 120}) 
一橋大附圖(背地紙票赤枠黒印{BNd¦ 184}]•表紙地縞號ビ央  ニル票{1286326252}•題扉天初頁天央、央朱本文印 «一橋大學圖書»•題扉央藍裏地印 «旧
陸軍経理学校より讓受¦ 36.5.1.»•題扉喉 裏天鉛筆“⁄BVd-184”)?
40 •“  圖書分配表(鹵獲書籍及圖面目録ノ分) 
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  番號        著譯者名  書名  
          官有書籍(洋書)目録 
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    衛生報告（一八九一九〇八年四年前半期 ―    一九一   〇年度）   ”13 陸軍醫校 MF-No.0203. 
 尚, 上記«圖書分配表»中の“自一六九五至一七一五”及び“自一七一七至一七二四 ab”に該當する諸書册の
日語譯名に就ては, 鹵書•圖目1920II., い219-22頁(持井•古市•Scherrmann 2007., 108-09頁)を請參照.  ?
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った場合には, 陸軍省内に於る實際の配布時に於る最終配布計劃の變更に就き, 更めて考慮す可きかと
の危惧をも懷かせる.41  又, その取扱い如何を迷っている 1 册は, 青島守備軍の前掲最終整理票を缺き, 
同一書名を青島守備軍の接收書目中に見出し得ぬにも關らず, «青島守備軍病院之印»(插圖 14.)の印を帶
びた獨文書で,42 獨租期青島舊藏書籍であることを明示する痕蹟を缺く.43  斯る諸點をも含め, 當該17册
に對しては目下檢討中である旨御理解を乞うと共に, その專報に就ては今暫く猶豫願いたい.  又, 歳の
瀬の慌しい中を筆者の仝校現藏獨文書籍調査に對して諸事御高配下さった木村益雄氏に對し, この場を
借りて御禮と御詫びとを申し上げる.   
                                      
                                      
                                      
                                      
                                      
                                      
                                      
                                      
 插圖12.: «Vereinnahmt in der Gerätenachweiſung¦  
 (略々原寸)  über Hülfsmittel zur Krankenpflege¦  
      für 19 13 Seite  25 No. 111. »       插圖13-1.: «陸軍軍醫   插圖13-2.: «•陸軍軍醫學校• 
                        (約7/9)  學校圖書印»  (約5/6)    圖書館¦ 洋¦  
                                       1695¦ 書» 
              擱筆に當り, 當稿作成に際して諸事御世話下さった爾餘の方々の御芳 
             名を以下に記しておく.  柴田武彦(防衛省防衛研究所), 伊丹延二•杉本圭 
             司(ユタ系圖協會The Genealogical Society of Utah東京支部圖書館), 後藤 
             慶太•吉田弘子(京都大學附屬圖書館), 笠原政宏(東京大學總合圖書館),  
             佐々木 聰(東北大學大學院文學研究科比較文化史學專攻博士後期課程), 岩井 
             茂樹(京都大學人文科學研究所), 三木 聰(北海道大學大學院文學研究科),  
插圖14.:«青島守備軍病院之印» 佐竹保子(東北大學大學院文學研究科), 村松 伸(總合地球環境學研究所),  
(略々原寸)           坂元ひろ子(一橋大學大學院社會學研究科), 安部聡一郎(金澤大學歴史言 
             語文化學系), 荻 惠里子(金澤大學大學院人間社會環境研究科人間文化專 
攻國際文化コース博士前期課程), 井上 豪•長野遙香(金澤大學文學部東洋史學コース).   
 前掲各位からの洵に適切且つ厚情溢るる御支援•御協助が無かったならば, 當稿の圓滑な作成は望めな
かったであろう.  記して, 衷心よりの感謝を表したい.          (2009.XI.8.初稿, 2010.II.28.改稿) 
                                                     
41 その取扱方如何を迷っている1 册の在り方, 及び“追テ當軍使用中ノ圖書ハ軍撤退ノ際更ニ適宜處分可
致候條申添候”(«圖書分配表»前付“通牒”MF-No0110.)なる文言をも併考するならば, 當該14 册に就ては, 青島
守備軍の撤收時迄その接收書目に載録されずにいた書册である可能性も遺る.  ?
42 “青島守備軍病院”に就ては, 未精査故に不詳.  因に, 職員録 1918.(266 頁), 仝1919.(307 頁), 仝1920. 
(291頁), 仝1921.(307頁), 仝1922.(265頁)に於ては, 孰れも“青島陸軍病院”と記す.  或は, 改稱乃至通稱と
關る問題か?  その陣容を理解する爲に, 職員録1922.(265頁)の記事を例示しておく.   
“[青島守備軍司令部青島?青島守備歩兵隊司令部青島] 
?青島陸軍病院青島 
長  三等軍醫正正六、勲四 赤松得二郎   
病院附 一等軍醫 正七、勲四御園生政一  二等軍醫 從七  原 禎造   二等軍醫從七、勲六 永松三男 
   一等藥劑官從六、勲五 山田梁太郎  上等計手   勲七北村喜太郎  上等看護長  勲六佐藤令造 
   一等計手    竹内富太郎  一等看護長  勲八和座市治   一等看護長  勲七岩崎吉人 
   一等看護長   勲八渡邊正一   一等看護長  勲八淵田健吉   一等看護長  勲八橋口彦一 
   一等看護長   勲八黒川倉治   一等看護長  白石 透   一等看護長  千代島善太郎 
   一等看護長   中萩熊市   一等看護長  圖師祐一   二等看護長  西嶋五左 
   二等看護長   手嶋善三郎  三等看護長  勲八前田與吉郎  一等磨工長  勲八大谷友吉”.  ?
43 此處に指摘した現象のみに據れば, 青島守備軍期青島舊藏書籍であって獨租期青島舊藏書籍ではな
いと解釋するものの, その背表紙には小紙票の剥離痕が幾箇處か有って, 聊かその判斷に迷っている.  ?
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◙所用略號•引用論著目録(箇々の當該所章に於用箇處て使用に於るした略説明を號に就も請併ては、照  ) 
*: 出生[Geburt]    ∞: 結婚[Heirat]    ∞Standesamtl.: Standesamtliche Heirat    ∞kirchl.: Kirchliche Heirat 
Ruheſt.: Ruheſtand [退職]   Be.: Beerdigung [埋葬]   †: 死亡[Tod]    
¦: 改行    ¶: 文末乃至段落末尾    {▒}: 後貼紙票類により被覆 
1.K/III.SB: 1. Kompagnie/III. See=Bataillon    2.K/III.SB: 2. Kompagnie/III. See=Bataillon   
3.K/III.SB: 3. Kompagnie/III. See=Bataillon    4.K/III.SB: 4. Kompagnie/III. See=Bataillon   
AEPM: Allgemeiner Evangeliſch=Proteſtantiſcher Miſſionsverein [統合福音派海外傳道協會]   
A.M.D.G.: AD MAJOREM DEI GLORIAM        Bh/Bb.: Buchhandlung/Buchbinderei 
DCH: Deutſch=Chineſiſche Hochſchule徳華高等學堂   E.S.C.J.: ECCLESIA SACRATISSIMI CORDIS JESU 
KB: Kiautſchou=Bibliothek     KGvK/Bv: Kaiſerliches Gouvernement von Kiautſchou/Bauverwaltung 
KLvK: Kaiſerliche Lazarethverwaltung Kiautſchou  KM/GK: Kaiſerliche Marine/Gouvernement Kiautſchou 
KM/AvK: Kaiſerliche Marine/Artillerieverwaltung in Kiautſchou 
KM/AdK: Kaiſerliche Marine/Artilleriedepot Tſingtau KM/FT: Kaiſerliche Marine/Fortifikation Tſingtau 
LvK: Landesverwaltung von Kiautſchou      UoM/III.SB: Unteroffizier=Messe/III. See=Bataillon 
獨租期: 獨逸租借期     一橋大附圖: 一橋大學附屬圖書館     九州帝大: 九州帝國大學  
九州大中圖: 九州大學附屬中央圖書館    京附圖: 京都大學附屬圖書館    京帝大: 京都帝國大學 
埼玉浦和圖: 埼玉縣立浦和圖書館   青守司: 青島守備軍司令部   東北大附圖: 東北大學附屬圖書館 
東北帝大: 東北帝國大學       陸軍經理校: 陸軍經理學校       陸央幼校: 陸軍中央幼年學校 
以下の配列は, 引用時使用略號のアルファベット順を基本とし, 次に刊年の序に從った.   
その際, 日語•漢語論著の場合は, 基本として, 引用略號發音の所謂ヘボン式(日語)•漢語
拼音方案(漢語)に據るローマ字表記を念頭におき, その然るべき箇處に配列した. 
▪BKKLI.1911., “Brockhaus’ Kleines Konverſations=Lexikon. / Fünfte, vollſtändig neubearbeitete Auflage.  
In zwei Bänden. / Erſter Band.  A-K.  Mit 1000 Textabbildungen, 63 Bildertafeln, darunter 15 bunte, 221 
Karten und Nebenkarten, ſowie 34 Textbeilagen. / Leipzig: F. A. Brockhaus. / 1911.” 
▪BKKLII.1911., “Brockhaus’ Kleines Konverſations=Lexikon. / Fünfte, vollſtändig neubearbeitete Auflage.  
In zwei Bänden. / Zweiter Band.  L-Z.  Mit 1000 Textabbildungen, 65 Bildertafeln, darunter 10 bunte, 210 
Karten und Nebenkarten, ſowie 27 Textbeilagen. / Leipzig: F. A. Brockhaus. / 1911.” 
▪Buchholz 1912.; “Anleitung zur Gewichtsanalyse.  Zum Gebrauch im chemischen Laboratorium der Deutsch-Chine- 
sischen Hochschule in Tsingtau.  Von M. BuchholzMarine-Stabsapotheker und gepr. Nahrungsmittelchemiker  Tsingtau  1912.  Ge- 
druckt bei Adolf Haupt in Tsingtau”.   
▪BVdKB 1911.; “Bücher-Verzeichnis der Kiautschou-Bibliothek  August 1911.”, Tsingtau 1911., Deutsch- 
Chinesische Druckerei und Verlagsanstalt, Walther Schmidt, Tsingtau.”, A5版, 全197頁.   
▪BVdKB 1920.-; Paul Doenitz 編•青島守備軍參謀部訂: “Bücher-Verzeichnis der Kiautschou-Bibliothek  
August 1911.”, 1920-, 青島?, A5版, 全197頁.   
▪清季職官表1977.; 魏秀梅編: “清季職官表附人物録”, 中央研究院近代史研究所史料叢刊(5), 1977年, 中央研
究院近代史研究所, 臺北. / “Collection of Historical Materials No. 5  Offices and Personnel in the late 
Ch‘ing Period: Metropolitan Officials and High Officials in Provinces and Dependencies, 1796- 1911  By 
Wei Hsiu-mei  With a Postface by Kwang-Ching Liu  Institute of Modern History  Academia Sinica  
Taipei, Taiwan  Republic of China  1977”.   
▪DAW徳華彙報; Corbach[Hrsg.(1900.-1903.)]/Victor Roehr[Hrsg. u. verantwortl. Redact.(-1904.-)]: “Deutsch-Asiatische Warte[:] 
Wochenblatt des Deutschen Kiautschou-Gebiets徳華彙報”, Deutsch-Chinesische Druckerei und Verlagsan- 
stalt, Tsingtau.44   
                                                     
44 “mit Beilage „Die Welt des Ostens“”(DAW徳華彙報6.-53.1904.XII.31., S. 7.).  又, “Schluss der Redaktion und 
Inseratenannahme: Freitag morgens 10 Uhr.”(ibid.), “Aus der Kolonie.¶  ….¶  Ein Jubiläum.  Heute vor zehn Jah- 
ren, am 21. November 1898, ist zum ersten m[mM?]al eine deutsche Zeitung in Tsingtau herausgegeben worden.  Es 
war die erste Nummer der „Deutsch-Asiatischen Warte“ die als Wochenblatt bis zum 31. Dezember 1904 bestand.  Am 
1. November 1904 traten die „Tsingtauer Neuesten Nachrichten“ hervor, und seit dem 10. Oktober 1908 erscheint hier 
die „Kiautschou-Post“”(KP山東彙報1.-7.1908.XI.21., S. 139.)の如く, 日刊紙TNN青島新報の發刋により停刊.   
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▪電網頁«AAKdSuUbH»; “Alter Alphabetischer Katalog der Staats- und Universitätsbibliothek Hamburg”  
[http://aak.sub.uni-hamburg.de/index.php (2007.I.30.閲覽)].   
▪電網頁«アジ歴»; “國立公文書館アジア歴史資料センタ Jーapan Center for Asian Historical Records, Na- 
tional Archives of Japan”  [http://www.jacal.go.jp/(2009.X.3.閲覽)] 
▪電網頁«BBF 2007.»; “Bibliothek für Bildungsgeschichtliche Forschung des Deutschen Instituts für Inter- 
nationale Pädagogische Forschung / Archiv, Sammlungen der Gutachterstelle für deutsches Schul- und 
-Studienwesen im Berliner Institut für Lehrerfort- und -weiterbildung und Schulentwicklung, Personal- 
bögen”  [http://www.bbf.dipf.de/Archiv.html (2009.XI.1.閲覽)] 
▪電網頁«DK-LII.1920.»; “Deutsches Kolonial Lexikon” 
[http://www.ub.bildarchiv-dkg.uni-frankfurt.de/Bildprojekt/Lexikon/lexikon.htm] 
▪電網頁«HeBIS-Vbk»; “HeBIS-Verbundkatalog”  [http://cbsopac.rz.uni-frankfurt.de/(2009.XII.7.閲覽)] 
▪電網頁«IGI/IR»; “International Genealogical Index / Individual Record”, ©2008. 
[http://www.familysearch.org/eng/search/igi/individual_record.(2009.XI.10.閲覽)] 
▪電網頁«KH-uAb 1926-1927.»; Genealogie-Service.de GmbH: “Koloniales Hand- und Adreßbuch 1926- 
1927”, 2008.XI.21.[登載]?  [http://forum.ahnenforschung.net/archive/index.php/t-17452.html (2009.XI.10.閲覽)].   
▪電網頁«LLCBG»; “Lenhardt Library of the Chicago Botanic Garden” 
[http://www.chicagobotanic.org/library/index.php (2010.II.9.閲覽)].   
▪電網頁«Matzat 2007?»; Wilhelm Matzat: “tsingtau.org  Die Geschichte der Deutschen in China von1898 
bis 1946”  [http://www.tsingtau.org (2009.XI.25.閲覽)] 
▪電網頁«“Mk”Kiautschou»; “Die Entstehung der “Musterkolonie” Kiautschou”  
[http://www.bundesarchiv.de/aktuelles/aus_dem_archiv/galerie/00112/index.html (2006.XII.20.閲覽)].   
▪電網頁«Schmidt 2002.b».; Hans-Joachim Schmidt: “Tsingtau und Japan 1914 bis 1920 Historisch-biographi- 
sches Projekt: Deutsche in Tsingtau 1914 bis 1920” 





▪Directory 1908.; “The Directory & Chronicle for China, Japan, Corea, Indo-China, Straits Settlements, Malay 
States, Siam, Netherlands India, Borneo, The Philippines, &c. with which are incorporated "The China 
Directory″ and "The Hongkong Directory and Hong List for the Far East″ for the Year 1908, Forty-Sixth 
Year of Publication, The Hongkong Daily Press Office, 1908., Hongkong and London.”   
▪DKI./II.1909./1910.; Hans Meyer(hrsg. von), Siegfried Paſſarge, Leonhard Schultze, Wilhelm Sievers u. Georg 
Wegener (unter Mitarb. von): “Das Deutſche Kolonialreich[:] Eine Länderkunde der deutſchen Schutzgebiete.”, 
Erſter Band: Oſtafrika und Kamerun., Zweiter Band: Togo, Südweſtafrika, Schutzgebiete in der Südſee 
und Kiautſchougebiet., Bibliographiſches Inſtitut, 1909.[I.], 1910.[II.], Leipzig u. Wien.   
▪DK-LII.1920., “Deutsches Kolonial-Lexikon / hrsg. von Heinrich Schnee. - Leipzig: Quelle & Meyer 1920. - 
3 Bde.”  (原本未見; ; 本稿ではその電網頁版を使用; 書誌情報は電網頁版DK-LII.1920.に據る).   
▪Doenitz 1891.; Paul Doenitz: “Über Ursprung und Bedeutung des Anspruches der Päpste auf Approbation 
der deutschen Königswahlen”, Halle, Phil. Diss. v. 31. Okt. 1891.(原本未見; 電網頁«AAKdSuUbH»に據る)   
▪FdTuUII.1904.; “Führer durch Tsingtau und Umgebung.  Von Dr. Fr. Behme und Dr. M. Krieger in Tsingtau. / 
Wolfenbüttel 1904.  Druck und Verlag der Hecknerschen Druckerei.  (Inhaber: H. Wessel.)”   
▪Huguenin 1912.; “Geschichte des III. See-Bataillons.  Bearbeitet von C. Huguenin,Oberleutnant im III. See-Bataillon, Tsingtau., / 
Mit 63 Abbildungen nach Photographien, einer Übersichtskarte von China und 8 Karten-Skizzen. / Tsingtau 1912.  
Druck und Verlag von Adolf Haupt.” 
▪JdKGSzTI.-IX.ü.1903-12.; Jahresbericht der Kaiserlichen Gouvernements-Schule zu Tsingtau über das Schuljahr 
1903-04.i2.  Jahrg. 07-08 fehlt / Tsingtau.  Druck der Deutsch-Chinesischen Druckerei und Verlagsanstalt.”45   
                                                     
45 膠州圖書館舊藏合册本(東京大學總合圖書館現藏改裝本; BVdKB 1920.-, S. 17.[III.C.2978.]; 現存所鈐印は
«K-B *T.*¦ V. C.¦ 2978.»•«K-B *T.*¦ □»のみ).   
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▪JdKGSzTVIII.ü.1910-1911.; “VIII. Jahresbericht der Kaiserlichen Gouvernements-Schule zu Tsingtau über das Schul- 
jahr 1910-1911. / Tsingtau.  Druck der Deutschen Druckerei und Verlagsanstalt  Walther Schmidt.”   
▪KDLK36.1914.; “Kürſchners Deutſcher Literatur=Kalender auf das Jahr 1914 / Herausgegeben von Dr. Hein- 
rich Klenz  Sechsunddreißigſter Jahrgang  Mit acht Bildniſſen / Berlin u. Leipzig  G. J. Göſchen’ſche 
Verlagshandlung G. m. b. H.”46 
▪KH-uAb 1926-1927.; “Koloniales Hand- und Adreßbuch 1926-1927”  (原本未見; 本稿ではその電網頁版
を使用; 誌名は電網頁版KH-uAb 1926-1927.に於る表記に據る)47   
▪金大文論集史•地•考 27., 28.2007., 2008.; “金澤大學文學部論集: 史學•地理學•考古學篇”, 第27, 第28號. 2007, 
2008年, 金澤大學文學部.   
▪金大歴言論集史•考 1.2009.; “金澤大學歴史言語文化系論集: 史學•考古學篇”, 第1號. 2009年, 金澤大學歴史
言語文化學系.   
▪膠圖藏目補1922.-; 青島守備軍參謀部: “膠州圖書館藏書目録 補遺”, 1922[大正11]年以前, 全64 頁, 油印本.   
▪KP山東彙報1.-5.1908.-1912.; H. v. Kropff[Hrsg. u. verantwortl. Red.; (1908.-1911.-)]: “Kiautschou-Post[:] Unparteiisches 
Wochenblatt für die Deutschen in Tsingtau und der Provinz Schantung山東彙報.”, 1908.-1912., Druck 
und Verlag von Adolf Haupt /Verlag der Tsingtauer Zeitungsgesellschaft m. b. H., Tsingtau.   
▪京都帝大圖書原簿; “京都帝國大學圖書原簿”, 京都大學附屬圖書館所藏.   
▪MinervaXIX.f.1909-1910.; “Minerva.  Jahrbuch der gelehrten Welt.  Begründet von Dr. K. Trübner. / Neunzehnter 
Jahrgang.  1909-1910.  Mit dem Bildnis von Professor Dr. Theodor Nöldeke in Strassburg. / Strassburg.  Verlag 
von Karl J. Trübner.  1910.”48   
▪MinervaXX.f.1910-1911.; “Minerva.  Jahrbuch der gelehrten Welt.  Begründet von Dr. K. Trübner. / Zwanzigster 
Jahrgang.  1910-1911.  Mit dem Bildnis von Lord Lister in London. / Strassburg.  Verlag von Karl J. Trübner.  
1911.”49   
▪MinervaXXI.f.1911-1912.; “Minerva.  Jahrbuch der gelehrten Welt.  Begründet von Dr. K. Trübner. / Einundzwan- 
zigster Jahrgang.  1911-1912.  Mit dem Bildnis von Exzellenz Albert v. Berzeviczy,Präsidenten der ungarischen Akademie der 
Wissenschaften in Budapest. / Strassburg.  Verlag von Karl J. Trübner.  1912.”50   
▪MinervaXXII.f.1912-1913.; “Minerva.  Jahrbuch der gelehrten Welt.  Begründet von Dr. K. Trübner. / Zweiund- 
zwanzigster Jahrgang.  1912-1913.  Mit dem Bildnis von Professor Dr. Henri Pirenne in Gent. / Strassburg.  Ver- 
lag von Karl J. Trübner.  1913.”51   
▪MinervaXXIII.f.1913-1914.; “Minerva.  Jahrbuch der gelehrten Welt.  Begründet von Dr. K. Trübner. / Dreiund- 
zwanzigster Jahrgang.  1913-1914.  Mit dem Bildnis von Exzellenz Professor Dr. Adolf Harnack,Generaldirektor der 
Königlichen Bibliothek in Berlin / Strassburg.  Verlag von Karl J. Trübner.  1914.”52   
▪MinervaHdGWI.1911.; “Minerva.  Handbuch der Gelehrten Welt.  Bearbeitet von Dr. G. Lüdtke und J. Beugel. / 
Erster Band: Die Universitäten und Hochschulen usw., ihre Geschichte und Organisation. / Mit dem Bildnis von Pro- 
fessor Dr. Eduard Suess,Präsidenten der Kaiserl. Akademie der Wissenschaften in Wien. / Strassburg.  Verlag von Karl J. Trübner  
1911.”53   
▪MinervaHdGWII.1914.+; “Minerva.  Handbuch der Gelehrten Welt.  Bearbeitet von Dr. G. Lüdtke und J. Beugel. / 
Zweiter Band: Die Universitäten und Hochschulen usw., ihre Geschichte und Organisation. / Mit dem Bildnis von …. / 
Strassburg.  Verlag von Karl J. Trübner  1914.+”54   
                                                     
46 “Druck der Spamerſchen Buchdruckerei in Leipzig”(題扉ウラ).   
47 因に, KH-uAb 1914.の場合は, “Kolonial-Handels-Adreßbuch  1914  (18. Jahrgang)  Mit sieben Karten der 
Kolonien.  Preis 4 Mark.  Herausgegeben von Joh. Tesch,ständigem Hilfsarbeiter im Reichskolonialamt / Wilhelm Süsserott  Hof- 
buchhändler Sr. Königlichen Hoheit des Großherzogs von Mecklenburg-Schwerin  Berlin W. 30.”(題扉ウラ).   
48 “Carl Georgi, Universitäts-Buchdruckerei in Bonn.” 
49 id.   
50 id.   
51 “Druck von Carl Georgi, Universitäts-Buchdruckerei in Bonn.  Gedruckt auf Dünndruckpapier der Papierfabrik Schoeller 
& Hoesch G. m. b. H. in Gernsbach in Baden.” 
52 id.   
53 “Carl Georgi, Universitäts-Buchdruckerei in Bonn.” 
54 原本不詳(未刊本ではなかろうか)乍ら, “Abkürzungen.  Das Zeichen «Minerva:HdgWII.1914.+» verweist auf die 
Ergänzung zum Jahrbuch Minerva, das »Handbuch der Gelehrten Welt«, von dem der I. Band, der die Universitäten und 
Hochschulen (ihre Geschichte, Organisation, Verfassung, usw.) behandelt, im Jahre 1911 erschienen ist.  Der II. Band, 
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▪MKL5.1897.; “Meyers Konverſations=Lexikon.  Ein Nachſchlagwerk des allgeweſen Wiſſens. / Fünfte, 
gänzlich neubearbeitete Auflage.  Mit mehr als 10,500 Abbildungen im Text und auf 1088 Bildertafeln, 
Karten und Plänen. / Fünfter Band.  Dinger bis Ethicus. / Neuer Abdruck. / Leipzig und Wien.  Biblio- 
graphiſches Inſtitut.  1897.” 
▪持井 2009.; 持井康孝編: “「青島鹵獲書籍」の復元と清末民國初における獨英の對中國文化接觸に關する
比較研究”, 科學研究費補助金研究成果報告書, 2009年4月.   
▪持井•古市•Scherrmann  2007.; 持井康孝•古市大輔•Sylke Scherrmann: ‘獨逸租借期青島所藏書籍目録: I’, 
金大文論集史•考•地 27.2007., 1-160頁.   
▪持井•古市•Scherrmann  2008.; 持井康孝•古市大輔•Sylke Scherrmann: ‘獨逸租借期青島所藏書籍目録: I(結)’, 
金大文論集史•考•地 28.2008., 21-76頁.   
▪持井•古市•Scherrmann  2009.; 持井康孝•古市大輔•Sylke U. Scherrmann: ‘獨逸租借期青島所藏書籍目録: 
II, III, 金大歴言論集史•考 1.2009., 1-104頁.   
▪持井•古市•Scherrmann  2009a.; 持井康孝, 古市大輔, Sylke U. Scherrmann[編]: ‘獨逸租借期青島舊藏書籍
在日現藏概況•豫備調査簡報’, 持井2009., 15-554頁.   
▪新田1994.; 新田義之: “リヒアルト•ヴィルヘルム傳”, 1994年12月, 株式會社筑摩書房[東京].   
▪«歐受大日記 1919[大正8].VI.»; 陸軍省[所綴]: “大正八年六月 歐受大日記”, 防衛省防衛研究所所藏, 陸軍省/歐受
大日記/T8-6/35.   
▪«歐受大日記1921[大正10].VI.-VIII.»; 陸軍省[所綴]: “大正十年自六月至八月歐受大日記”, 防衛省防衛研究所所藏, 陸軍省/
歐受大日記/T10-3/33.   
▪«歐受大日記 1921[大正10].XI.26.-30.»; 陸軍省[所綴]: “大正十年十一月自二至 十六日三十日歐受大日記”, 防衛省防衛研究所
所藏, 陸軍省/歐受大日記/T10-7/37.   
▪Pantheon 1914.; “Pantheon  Adressbuch der Kunst- und Antiquitäten-Sammler und -Händler, Bibliotheken, Archive, 
Museen, Kunst-, Altertums- und Geschichtsvereine, Bücherliebhaber, Numismatiker  Ein Handbuch für das Sammel- 
wesen der ganzen Welt  Bearbeitet auf Anregung von Joseph Zenkervormals Redakteur der Antiquitäten-Zeitung, Stuttgart / 
Eszlingen a. N. 1914  Paul Neff Verlag (Max Schreiber)”.   
▪RitterVIII.1895.; “Ritters geographisch-statistisches Lexikon über die Erdteile, Länder, Meere, Buchten, Häfen, Seeen, 
Flüsse, Inseln, Gebierge, Staaten, Städte, Flecken, Dörfer, Weiler, Bäder, Bergwerke, Kanäle etc.  Ein Nach- 
schlagewerk über jeden geographischen Namen der Erde von irgendwelcher Bedeutung für den Weltverkehr.  Achte, 
vollständig umgearbeitete, vermehrte und verbesserte Auflage.  Unter der Redaktion von Johs. Penzler. / … / 
Leipzig  Verlag von Otto Wigand.  1895.”, 2 Bde.   
▪鹵書•圖目1920II.; 青島守備軍陸軍參謀部[編]: “鹵獲書籍及圖面目録”, 1920[大正9]年2月, 全1012頁, 油印本.   
▪鹵書追目1920III.; 青島守備軍參謀部: “大正九年三月鹵獲書籍追加目録”, 1920[大正9]年3月, 全64頁, 油印本.   
▪鹵書目訂表1920II/III.; “鹵獲書籍目録訂正表(謄寫目録及歐文目録)”, 1922[大正 11]年7月以前,55 全20頁, 油印本.   
▪志村 2009.; 志村 惠: ‘ドイツ租借期青島舊藏書籍の現藏機關及びその概況’, 持井2009., 1-14頁.   
▪職員録 1922.; “職員録”, 1922[大正11]年7月1日現在, 1922[大正11]年11月, 印刷局[東京].   
▪職員録 1923.; “職員録”, 1923[大正12]年10月1日現在, 1923[大正12]年12月, 印刷局[東京].   
▪«大正八年以降鹵獲書籍»; 陸軍省[所綴]: “大正八年以降青  島鹵獲書籍ニ關スル件”, 防衛省防衛研究所所藏, 
陸軍省/日獨戰役/T8- 1/66.   
▪TNN青島新報; C. Fink[Hrsg.] u. H. v. Kropff[verantwortl. Redakteur; -1906-]/J. Walther[verantwortl. Redakteur; -1909.X.-]/Gerh. 
                                                     
umfassend die Bibliotheken, Archive und Museen, ist in Vorbereitung und wird sobald als möglich folgen.  …” 
(MinervaXXIII. f.1913-1914., S. VIII.)との記述に據り, 暫時假表示.   
55 第四高等學校宛添附書類(金澤大學附屬中央圖書館現藏)の如下表記に據る.   
“青參第二五三號 
 鹵獲書籍目録訂正表送付ノ件通牒  
大正十一年八月一日  青島守備軍司令部 
第四高等學校御中 
兼テ通牒致置候鹵獲書籍目録訂正表一部 別册ノ通及送付候也”(“陸軍”用11行罫紙[16.5 x 24.5 cm]; 他に, 武藤*1.[天部
框槨外第2 行, 楕圓形有框朱文]•高波*2.[喉部框槨外下部, 圓形有框朱文]の認印有り; *1.: “陸軍省 … ?大臣官房陸軍省副官 … 秘書官 
… 大臣官房附 … 大臣官房附勤務 … / 參事官 … / 屬 … 技手 … 六 勲七武藤求妥 …”仝 1922.,129頁, *2.: 後掲脚註115を請參照).   
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Menz[Hrsg. u. verantwortl. Redakteur; -1914-]: “Tsingtauer Neueste Nachrichten青島新報”, 1904.-1914., Tsingtauer 
Neueste Nachrichten Fink & Walther[-1909.X.-]/Tsingtauer Zeitungsgesellschaft m. b. H.[-1914-].56   
▪東亞同文和漢書目I.1923VI.; “東亞同文書院圖書館和漢圖書分類目録ノ一[ノ一第一卷]”, 大正十二[1923]
年十六月末, 東亞同文書院圖書館[上海].   
▪東亞同文和漢書目II.1923VI.; “東亞同文書院圖書館和漢圖書分類目録 第二卷”, 大正十二[1923]年六月末, 
東亞同文書院圖書館[上海].   
▪東亞同文洋書目 I.1923VI.; “東亞同文書院圖書館洋書目録 / Catalogue of the Tōa Dobun Shoin Library / 
Shanghai  June, 1923”.   
▪東亞同文和漢増書目I.1923XII.; “[大正十二年十二月末]増  加東亞同文書院圖書館和漢圖書目録[第一輯]大正十下 半二年度 期  
/ Catalogue  of Books Newly Received to the Tung Wen College Library  vol. I  July-Dec., 1923 / 
Shanghai  Dec., 1923”, 1923年12月, 東亞同文書院圖書館[上海].   
▪東亞同文和漢増書目II.1924VI.; “[大正十三年六月末]増  加東亞同文書院圖書館和漢圖書目録[第二輯]大正十上 半三年度 期  
/ Catalogue of Books Newly Received to the Tung Wen College Library  Vol. II  Jan.-June, 1924 / 
Shanghai  June, 1924”, 1924年6月, 東亞同文書院圖書館[上海].   
▪Wegener 1910.; Georg Wegener: ‘Das Kiautſchougebiet’, DKII. 1910., S. 497.-541.   
▪Wi’s?III.1908.; “Wer ist’s?  Unsere Zeitgenossen  Zeitgenossenlexikon enthaltend Biographien nebst Biblio- 
graphien.  Angaben über Herkunft, Familie, Lebenslauf, Werke, Lieblingsbeschäftigungen, Parteiangehörigkeit, Mit- 
gliedschaft bei Gesellschaften, Adresse.  Andere Mitteilungen von allgemeinem Interesse  Zusammengestellt und 
herausgegeben von Hermann A. L. Degener  III. Ausgabe  Vollkommen neu bearbeitet und wesentlich erweitert / 
Leipzig  Verlag von H. A. Ludwig Degener  1908” 
▪Wi’s?VIII.1922.; “Unsere Zeitgenossen / Wer ist’s?  Biographien von rund 20 000 lebenden Zeitgenossen.  Anga- 
ben über Herkunft, Familie, Lebenslauf, Veröffentlichungen und Werke, Lieblingsbeschäftigung, Parteiangehörigkeit, 
Mitgliedschaft bei Gesellschaften, Adresse.  Andere Mitteilungen von allgemeinem Interesse  Begründet, heraus- 
gegeben und unter Mitwirkung von R. Adé † redigiert von Herrmann A. L. Degener  VIII. Ausgabe  Vollkommen neu 
bearbeitet und bedeutend erweitert / Leipzig  Verlag von H. A. Ludwig Degener  1922” 
▪Wi’s?X.1935.; “Degeners Wer ist’s?  Eine Sammlung von rund 18 000 Biographien mit Angaben über Herkunft, 
Familie, Lebenslauf, Veröffentlichungen und Werke, Lieblingsbeschäftigung, Mitgliedschaft bei Gesellschaften, An- 
schrift und anderen Mitteilungen von allgemeinem Interesse  Auflösung von ca. 5000 Pseudonymen  Begründet 
und herausgegeben von Herrmann A. L. Degener  X. Ausgabe  Vollkommen neu bearbeitet und bedeutend erwei- 
tert  1935 / Verlag Herrmann Degener  Berlin” 
◙獨逸租借期青島所藏書籍目録補遺: I. 
I.-1. 獨逸租借期青島在設“Kaiſerl. Gouvernementsſchule帝國總督府學校”藏書目 
 この青島在設帝國總督府學校Kaiſerliche Gouvernementsſchule Tſingtauに就ては, 例えば«Die Kaiserliche 
Gouvernementsschule in Tsingtau.»57や«Die Feier der Einweihung»58等々にその紹介が做されているので, 此處
では首ずそのうちの«Die Feier der Einweihung»に主として據りつつ概況を簡介しておこう.   
 それに據ると, 當總督府學校の前身は, 私立學校“獨逸學校Deutſche Schule”で, その開校は, 1899年聖
靈降臨節明けの火曜日 Pfingſtdienſtag1899.V.23.のことであったと云う.59  開校時の初代運營主任 Techni- 
ſcher Leiter は, 牧師ヴィルヘルムことリヒャルト=ヴィルヘルム Richard Wilhelm (尉禮賢; Dr. theol.; 
Pfarrer u. Miſſionar, Tſingtau; *1873.V.10.Stuttgart, ∞1900.V.7.Schanghai, †1930.III.1.Tübingen, Be.〃.3.Bad 
                                                     
56 原紙での頁號に誤植頻出なるも, 引用に際しては, その頁號に重複の無い限り, 原紙に於る頁號を表記.   
57 DAW徳華彙報6.-33.1904.VIII.13., S. 14-5.  ?
58 JdKGSzTIV.ü.1906-1907., S. 3.-4.  ?
59 JdKGSzTIV.ü.1906-1907., S. 3.  ?
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Boll)60で, その第 2 代運營主任は, 牧師シュラーこと神學修士ヴィルヘルム=シュラーWilhelm Schüler 
(Licentiat theol.[1897.VIII.4.Marburg]; Gouvernements-Pfarrer, Tsingtau; *1869.X.8.HarmuthſachſenKr.Witzen- 
hauſen, ∞Standesamtl.1900.II.18.Eiſenach, ∞kirchl.〃.20.Richelsdorfer Hütteb.Gerſtungen, †1935.I.25.Berlin.)61が務めて
いた.62   
 “帝國總督府學校”となったのは1902年4月1日のことで,63 當初半年間のことに就ては不詳乍ら, 仝年10
月以降は, パウル=トゥチェックPaul Tuczeck (*1858.VI13.Plaueni.Vogtland, ∞18xx., [-1893.I.13.-], †1932.XI. 
8.Braunſchweig)64が長らくその校長を務め, 1905年8月9日には新制實業中等學校Reform=Realgymnaſium
への改組許可を取得し,65 晩くとも1912 年迄には新制實業專門中等學校Reform=Realprogymnaſiumへ昇
格した如くで,66 その儘の状態で第1次世界大戰の勃發を迎えたものと想われる  又, 晩くとも1905年の
時點で, 條件付ながらも大學(哲學部のみ)への進學資格が附與される旨約束されていたとの由で,67 
1909年1月には, 卒業者への一年志願兵特典が附與され, それは1908年の卒業生に遡って有効とされて
いる.68   
 又, 1907年7月12日には, カイザー=ヴィルヘルム海岸通Kaiſer Wilhelm=Uferから1本北を東西に走るプ
リンツ•ハインリッヒ街Prinz Heinrichſtr.と, これと直交して南北に走るビスマルク街Bismarckſtr.との交
叉點から約 100m 程東へ往った地點, 即ち所謂“衙門Ya-men”の北西に當る地點に新校舎が完成し, その
落成式と卒業式とを同時に祝っている.69  當該圖書館は, この新校舎の 2 階に設置され,70 それは, 教師
用圖書館Lehrerbibliothekと生徒用圖書館Schülerbibliothekの兩館に區分されていたとのことである.71   
 教師に就て云うと, 例えば1903-04 年用講義分擔表に記された教師は, 如下4教員のみながら,72 それか 
1.上席教師トゥチェックTuczeckOberlehrer,   2.上席教師デーニッツDr. DoenitzOberlehrer,  
3.教師ベルガ BーergerLehrer,         4.教師プレガ PーrägerLehrer 
ら10餘年を經た1912學年度用講義分擔表には, 如下13教員名が記される等々,73 その數は約10年間で3倍
にも達している.   
1.校長トゥチェック教授Prof. TuczeckDirektor, 2.上席教師博士デーニッツ教授Prof. Dr. DoenitzOberlehrer, 3.
上席教師キュンツェルKüntzelOberlehrer,74   4.上席教師ローゼルRoserOberlehrer,  
5.上席教師博士クッシェDr. KuscheOberlehrer, 6.試用教員ヴェスターマンWestermannProbekandidat,  
                                                     
60 Directory 1908., p. 1725., 新田1994., 7, 63, 313, 338-40頁, Wi’s?VIII.1922., S. 1697., 電網頁«Matzat 2007?».  ?
61 DAW徳華彙報6.-16.1904.IV.16., S. 13.-4., Directory 1908., p. 1715., 新田1994., 62, 118頁, 電網頁«Matzat 
2007?».   
62 JdKGSzTIV.ü.1906-1907., S. 3.-4.  尚, 新田1994.(62頁)に據ると, 彼シュラーは, 當初リヒャルト=ヴィル
ヘルムの活動を輔佐す可く統合福音派海外傳道協會 AEPM から派遣された牧師であって, 彼が青島へ向
けてヴィルヘルムス•ハーフェンWilhelmshavenを發ったのは, その結婚後間もない1900年3月10日のこ
とで, その青島到着は4月中旬のことであったとの由.  ?
63 JdKGSzTIV.ü.1906-1907., S. 3.  ?
64 JdKGSzTVIII.ü.1910-1911., S. 14., Directory 1908., p. 1648., 電網頁«Matzat 2007?».  ?
65 帝國海軍省Reichs-Marine-Amt發1905.VIII.9.付電報(JdKGSzTVI.ü.1905-06., S. 11.).  ?
66 JdKGSzTVIII. ü.1910-1911.表紙.  ?
67 JdKGSzTII.ü.1904-05., S. 13.   
68 1909.I.27.付法令(JdKGSzTVI.ü.1908-09., S. 13.).   
69 Wegener 1910.所收“TSINGTAU.”(Bibliographisches Institut, Leipzig所製).   
70 JdKGSzTIV.ü.1906-07., S. 1.   
71 «V. Sammlungen und Lehrmittel»(JdKGSzTI.ü.1903-1904., S. 8.), «〃. 〃 〃 〃»(id.II.ü.1904-1905., S. 11.- 
2.), «〃. 〃 〃 〃»(id.III.ü.1905-1906., S. 14.-5.), «IV. 〃 〃 〃»(id.IV.ü.1906-1907., S. 19.-20.), «〃. 〃 〃 
〃»(id.VI.ü.1908-1909., S. 17.-8.), «〃. 〃 〃 〃»(id.VII.ü.1909-1910., S. 19.-20.), «V. Sammlungen»(id.VIII. 
ü.1910-1911., S. 19.-20.), «IV. 〃»(id.IX.ü.1911-1912., S. 19.-20.).   
72 JdKGSzTI.ü.1903-04., S. 2.   
73 «B.2. Verteilung der Unterrichtsstunden.Ostern 1912 bis Schulschluss.»(JdKGSzTIX.ü.1911-12., S. 3.)   
74 “Kuntzel, oberlehrer, Gouvernementsschule, Kiaochau”(Directory 1908., p. 1550.)   
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7.教師ゲルラッハGerlachLehrer,       8.教師タウベTaubeLehrer,  
9.教師ヴェルナ WーernerLehrer,       10.教師ズィーベルト孃Frl. SiebertLehrerin,  
11.教師ベルント孃Frl. BerndtLehrerin,     12.上席牧師ヴィンテルWinterOber-Pfarrer,  
13.牧師メルテンスMertensPfarrer 
 個々の教師の青島赴任以前の履歴に就ては, 未精査に屬すと云う可く, 既知の消息は, 基本的に 1910- 
1911年用總督府學校年報«教員要覽Lehrerkollegium»所載略歴,75 及び電網頁«Matzat 2007?»所載記事の範圍に止
まる.  もっとも, 例えば, 獨逸學校時代の 1900 年から教師として勤務して, 唱歌•聲樂 Singen, 獨逸語
Deutſch, 算數•數學Rechnen, 膠州事情Heimatkunde, 書き方Schreiben等々を擔當し, 1909年10月1日付で
徳華高等學堂の教師として轉出して,76 翌1910年6月16日に教師勤續10周年紀念祝典Zehnjähriges Amts- 
jubiläumの榮に浴したローベルト=ベルガ Rーobert Berger (Lehrer; *1870.)77の後を繼いだ教師ラインハル
ト=シューマンReinhardt Schumann (Lehrer; *1883.II.11.Wittenbergea.d.Elbe, ∞I.1924., ∞II.1940., †1950.IX.19. 
Wittenberge)78に就ては, その1909年10月1日付での青島赴任前に, エルスタヴェルダElſterwerda (Stadt, 
Kreis Liebenwerda, Reg.=Bez. Merſeburg, preuß. Provinz Sachſen)79に於て“教員養成所豫備門教師Präpa- 
randenlehrer”を勤めていたことが判っており,80  上級教師 P.デーニッツに就ては, その人事文書を遇見
したので, その内容を活字化のうえ, «I.-1附. 上席教師P.デーニッツの人事文書”»(後掲47-49頁)として章末に後付
しておいた.  だが, 總じて, 既述の如く未精査故に, その檢討に就ては他日を期したい.   
 他方, 生徒に就て云うと, 1902年6月1日には15名だったものが,81 1912年6月1日には176名に迄増加
するなど,82 その數は10年間で10倍強に達している.  これら生徒のなかには, 海軍本部參事官にして膠
州圖書館初期の運營にも深く携ったルートヴィッヒ•ヴィルヘルム=シュラーマイヤ Lーudwig Wilhelm 
Schrameier (Wirklicher Admiralitätsrat; Dr. phil.1881.Leipzig; *1859.X.2.Eſſen, ∞1896.V.20.[Klara, geb. Kirch- 
ner], †1926.Kanton)83の息子アルフレ－トAlfred Schrameier (*1897.XII.11.Schanghai, Vorherbeſuchte Schule□, 
Erſte Vorſchulklaſſe1905-06.K.GouvernementsſchuleTſingtau)84, 及び傳道師にしてシュラーマイヤーと共に膠州圖書館
の初期の運營に深く關ったカール•ヨハネス=フォスカムプ Carl Johannes Voskamp (Miſſionsſuperinten- 
dent; *1859.IX.18.Antwerpen, ∞I.1887.XI.23.Kanton?, ∞II.1907.II.7.Tſingtau, †1937.Tſingtau)85の息子ゲルハ
ルトGerhard Voskamp (*1893.IX.13.Kanton, Vorherbeſuchte Schule*, Untertertia1905-06.K.GouvernementsſchuleTſingtau)86
                                                     
75 JdKGSzTVIII.ü.1910-1911., S. 14.-16.  收録教師は, 如下10名;   
1.Paul Tuczeck (*1858.VI.13.Plaueni.V.; id., S. 14.)  2.Paul Doenitz (*1866.X.5.Trebniza.d.Saale; id.) 
3.Otto Küntzel (*1869.I.8.Briegi.Schleſien; id.)   4.Ludwig Roſer (*1873.X.25.BöblingenWürtemberg; id., S. 14.-15.) 
5.Wilhelm Kuſche (Dr.; *1881.I.11.ElbingWeſtpreuß.; id., S. 15.)   6.Artur Gerlach (*1877.IX.11.BriegBez.Breslau; id.) 
7.Guſtav Taube (*1883.III.21.Berlin; id.)     8.Willy Werner (*1883.IX.20.Neu=Ruppin; id.) 
9.Antonie Siebert (*1870.XII.25.Goſlaram Harz; id.)  10.Stefanie Beh (*1880.III.14.Danzig; id., S. 16.)?
76 JdKGSzTIV.ü.1906-1907., S. 3., 15., 16., id.VII.ü.1909-1910., S. 13.  ?
77 電網頁«Schmidt 2002.b», TNN青島新報7.-133.1910.VI.16.[Donnerstag], S. 7..  ?
78 電網頁«Mazat 2007?».  ?
79 “Elſterwerda, Stadt im preuß. Regbez. Merſeburg, Kreis Liebenwerda, am Zuſammenfluß der Pulsnitz und 
Schwarzen Elſter, Knotenpunkt der Linien Berlin=E. und Kohlfurt=Falkenberg der SächſIſchen Staatsbahn, 
hat eine evang. Kirche, ein Schloß mit ſchönem Park (jetzt Schullehrerſeminar), ein Amtsgericht, eine 
Oberförſterei, Töpferei, Eiſengießerei, Kartoffelſtärkefabrik, 3 Dampfſchneidemühlen und (1890) 2255 faſt nur 
evang. Einwohner.”(MKL5.1897., S. 721.).  ?
80 JdKGSzTVII.ü.1909-1910., S. 13.  因に, 彼シューマンも1911年2月20日付で總督府學校から徳華高等
學堂に轉出している(id.VIII.ü.1910-1911., S. 12.).  ?
81 «IV. Statistische Mitteilungen.3. Ueberblick über die Frequenz der Jahre»(JdKGSzTIII.ü.1905-06., S. 14.)   
82 «III. Statistische Mitteilungen.C. Überblick über die Frequenz der letzten 5 Jahre»(JdKGSzTIX.ü.1911-12., S. 18.)   
83 Wi’s?VIII. 1922., S. 1399.-400., 近代來華1981., 428.-9頁.   
84 «VI. Schülverzeichnis.»(JdKGSzTIII.ü.1905-1906., S. 17.-19.)   
85 電網頁«Matzat 2007?».   
86 «VI. Schülverzeichnis.»(JdKGSzTIII.ü.1905-1906., S. 17.-19.)   
“Nr.3. NameVoskamp, Gerhard Geburtstag13. September 1893 GeburtsortKanton, China Konf.ev. Aufenthalt in der Schule10 J. Aufenthalt in 
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及びヘルベルトHerbert Voskamp (*1896.XII.23.Kanton, Vorherbeſuchte Schule□, Erſte Vorſchulklaſſe1905-06.K.Gouverne- 
mentsſchuleTſingtau)87の他, 當校々長トゥチェックの娘マルガレーテMargarete Tuczeck (*1894[? 5?].V.8.Val- 
paraiſoi.Chile, Vorherbeſuchte Schule□; Conf.kath.)88達も含まれている.   
 當總督府學校藏書のうちで筆者がその現藏を確認し得た書册は, “青島守備軍寄贈書籍”が僅かに 1 册
(東北大學現藏[東北帝國大學受贈]), その點を確認し得ぬものが1點2册(一橋大學現藏)89の都合2點3册のみで
ある.  このうちの“青島守備軍寄贈書籍”は, 下記の如き書册で, 豫備調査時の簡査のみ故その傳世の次
第は未詳録ながら, 青島守備軍の貼付した整理番號紙票を帶び, b鹵書•圖目 1920II.の«官有書籍»の項に
も同一書名が載録されているので, 餘程の事情が介在せぬ限り,90 當該書册は, 青島守備軍が接收のう
え«官有書籍»としてその接收書籍目録に載録して, 東北帝國大學宛て寄贈したものと考えておくのが自
然であろう.   
♦“一六三四  ホイシ  物理學教科書  一八九四  □ ”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), い212頁. 
◦“Lehrbuch der Physik für Gymnaſien, Realgymnaſien, Oberrealſchulen und andere höhere Bildungsanſtalten.  
Von Dr. Jacob Heuſſi. / Sechſte Auflage, neu bearbeitet von Dr. A. Leiber,Profeſſor am König Wilhelms=Gymnaſium zu 
Magdeburg. / Mit 422 in den Text gedruckten Abbildungen. / Braunſchweig.  Verlag von Otto Salle.  1894.” 
C.BöhreHamburg(裏見返白色書遊地角店票 {CONRAD BÖHRE¦ Ueberseeische Buchhandlung¦ HAMBURG}) 
KGS(題扉  地角藍黒藍黒印インキ«?KAISERLICHE GOUVERNEMENTSSCHULE TSINGTAU  Ph12») 
青守司(背央 白紙票{藍黒一三七二二朱筆一七〇九}•背下赤ン目縁枠ミシ紙票 {▒}•見返藍黒利地角インキ{假番號□發行年代一八九四著譯者氏名ホ
イシ圖書名目物理學教科書員數 / 壹部□ 册 枚 : 計□部□ 册 枚})   
東北帝大(背地橙紙票 枠ミシ 藍黒ン目縁インキ{VIII D¦ 1-1¦ H 1}•見返遊シン目天喉橙縁紙票枠ミ紫印{VIII D¦ 1-1¦ H 1}•題扉裏 朱印«東北帝國大
學圖書印»•題扉地喉朱印«日獨戰役記念圖書¦ 青島守備軍寄贈»•題扉裏   略央數字紫印藍印«東北帝大圖書館•大正十
一年十二月廿五日受領•¦ 洋¦ 7777¦ 乙») 
東北大附圖(見返遊縞號ビ地央 ニル票{東北大学図書¦ 01603195317¦ 附属図書館}) 
 それでは, JdKG-SzTüdS1903-04.からJdKG-SzTüdS1911-1912.(除JdKG-SzTüdS1907-08.)に至る諸號に掲
載された總督府學校の所藏書籍に就き, 爾餘の所藏地圖や標本等々を含め, 以下に再録する.  尚, 再録
に當っては原樣の再現をその基本としたが, 將來に於る檢索•對照の便を考慮し, その體裁に聊かの改
變を加えた.  即ち, 原本では箇々の書籍•地圖•標本等々を改行することなく略々ベタ詰で載録している
ところを, 當稿に於ては, 書籍(含雜誌)に就ては基本的に毎件1行としたうえで, その冒頭に“▪”印を付し, 
爾餘の地圖•標本等々に就ては適宜列べたうえで, その冒頭に“•”印を付しておいた.   
«獨逸租借期青島在設“Gouvernementsſchule總督府學校”藏書目» 
[JdKG-SzTüdS1903-04., S. 8.-9.] 
V. Sammlungen und Lehrmittel. 
Es wurden angeschafft  
1. Für die Lehrerbibliothek:  
▪Meyers Conversationslexikon, 6. Aufl. Bd. 2. 3, 4;  
                                                     
der U II1 J. Beruf oder weitere Schule.Kaufmann”(«III. Statistische Mitteilungen.4. Nach bestandener Schlussprüfung haben die Schule verlassen»[id. 
VI.ü.1908-1909., , S. 16.]) 
87 «VI. Schülverzeichnis.»(JdKGSzTIII.ü.1905-1906., S. 17.-19.)   
88 «III. Statistische Mitteilungen.D. Nach bestandener Schlussprüfung haben die Schule verlassen»(JdKGSzTIX.ü.1911-1912., S. 18.), 
«Matzat 2007?».  尚, “Prof. Tuczeck war verheiratet, hatte 2 Töchter: Elena Mercedes*Valparaiso 13.1. 
1893, und Margarete *Valparaiso 8.5.1894.”(電網頁«Matzat 2007?»).   
89 前掲 3頁脚註7を請併照.   
90 現存發見例が極少故, 當該總督府學校の場合は, 或は基本的に青島守備軍の接收對象とはならなかっ
たにも關らず, 當該書册のみは, 例えば何らかの理由で他の政府機關に在ったところを青島守備軍に接
收された, という可能性を想定す可きか.   
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▪Wiese, Verordnungen und Gesetze für die höheren Schulen in Preussen, bis 1887 fortgeführt von Prof. 
Kübler, 2. Abt.;  
▪Liermann, Reformschulen nach Frankfurter und Altonaer System, I.;  
▪Bestimmungen über das Mädchenschulwesen vom 31. Mai 1894;  
▪Fries und Menge, Lehrgänge, 1903;  
▪Dietlein u. Polack, Aus deutschen Lesebüchern, I. u. II[.];  
▪Siebs, Deutsche Bühnensprache;  
▪Mattias, Sprachleben u. Sprachschäden;  
▪Krummbach, Deutsche Aufsätze II u. III;  
▪Meurer, Französisches Vocabularium;  
▪Kloepper, Englische Synonymik;  
▪Weber u. Wellstein, Encyclopädie der Elementar Mathematik I. Algebra und Analysis,[,;]  
▪Heussi, Leitfaden der Physik;  
▪Heussi, Lehrbuch der Physik;  
▪Drude, Handbuch der Pflanzengeographie;  
▪Debeaux, Contributions à la Flore de la Chine;  
▪Wünsche, Anleitung zum Botanisieren;  
▪Marschall, Tiere der Erde I;  
▪Bibliothek der Länderkunde: Fischer, Antarktis; Keller, Ostafrikanische Inseln; Deecke, Italien;  
▪Jäger, Weltgeschichte, I.-IV.  
▪Centralblatt für das gesamte Unterrichtswesen;  
▪Pädagogische Monatshefte von Köpke und Matthias;  
▪Die Deutsche Schule im Auslande.  
2. Für die Schülerbibliothek:  
▪Nieritz, Hunnenschlacht;  
▪[Nieritz,]? Belisar;  
▪Foss, Karl d. Grosse;  
▪Pfahler, Der erste Kreuzzug;  
▪Horn, Zwei Ausbrüche des Vesuvs;  
▪[Horn,]? James Cook;  
▪[Horn,]? Der Gemsjäger;  
▪Hoffmann, Neuer Deutscher Jugendfreund, Bd. 58;  
▪Emsmann u. Dammer, Experimentierbuch;  
▪Das neue Univere[es]um, Bd. 24;  
▪Barack, Quentin Durward;  
▪Moritz, David Copperfields Jugendjahre;  
▪Meschwitz, In Poseidons Lehrstube;  
▪Campe, Robinson der Jüngere.  
3. An Karten und Anschauungsbildern:  
•Gäbler, Afrika, Nordamerika, Südamerika, Asien, Bayern;  
•Debes, Australien u. Polynesien,[,;]          •Sydow-Habenicht, Britische Inseln;  
•Lehmann, 5 geographische Charakterbilder;[;:]? die Menschenrassen;  
•Lehmann, Kulturgeschichtliche Bilder, 2. u. 3. Serie;[;:]? II. Abt. Griechen, Römer.  
4. Für den mathematischen Unterricht:  
•Müllers geometrische Körper, 10 Stück aus Holz.  
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5. An physikalischen Apparaten:  
•Rad an der Welle;               •Modell einer Dezimal-Brückenwage;  
•Apparat für stabiles u. labiles Gleichgewicht;  
•Centrifugalmaschine mit Nebenapparaten: Abplattung der Erde,[,;]?  
•Lochsirene, Grosse Farbscheiben, Glasballon;  
•Watts Regulator;                •Apparat für den Auftrieb;  
•Hydrostatische Wage;              •Würfel von Messing;  
•Einfache technische Wage;            •ein Satz Gewichte.  
6. Für die naturwissenschaftlichen Sammlungen:  
•Biologien in Glaskästen: Bombyx mori, Papilion Machaon, Lestes puella;  
•Metamorphose in Spiritus: Pelius berus;       •Skelette der Fledermaus, Hauskatze und Haustaube;  
•Doppelpräparat von Sciurus vulgaris;        •Menschenschädel;  
•Obere Extremität;               •Rückenwirbel mit Rippen;  
•Insektensammlung, 50 Arten Käfer;        •desgl. 25 Arten Schmetterlinge;  
•Brendelsche Modelle: Pinus silvestris, Männlicher u. weiblicher Zapfen.[.;]  
•Botanisches Besteck;              •Gitterpflanzenpresse;  
•Herbarium von D. Lutz.91  
7. Für den Zeichenunterricht:  
•Elssner, Dresdener Modelle für Perspektive, Projektion und Flachzeichnen, Serie I, II, & XVI.  
8. Für den Gesangunterricht:  
•Serings Notentafeln, aufgezogen.  
9. An Geschenken erhielt die Schule:  
Von dem Kaiserlichen Gouvernement:  
▪Denkschrift, betreffend die Entwickelung des Schutzgebietes Kiautschou für die Zeit von Oktober 1902 bis 
Oktober 1903;  
▪Denkschrift, betreffend die Ergebnisse der meteorologischen Beobachtungen in Tsingtau, September 1898 
bis August 1903;  
▪Bestimmungen für die Verwaltung des Kiautschou-Gebiets;  
Von Herrn Dr. Krieger:
92
               Von Herrn Buchhändler Rose:
93
  
▪Führer durch Tsingtau und Umgebung.      ▪Barack, Die deutschen Kaiser, Bildnisse und Reime.  
Von der Buchhandlung Conrad Behre, Hamburg:
94
  
▪Gerlachs Jugendbücherei,[,:]? Grimm, Kinder- u. Hausmärchen.  
Von Herrn Lehrer Berger:
95
  
▪Denkschrift, betreffend die Entwickelung von Kiautschou, abgeschlossen Ende Oktober 1898.  
Vom Chef des Stabes Herrn Korvettenkapitän Funke:       Von Herrn Hauptmann Gené:
96
  
                                                     
91 或は, “…  Titel Statement: Herbarium / von Dr. K. G. Lutz.  Publication Distribution Data: [Ravensburg, Germany]: 
Verlag von Otto Maier m[min] Ravensburg, [18--?].  Physical Description: 1 portfolio (18 pts. in 1): all specimens; 
42 cm.  …  Subject-Topical Term: Botanical specimens Private collections Germany.”(電網頁«LLCBG»)の類か?  ?
92 恐らく, 當該 FdTuUII.1904.の著者であろう.  ?
93 “[KIAUCHAU (TSINGTAU)膠州Kiáu-chau / DIRECTORY … /] 羅斯Lo-sy  ROSE, OTTO, Buch-Papier and Musikalien- 
handlung; Telph. 24 /…”(Directory1908., p. 718.).  ?
94 “CONRAD BEHRE¦ Ueberseeische Buchhandlung¦ HAMBURG”(DKI./II.1909./1910.[青島在設帝國總督府學校圖
書館教師用圖書“M51”; 一橋大學アジア經濟研究所現藏]上所貼書店票).  ?
95 Robert Berger (Lehrer an Kaiſerl. Gouvernementsſchule; *1870.; 電網頁«Schmidt 2002.b»).  ?
96 “[Ranglisten.  …  /] 1903.  III. See-Bataillon.  …  〃[Hptm.] Gené 〃[Komp.] 1  …”(Huguenin 1912., S. 163.).  ?
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•ein Kolkrabe und eine Seemuschel.       •ein schwarzer Storch.   
Von Herrn Kapitänleutnant Glaue:  
•eine Sammlung Käfer aus Madagaskar und Südchina;   •zwei Sammlungen hiesiger Schmetterlinge.  
Von Herrn Kaufmann Schomburg:
97
            Von Herrn Kaufmann Reuter:  
•zwei Schwäne.                •ein Kuckuck und ein Raubvogel.  
Von Herrn Lehrer Berger:  
•einige Seetiere aus Japan;           •ein Schwefelstück vom Vulkan Essan auf Hokaido,[,;]?  
•Korallen aus Singapore.  
Allen freundlichen Gebern sagt die Anstalt ihren besten Dank.  
[JdKG-SzTüdS1904-05., S. 11.-13.] 
V. Sammlungen und Lehrmittel. 
Es wurden angeschafft 
1. Für die Lehrerbibliothek:  
▪Beier, Dr. Adolf, Die höheren Schulen in Preussen und ihre Lehrer, 1. Ergänzungsheft;  
▪Bestimmungen des Preussischen Ministeriums betr. Volks- u. Mittelschulen;  
▪Euler u. Eckler, Verordnungen und amtliche Bekanntmachungen das Turnwesen in Preussen betr.;  
▪Mushacke, Statistisches Jahrbuch der höheren Schulen, XXIV. u. XXV. Jahrgang;  
▪Kietz, Schulreden;  
▪A. Frantz, Schulandachten;  
▪Fries u. Menge, Lehrproben und Lehrgänge 1904;  
                                                     
97 恐らく, “Schomburg, Ad. C., merchant, Carlowitz & Co., Kiaochau.”(Directory 1908., p. 1622.)であろう.  又, 
彼は, 當總督府學校の生徒オスカー=ショームブルクOskar Schomburg (Stand des VatersKaufmann; *1897.VIII. 
19.Schanghai, Vorherbeſuchte Schule□, Erſte Vorſchulklaſſe 1905-06.K.Gouvernementsſchule Tſingtau; JdKGSzTIII.ü.1905-1906., 
S. 17.-19.: «VI. Schülverzeichnis.»), 及びエーリッヒ=ショームブルクErich Schomburg (Stand des Vaters Kauf- 
mann; *1899.IX.6.Tientſin, Vorherbeſuchte Schule□, Dritte Vorſchulklaſſe1905-06. K.GouvernementsſchuleTſingtau; JdKGSzTIII. 
ü.1905-1906., S. 17.-19.: «VI. Schülverzeichnis.»)達の父親なのではあるまいか.   
 尚, 典據を明示せぬ未確認情報ながら, 電網頁«IGI/IR»中に“Adolf Karl Schomburg Male / Event(s): 
Birth:About 1871 Of, Tientsin, Hopeh, China … / Marriages: Spouse:Martha Kirchner Marriage:About 1896 Of, 
Tientsin, Hopeh, China / …”, “Oskar Schomburg Male / Event(s): Birth: 19 AUG 1897 Tientsin, Hopeh, China 
… Death:19 JUN 1973 … / Parents: Father:Adolf Karl Schomburg Mother:Martha Kirchner / …”, “Erich Karl 
Schomburg Male / Event(s): Birth:06 SEP 1899 Tientsin, Hopeh, China … Death:09 SEP 1978 … / Parents: Father: 
Adolf Karl Schomburg Mother:Martha Kirchner / …”, 及び“Erich Karl Schomburg Male / Event(s): Birth:06 SEP 
1899 Tientsin, Hopeh, China … Death:09 SEP 1978 … / Marriages: Spouse:Gisela Olga Gertraud Groth Marriage: 
14 NOV 1936 Berlin Stadt, Brandenburg, Preussen / …”(因に, “Gisela Olga Gertraud Groth Female / Event(s): 
Birth:13 FEB 1916 Berlin Stadt, Brandenburg, Preussen … Death:01 JUN 1971 … / Parents: Father:Karl Groth  
Mother:Ursula Zechlin / Marriages: Spouse:Erich Karl Schomburg Marriage: 14 NOV 1936 Berlin Stadt, Branden- 
burg, Preussen / …”)なる記事を遇見した.  オスカーの生誕地を上海(JdKGSzTIII.ü.1905-1906.)/天津(電
網頁«IGI/IR»)の如く異にする點は氣になるものの, 今, 假に上掲消息が各々當該人物のものであるとす
れば, 前掲3名は下記の如く表示し得ることとなる.   
▪“Adolf Carl Schomburg (Kaufmann, Carlowitz & Co.Kiautſchou1908.; *ca.1871.Tientſin., ∞ca.1896.Tientſin [m. 
Martha Kirchner], †19xx.Xxx; Directory 1908., p. 1622., 電網頁«IGI/IR») 
▪Oskar Schomburg (Stand des VatersKaufmann; *1897.VIII.19.Schanghai/Tientſin, Vorherbeſuchte Schule□, Erſte Vor- 
ſchulklaſſe 1905-06.K.Gouvernementsſchule Tſingtau, †1973.VI.19.Xxx; JdKGSzTIII.ü.1905-1906., S. 17.-19.: «VI. 
Schülverzeichnis.», 電網頁«IGI/IR») 
▪Erich Karl Schomburg (Stand des VatersKaufmann; *1899.IX.6.Tientſin, Vorherbeſuchte Schule□, Dritte Vorſchulklaſſe 
1905-06. K.GouvernementsſchuleTſingtau, ∞1936.XI.14.Berlin [m. Giſela Olga Gertraud Groth], †1978.IX.9. 
Xxx; JdKGSzTIII.ü.1905-1906., S. 17.-19.: «VI. Schülverzeichnis.», 電網頁«IGI/IR»)?
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▪Johannes Boock, Methodik des deutschen Unterrichts;  
▪Dietlein u. Polack, Aus deutschen Lesebüchern, III, IV 1 und IV 2;  
▪Meyers grosses Conversationslexikon, 6. Aufl. Bd. V, VI, VII;  
▪Dibelius und Lenz, Handbuch des Deutschtums im Auslande;  
▪Muret-Sanders, Encyclopädisches Wörterbuch der Englischen Sprache, Englisch-Deutsch;  
▪Dr. G. Wendt, England, seine Geschichte, Verfassung und staatlichen Einrichtungen;  
▪Hohenzollern Jahrbuch von Prof. Dr. Seidel, Bd. 7 u. 8;  
▪Th. Heymann u. Uebel, Aus vergangenen Tagen, Kommentar zu Lehmanns kulturgeschichtlichen Bildern;  
▪Bibliothek der Länderkunde, herausgeg. von Kirchhoff u. Fitzner, Bd. 7 u. 8, Regel, Kolumbien;  
▪Geisel, Landschafts-, Völker- und Städtebilder, Text zu Lehmanns geographischen Bildern;  
▪Dr. Joh. Tropfke, Geschichte der Elementar Mathematik, I. Rechnen u. Algebra;  
▪Dr. Frickes, Physikalische Technik, herausgeg. von Dr. Otto Lehmann, I. Band, Erste Abteilung;  
▪Budde-Kiessling, Leitfaden für Experimentalphysik;  
▪Wüllner, Experimentalphysik, 3. Bd. Magnetismus u. Electricität;  
▪Mars[c]hall, Prof. Dr. W., Tiere der Erde, Bd. 2 u. 3;  
▪Emil Brass, Nutzbare Tiere Ostasiens;  
▪Fiedler und Hoelemann, Der Bau des menschlichen Körpers.  
▪Centralblatt für die gesamte Unterrichtsverwaltung in Preussen;  
▪Monatsschrift für höhere Schulen von Köpke u. Matthias;  
▪Die deutsche Schule im Auslande.  
2. Für die Schülerbibliothek:  
▪Ostenwald, Erzählungen aus der alten deutschen Welt, Bd. 1-3;  
▪Becker, Karl Friedrich, Erzählungen aus der alten Welt für die Jugend;  
▪Pannwitz, Sigismund Rüstig von Marryat;  
▪Gotth. Klee, Die deutschen Heldensagen;  
▪Hauff, Märchen, Ausg. Hendel;  
▪Jul. Reuper, Helden zur See;  
▪H. M. Stanley, Kalulu, Prinz, König und Sclave;  
▪Rousselet, Mali, der Schlangenbändiger;  
▪Lauckhardt, Tausend und eine Nacht;  
▪Barfus, Der Buren Freiheitskampf;  
▪Louis Thomas, Buch der denkwürdigsten Entdeckungen I.;  
▪Louis Thomas, Die denkwürdigsten Erfindungen bis zum Ende des 18. Jahrh.;  
▪Budde, Naturwissenschaftliche Plaudereien;  
▪Oscar Höcker, Das Ahnenschloss, I-IV;  
▪Oscar Höcker, Preussens Heer - Preussens Ehr, I-IV;  
▪Oscar Höcker, Unsere deutsche Flotte, I u. II;  
▪Tanera, Der Freiwillige des Iltis;  
▪Hoffmann, Der fliegende Holländer, nach Marryat.  
3. Karten und Anschauungsbilder:  
•Spruner und Brettschneider, Europa um 350 n. Chr.; Europa im Anfang des 16. Jahrh.; Europa in der 2. 
Hälfte des X. Jahrh.; Europa zur Zeit der Kreuzzüge; Europa zur Zeit des XIV. Jahrh.;  
•Baldamus, Deutsche Geschichte des 16. Jahrh.;     •Schwabe-Gaebler, Römisches Reich;  
•Kuhnert-Leipoldt, Asien;  
•Gaebler, Alpengebiet u. Oesterreich-Ungarn; Balkanhalbinsel; Frankreich; Die deutschen Kolonien;  
•Hirt, Hauptformen der Erdoberfläche;        •Lehmann, 7 geographische Charakterbilder;  
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•Hölzel, 5 geographische Charakterbilder;  
•Eschner, Deutschlands Kolonien, Kamerun u. Marschall Inseln;  
•Lehmann, Kulturgeschichtliche Bilder, Griechen, Aegypter und Juden;  
•Schmeil-Heubach, Wandtafeln für den botanischen Unterricht, Tulpe u. Taubnessel;  
•Fiedler u. Hoelemann, Anatomische Wandtafeln, 1-5.  
4. An physikalischen Apparaten:  
•Segners Wasserrad;      •Modell der Winkelräder;      •Modell der Schraube mit Mutter;  
•Ober- und unterschlächtiges Mühlenrad;   •Pasqualscher Apparat;    •Aräometer;  
•Stechheber;         •Saugheber mit Ansaugerohr;    •Modell der Feuerspritze;  
•Zwei Stimmgabeln;      •Labialpfeife;          •Zungenpfeife;  
•Reflexionsapparat;      •Sphärischer Spiegel auf Stativ;   •Glasprisma auf Stativ;  
•Convexlinse;        •Concavlinse;          •Pyrometer, Kugel mit Ring;  
•Magnetstäbe;        •Magnetnadel;          •Inclinations- u. Declinationsnadel;  
•Glasstab;          •Hartgummistab;         •Schwefelstange;  
•Electrisches Pendel;     •Electroscop;           •Wintersche Electrisiermaschine;  
•Leydener Flasche.  
5. Für die naturwissenschaftlichen Sammlungen:  
•Kryptogamen Herbarium;             •Arnoldi, Pilzmodelle, 24 essbare Pilze;  
•Brendel, Botanische Modelle, Hordeum distichum;  
•Benninghoven-Sommer, Anatomische Modelle, Herz; Untere Extremität;  
•Biologie in Glaskasten, Apis mellifica;  
•Metamorphosen in Spiritus, Helix pomatia, Astacus fluviatilis;  
•Doppelpräparat, Testudo graeca;          •Skelett, Esox lucius;  
•In Weingeist, Hirudo medicinalis, Cucumaria planki, Pennatula phosphorea, Collozoum inerme;  
•Nautilus Pompilius.  
6:[:.] Für den Zeichenunterricht:  
•Elssner, Dresdener Modelle für Perspektive, Projektion und Flachzeichnen, Serie V, Gefässe aus unglasiertem 
Ton; Serie XIV, Mosaikplatten, Tonfliessen; Serie XVIII, Einheimische Schmetterlinge.  
7. Für den Gesangunterricht:  
•Verschiedene Noten.  
8. Für den Turnunterricht:  
•Schaukelringe;                  •Kokusmatratze.  
9. Vom Gouvernement wurden der Schule überwiesen:  
▪Denkschrift betr. Entwickelung des Kiautschou Gebiets, Oktober 1903 - Oktober 1904;  
▪Sammlung wissenswerter Bestimmungen, Gouvernement Kiautschou, nebst alphabetischem Inhaltsver- 
zeichnis;  
•Entfernungskarte für das Schutzgebiet Kiautschou, herausgeg. vom Reichs-Marine-Amt, 1: 50 000;  
•Uebersichtskarte von Tsingtau und Umgebung in 4 Blättern, 1: 6250.  
10. An Geschenken erhielt die Schule:  
Von den von Seiner Majestät unserem Kaiser zu geschenkweisen Darbietung angekauften Exemplaren des von  
▪Prof. Dr. Seidel herausgegebenen Hohenzollern Jahrbuches empfing die Schule Bd. 1-6;  
von mehreren Verlagsbuchhandlungen  
▪verschiedene Lehrbücher zur Ansicht;  
von Herrn Dr. Krieger,  
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▪Dr. Paul Rohrbach, Deutschland unter den Weltvölkern;  
▪Führer durch Tsingtau und Umgebung von Dr. Behme u. Dr. Krieger, 1. u. 2. Auflage;  
▪Dr. Otto Mittelstädt, Reden von Heinrich Treitschke im Deutschen Reichstage 1871-1884;  
vom Chef des Stabes, Herrn Korvettenkapitän Funke,        von Herrn Hauptmann Gené,98   von Herrn Ingenieur Stickforth,99  
•einen Wiedehopf und eine Bergente, ausgestopft;   •einen Singschwan;    •zwei Reiher;  
von Herrn Kaufmann F. Laengner,             von Frau Hamm,  
•einen Uhu und verschiedene Meertiere;       •einen Fasan;  
von Herrn Kaufmann Linke,100                        vom Schiller Fest Comité,  
•verschiedene Fische und Seetiere aus den hiesigen Gewässern;         •eine Schillerbüste.  
An dieser Stelle sagt die Schule allen freundlichen Gebern nochmals ihren besten Dank. 
[JdKG-SzTüdS1905-06., S. 14.-17.] 
V. Sammlungen und Lehrmittel. 
Es wurden angekauft 
1. Für die Lehrerbibliothek:  
▪Dr. Hugo Müller, Das höhere Schulwesen Deutschlands am Anfang des 20. Jahrhunderts.  
▪W. Lexis, Die Reform des höheren Schulwesens in Preussen.  
▪W. Rein, Pädagogik in systematischer Darstellung, I. II.  
▪Fries und Menge, Lehrproben und Lehrgänge, 1905.  
▪Meyers grosses Conversations Lexikon, 6. Aufl. Bd. VIII-XI.  
▪Wehner, Encyclopädisches Handbuch der Schulhygiene.  
▪Statistisches Jahrbuch der höheren Schulen, XXVI Jahrgang.  
▪Ullrich, Benutzung und Einrichtung der Lehrerbibliotheken an höheren Schulen.  
▪Ellendt, Katalog für die Schülerbibliotheken höherer Lehranstalten.  
▪Uhlmann, Kaisers Geburtstag in der Auslandschule.  
▪Seidel, Deutsche Schulreden.  
▪Dietlein und Polack, Aus deutschen Lesebüchern, Fünfter Band, I, II, III.  
▪Goldscheider, Lesestücke und Schriftwerke im deutschen Unterricht.  
▪Geyer, Der deutsche Aufsatz.  
▪Niessen, Die Hohenzollern im Glanze der Dichtung.  
▪Scholz, Deutsches Balladenbuch.  
▪Kluge, Etymologisches Wörterbuch der deutschen Sprache.  
▪Benedix, Der mündliche Vortrag.  
▪Sanders, Zitatenlexikon.  
▪Wessely, Grammatisch-stilistisches Wörterbuch der deutschen Sprache.  
▪Pätzolt, Entwürfe zu deutschen Arbeiten.  
▪Mosengel, Deutsche Aufsätze.  
▪Bindel, Dispositionen zu deutschen Aufsätzen.  
▪Muret-Sanders, Encyclopädisches Wörterbuch der englischen Sprache, Deutsch-Englisch.  
▪Sachs-Villatte, Encyclopädisches Wörterbuch der französischen und deutschen Sprache, Französisch-Deutsch.  
▪Mommsen, Reden und Aufsätze.  
▪Hawks Pott, A Sketch of Chinese History.  
                                                     
98 “[Ranglisten.  …  /] 1904.  III. See-Bataillon.  …  〃[Hptm.] Gené 〃[Komp.] 1  …”(Huguenin 1912., S. 164.).  ?
99 “Stickforth, J., engineer, C. Vering, Tsingtau”(Directory1908., p. 1638.).  ?
100 “[KIAUCHAU (TSINGTAU)膠州Kiáu-chau / DIRECTORY … /] 凌基Ling-gi  LINKE, OTTO, Merchant; Tel. Ad. Linke, Tele- 
ph. 16 / …”(Directory1908., p. 717.), “Links[se], Otto, merchant, Kiaochau” (ib., p. 1558.).  ?
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▪Hohenzollern-Jahrbuch von Prof. Dr. Seidel, Bd. 9.  
▪Grupp, Kultur der alten Kelten und Germanen.  
▪Adolf Müller, Keppler, der Gesetzgeber der neueren Astronomie.  
▪Haentzschel, Das Erdsphäroid und seine Abbildung.  
▪Seidel, Die deutschen Schutzgebiete und ihr wirtschaftlicher Wert.  
▪Weber und Wellstein, Encyclopädie der Elementar-Mathematik, II.  
▪Alexandroff, Aufgaben aus der niederen Geometrie.  
▪Emil Müller, Lehr- und Uebungsbuch der ebenen Geometrie.  
▪Tropfke, Geschichte der Elementar-Mathematik, II.  
▪Kordgien, Mathematisch-physikalische Aufgabensammlung.  
▪Frickes Physikalische Technik, Erster Band II.  
▪Wüllner, Lehrbuch der Experimentalphysik, I, II u. IV.  
▪Crüger, Lehrbuch der Physik.  
▪Grimsehl, Die elektrische Glühlampe im Dienste des physikalischen Unterrichts.  
▪Feldhaus, Lexikon der Erfindungen und Entdeckungen auf dem Gebiete der Naturwissenschaft und Technik.  
▪Darmstaedter und du Bois-Reymond, 4000 Jahre Pionierarbeit in den exakten Naturwissenschaften.  
▪Smalian, Lehrbuch der Pflanzenkunde.  
▪Schreiber, Methodischer Leitfaden der Chemie und Mineralogie.  
▪Engleder, Zeichenskizzen zum naturkundlichen Unterricht.  
▪Vogel und Ohmann, Zoologische Zeichentafeln.  
▪Willig, Geometrisches und Zirkelzeichnen.  
▪Marten und Sundermeyer, Lehr- und Aufgabenbuch für das Linearzeichnen.  
▪Müller und Presler, Leitfaden der Projektionslehre.  
▪Puff und Heberer, Lehrgänge für das Zirkelzeichnen und für das Projektionszeichnen.  
▪Centralblatt für die gesamte Unterrichtsverwaltung in Preussen.  
▪Monatschrift für höhere Schulen von Köpke und Matthias.  
▪Die deutsche Schule im Auslande.  
2. Für die Schülerbibliothek:  
▪Eine gute Auswahl (57 Bände) von Märchen, Sagen, Erzählungen, Reisebeschreibungen und Biographien.  
3. An Karten, Anschauungsbildern, künstlerischem Wandschmuck:  
•Spruner und Bretschneider, Europa zur Zeit Karls des Grossen.  
•Baldamus, zur deutschen Geschichte des 17. Jahrh., des 18. Jahrh., des 19. Jahrh. Teil I.  
•Johnstone[e], Chinese Empire.         •Kindt, Relief des Aletschgletschers.  
•Lehmann, 4 geographische Charakterbilder.    •Hölzel, 2 geographische Charakterbilder.  
•Eschner, Deutschlands Kolonien, Südwest- und Südostafrika.  
•Lehmann-Leutemann, 6 Völkertypen.      •Langl, 13 Bilder zur Geschichte.  
•Porträtgalerie: Friedrich der Grosse, Theodor Körner, Raffael Santi, Schiller, Beethoven, Shakespeare, 
Moltke, Goethe, Caesarbüste.  
•Künstlerischer Wandschmuck: Leonardo da Vinci, Das heilige Abendmahl; Raffael Santi, Die sixtinische 
Madonna; Lauffer, Kriemhild an der Leiche Siegfrieds; Schrader, Friedrich der Grosse; A. von Werner, 
Bismarck und Napoleon; ders., Kaiserproklamation; Franz von Lenbach, Bismarck.  
•Denkmal Friedrichs des Grossen;        •Denkmal des grossen Kurfürsten.  
•Eschner, Der Glockenguss.  
•Hölzels Wandbilder für den Anschauungs- und Sprachunterricht: Sommer, Winter, Gebirge, Grossstadt.  
•Hölzels Städtebilder: Berlin, Paris, London.    •Niemann-Sternstein, 6 Pflanzenanatomische Tafeln.  
•Zippel, Ausländische Kulturpflanzen I.      •Schmeil, 2 Wandtafeln für den Zoologischen Unterricht.  
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4. An physikalischen Apparaten:  
•Thermometer mit 3 Skalen.           •Maximum- und Minimum-Thermometer.  
•Apparat nach Weinhold (specifische Wärme).   •Hebelpyrometer.  
•Dampfcylindermodell.            •Flachmodell der Dampfmaschine.  
•Apparat für Erhitzung des Wassers (zur Rotationsmaschine gehörend.)  
•Isolierschemel.                •Tauchbatterie.  
5. Für die naturwissenschaftlichen Sammlungen:  
•Benninghoven-Sommer, Anatomische Modelle, Gehirn, Augapfel.  
•Gemeine Eidechse, Metamorphose in Spiritus.   •Karpfen, Doppelpräparat.  
•Zerlegbare Modelle: Biene, Hund, Rind.     •Mineraliensammlung (Normal-Schulsammlung.)  
6. Für das elementare Rechnen:  
•Rechenkasten von Posner und Langer.  
7. Für den Zeichenunterricht:  
•15 Hartgips Schulmodelle.  
8. Für den Gesangunterricht:  
•Eine Violine.          •Gräfs Notentafel.          •Verschiedene Noten. 
9. Vom Gouvernement wurden der Schule überwiesen:  
▪Prof. Dr. Rinne, Beitrag zur Gesteinskunde des Kiautschou-Gebiets.  
▪Nachtrag für 1904 zu den Bestimmungen für die Verwaltung des Schutzgebiets Kiautschou I, II.  
▪Denkschrift betr. die Entwickelung des Kiautschou-Gebiets in der Zeit vom Oktober 1904 bis Oktober 1905.  
▪Beiträge zu einer Flora von Kiautschou und einiger angrenzender Gebiete nach den Sammlungen von Nebel 
und Zimmermann, zusammengestellt von Gilg und Loesener.  
10. Geschenke.  
Anlässlich seines Besuches in Tsingtau, im Juni 1905, hatte  
Se. Excellenz Yang schy hsiang, der Gouverneur von Schantung,101  
•die grosse Güte $ 200.– der Schule überweisen zu lassen, für welche Summe Anschauungsbilder und 
Bücher beschafft worden sind.  
Das Schiller-Fest-Comité,  
•hat die Freundlichkeit gehabt, die von den Eingängen für die Schillerfeier als Ueberschuss verbliebenen 
$ 16.74 der Bücherei der Schule zu überweisen, und sie sind zum Ankauf von 17 Bänden für die Schüler- 
bibliothek verwendet worden.  
Ferner wurden geschenkt:  
Vom Verfasser H. Gottwaldt:  
▪Die überseeische Auswanderung der Chinesen und ihre Einwirkung auf die weisse und gelbe Rasse.  
Von Herrn Dr. Krieger:  
▪Führer durch Tsingtau und Umgebung von Dr. F. Behme und Dr. M. Krieger, 3. Aufl.  
Von Herrn Oberförster Hass:
102
  
                                                     
101 “楊士驤(1860-1909) 字萍石, 號蓮府, 士琦兄, 安徽泗州人, 光十二[1886.]進士, 光廿八•九[1902.X.], 
直按, 廿九•六[1903.VII./VIII.], 贛布, 未任旋調直布, 卅二•七[1906.VIII./IX.], 魯撫, 卅三•七[1907.VIII./IX.], 署
直督, 卅四•六[1908.VI./VII.], 實授, 宣元•五[1909.VI./VII.], 卒, 諡文敬.(碑傳集補卷十五[,] 頁19-22)”(清季職
官表1977., 乙人物録, 228頁).  ?
102 Malte Haſs (*1871.RudaWeſtpreußen, ∞1902.XII.4.Tſingtau, †1916.; 電網頁«Matzat 2007?»).  又, “[KIAUCHAU 
(TSINGTAU)膠州Kiáu-chau / … / DIRECTORY / KAISERLICHES GOUVERNEMENT VON KIAUTSCHOU  … /] FORSTAMT  Gouver- 
nementsoberförster—Hass  Revierförster—Klimant  Förster —Büchsel  Forstaufseher Berkhalm Gouv. Gärtner Krug 
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▪Der gesamte Vogelschutz von H. Frhr. v. Berlepsch.  
Vom Alldeutschen Verband:  
▪Alldeutsche Blätter, 16. Jahrgang.  
Von Herrn Marine-Baumeister Troschel:  
•Ein Manometer zu Demonstrationszwecken und ein grosses von Bohrwürmern durchsetztes Stück Holz.  
Von Herrn Hauptmann von Valentini:
103
  
•Modell eines Katamaran, eines Flosses, aus Anping, Hafenstadt von Taiwan, der südlichen Hauptstadt von 
Formosa, wie es von wilden Eingebornen, sogen. head-hunters, malayischer Abstammung, gearbeitet wird.  
Von Herrn Oberleutnant von Loewenfeld:  
•5 ausgestopfte Vögel (Strandläufer, Berghuhn, Sichler, Trauerente, Elsteralk).  
Von Herrn Polizeiwachtmeister Martike:  
•Eine ausgestropfte Rohrdommel.  
Für alle diese Geschenke stattet der Leiter im Namen der Schule den freundlichen Gebern gebüh- 
renden Dank ab.  
[JdKG-SzTüdS1906-07., S. 19.-20.] 
IV. Sammlungen und Lehrmittel. 
Es wurden angekauft 
1. Für die Lehrerbibliothek:  
▪Adolf Beier, Die höheren Schulen in Preussen und ihre Lehrer, 2. Ergänzungsheft.   
▪Dr. H. Lezius, Das Gesetz betr. die Unterhaltung der öffentlichen Volksschulen vom 28. Juli 1906.   
▪Perels und Spilling, Das Reichsbeamtengesetz.   
▪Statistisches Jahrbuch der höherern Schulen XXVII. Jahrgang.   
▪Dr. O. Frick, Schulreden.   
▪Fries und Menge, Lehrproben und Lehrgänge 1906.   
▪Horn, Verzeichnis der an den höheren Lehranstalten Preussens eingeführten Schulbücher.   
▪Münch, Eltern, Lehrer und Schulen in der Gegenwart.   
▪Stier, Schulandachten.   
▪Jeremias, Das alte Testament im Lichte des alten Orients.   
▪Meyers grosses Konversationslexikon, Bd. XII-XV.   
▪Kluge, Geschichte der deutschen Nationalliteratur.   
▪Bartels, Handbuch der Geschichte der deutschen Literatur.   
▪Weise, Unsere Muttersprache, ihr Werden und ihr Wesen.   
▪Paulsen, Das deutsche Bildungswesen in seiner geschichtlichen Entwickelung.   
▪Dr. Richard M. Meyer, Deutsche Stilistik.   
▪Frick und Gaudig, Aus deutschen Lesebüchern, Fünfter Band IV.   
▪Kästner, Zur Aufsatzreform.   
▪Deutsche Dichtung der Neuzeit, Münchs Hausschatz, Bd 1.   
▪Menge, Lateinische Synonymik.   
▪Meissner, Lateinische Phraseologie.   
▪Meusel, C. Julii Caesaris Belli Gallici Liber VII.   
▪Thesaurus der englischen Realien und Sprachenkunde.   
▪Koch, Englisches Wörterverzeichnis zu den Hölzelschen Wandbildern.   
                                                     
Geschäftszimmer Oberforsterei Fibhi[bhilibu]ster Bureau: neue Försterei Telephon: No. 17 / …”(Directory1908., p. 711.).  ?
103 “[Ranglisten.   …  /] 1905.  III. See-Bataillon.  …  Hptm. v. Valentini Komp. 2  …”(Huguenin 1912., S. 164.).  ?
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▪Marryat, Mastermann Ready.   
▪Sachs-Villatte, Encyclopädisches Wörterbuch der französischen und deutschen Sprache, Deutsch-Fran- 
zösisch.   
▪Mangold-Coste, Lehrbuch der französischen und deutschen Sprache.   
▪Michaud, Histoire des Croisades I.   
▪Koch, Französisches Wörterverzeichnis zu den Hölzelschen Wandbildern.   
▪Prof. Dr. Seidel, Hohenzollern-Jahrbuch, Bd. 10.   
▪Heyck, Deutsche Geschichte, Bd I-II.   
▪Berner, Geschichte des Preussischen Staates.   
▪Jäger, Didaktik und Methodik des Geschichtsunterrichts.   
▪Geographischer Anzeiger, 6. Jahrgang.   
▪Richthofen, Schantung und seine Eingangspforte Kiautschou.   
▪Heilborn, Die deutschen Kolonien.   
▪Seydlitz, Grosses Lehrbuch der Geographie.   
▪Sievers Asien.   
▪Ratzel, Deutschland.   
▪Ule, Lehrbuch der Erdkunde.   
▪Netto, Elementare Algebra.   
▪Langer, Der erste Rechenunterricht.   
▪Weinhold, Vorschule der Experimentalphysik.   
▪Müller Pouillets Lehrbuch der Physik, Bd I.   
▪Richter, Lehrbuch der anorganischen Chemie.   
▪Schwalbe, Grundriss der Mineralogie und Geologie.   
▪Satow, Bewegungs- und Unterhaltungsspiele im Freien.   
▪Sittig, Freiübungs-Reigen für 12 Turner.   
▪Centralblatt für die gesamte Unterrichtsverwaltung in Preussen 1906.   
▪Monatsschrift für höhere Schulen von Köpke und Matthias, 1902, 1903, 1906.   
▪Die deutsche Schule im Auslande 1906.   
2. Für die Schülerbibliothek:  
▪Lessing, Meisterdramen.   
▪Uhland, Gedichte.   
▪Schillers Werke.   
▪Hauffs Werke.   
▪Körners Werke.   
▪Scheffel Ekkehard.   
▪Reuter, Ut mine Stromtid.   
▪Freytag, Soll und Haben.   
▪Archenholtz, Geschichte des siebenjährigen Krieges.   
▪Scott, Kenilworth.   
▪Capelle und Vollmer, Sammlung belehrender Unterhaltungsschriften für die deutsche Jugend, Bd 1-20.   
▪Auf weiter Fahrt, Bd 2, 3, 4.   
▪Ludwig, Zwischen Himmel und Erde.   
▪Freytag, Soll und Haben.   
3. An Karten und Anschauungsbildern:  
•Gaebler, Deutsches Reich, Niederlande, Belgien, Schweiz und deutsch-österreichische Länder, politisch.   
•Gaebler, Apenninen Halbinsel, physikalisch.     •Baldamus, Deutschland und Oberitalien seit 1815.   
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•Spruner-Bretschneider, Europa zur Zeit der Reformation.   
•Fritzsche, Geographische Charakterbilder aus Thüringen, Kyffhäuser.   
•Wünsche, Deutsche Kolonialbilder, Nordchina.    •Cybulski, Das griechische und römische Seewesen.   
•Lohmeyer und Dahn, Anschauungsbilder zur deutschen Götter- und Sagenwelt: Odin auf dem Weltthron, 
Thor auf dem Ziegengespann, Walküren auf dem Schlachtfelde.   
•Lehmann-Brass, 5 zootomische Tafeln.   
•Schmeil, Wandtafeln für den zoologischen und botanischen Unterricht: Afrikanischer Strauss, Süsswasser- 
fische, Kiefer, Feld-Champignon.   
4. An physikalischen Apparaten:  
•Heronsball.        •Apparat für den gleichmässigen Druck.     •Cartesianischer Taucher.   
•Verschiedene Capillarröhren.    •Saugbrunnenmodell.          •Druckpumpe.  
•Demonstrationsbarometer.     •Savarts Zahnradsirene.         •Monochord.   
•Winkelspiegel.          •Optische Bank.            •Camera obscura.   
•Papins Kugel.          •Pulshammer.             •Dampfreaktionsrad.   
•Astastisches Nadelpaar.       •Glockenspiel auf Stativ.        •Kugelregen.   
•Flugrad.             •Elektrischer Kugelmotor.   
•Bunsen Element, Chromsäure Element, Flaschen Element, Daniels Element.   
•Hufeisenmagnet.         •Elektromotor.            •Elektrische Glocke.   
5. Vom Gouvernement wurden der Schule überwiesen:  
▪Nachtrag für 1905 zu den Bestimmungen für die Verwaltung des Schutzgebiets Kiautschou, Teil I u. II.   
▪Denkschrift betr. die Entwickelung des Kiautschou-Gebiets in der Zeit vom Oktober 1905 bis Oktober 1906.   
▪Amtsblatt für das Deutsche Kiautschou-Gebiet, Jahrgang 7.   
6. Geschenke:  
Von den Verlegern:  
▪Deutsche Erde.   
▪Zeitschrift für Deutschkunde 3. 4. u. 5. Jahrg.      
▪Heinrich Wolf, Klassisches Lesebuch, I u. II.      
Vom Alldeutschen Verbande:  
▪Alldeutsche Blätter, 16. Jahrg.   
Vom Allgem. Deutschen Schulvereine:  
▪Das Deutschtum im Auslande. 25. Jahrg.   
Von Herrn Generalarzt Koenig:
104
  
▪Sievers, Afrika.   
▪Rogge, Aus 7 Jahrzehnten.   
▪Dambrowski, Herzog Friedrich Wilhelm zu Mecklenburg.   
Von Herrn Stickforth:               Von Herrn Ober-Postassistent Walz:
105
  
•Federkleid eines Goldfasans.         •Kopfskelett einer Riesenschildkröte von der Insel Sokotra.   
Von Herrn Kasernen- und Lazarettinspektor Walter:
106
      Von Herrn Berger:  
                                                     
104 恐らく如下の生徒の父親であろう.   
▪Robert Koenig (Stand des VatersGeneralarzt d. M.; *1894.II.24.Kiel, Vorherbeſuchte SchuleVorſchule, Gymn.Wilhelmshaven, 
Untertertia1905-06.K.GouvernementsſchuleTſingtau; «VI. Schülverzeichnis.»[JdKGSzTIII.ü.1905-1906., S. 17.-19.]).  ?
105 “[KIAUCHAU (TSINGTAU)膠州Kiáu-chau / … / DIRECTORY / KAISERLICHES GOUVERNEMENT VON KIAUTSCHOU  … /] 
KAISERLICHE DEUTSCHES POST UND TELEGRAPHENAMT  Postdirector —Philipp  Oberpostpraktikant—Foerster  Ober 
Postassistent—Walz  Postassistents—…”(Directory1908., p. 713.).  ?
106 “[KIAUCHAU (TSINGTAU)膠州Kiáu-chau / … / DIRECTORY / KAISERLICHES GOUVERNEMENT VON KIAUTSCHOU  … 
/] MARINE-GARNISON-VERWALTUNG  Marine-Garnison-Verwaltungsdirektor—Behrens  Marine-Garnison-Verwaltungs- 
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•ein ausgestopfter Marder.           •eine Tafel Ziegeltee,  
                    •2 chinesische Landkarten von China.   
Im Namen der Schule stattet der Leiter den freundlichen Gebern herzlichen Dank ab.   
[JdKG-SzTüdS1908-09., S. 17.-19.] 
IV. Sammlungen und Lehrmittel. 
1. Lehrerbibliothek.  
a. Angekauft wurden:  
▪Meyers grosses Konversationslexikon, Bd. 19 u. 20.   
▪Statistisches Handbuch der höheren Schulen XXIX. Jahrgang.   
▪Zentralblatt für die gesamte Unterrichtsverwaltung in Preussen 1908.   
▪Monatschrift für höhere Schulen von Köpke und Matthias 1908.   
▪F. A. Müller, Das preussische Disciplinargesetz.   
▪[F. A. Müller,] Lehrer und Strafgesetz.   
▪Ausführungsbestimmungen zu dem Erlass vom 18. August 1908 über die Neuordnung des höheren Mäd- 
chenschulwesens.   
▪Biese, Pädagogik und Poesie.   
▪Münch, Unterrichtsziele und Unterrichtskunst.   
▪Über Menschen- und Jugendbildung.   
▪Aus Welt und Schule.   
▪Methodik des französischen Unterrichts.   
▪Matthias, Praktische Pädagogik für höhere Lehranstalten.   
▪Jaeger, Aus der Praxis.   
▪Suily, Untersuchungen über die Kindheit. –  
▪Rothschein.[.,] Die geschichtliche Entwickelung des Prophetentums.   
▪Liedtke, Alte und neuere Kirchengeschichte. –  
▪Eichler, Stoffe für den Anschauungsunterricht.   
▪Grabolle, Anschauungsunterricht,[,.]  
▪Jonas, Deutsche Aufsälze. –  
▪C. J. Caesar, Gallischer Krieg, Teubnersche Schulausgabe von Fügner. –  
▪Wülker, Geschichte der englischen.[.] Literatur.   
▪Mätzner, Englische Grammatik.   
▪Kloepper, Englisches Reallexikon II.   
▪Glauning, Didaktik und Methodik des englischen Unterrichts. –  
▪Suchier-Birch-Hirschfeld, Geschichte der französischen Literatur.   
▪Mätzner, Französische Grammatik.   
▪Wershoven, Poésies françaises, Hilfsbüchlein für die Lektüre französischer Gedichte. –  
▪Schulze-Pahl, Mathematische Aufgaben II. –  
▪Hohenzollern Jahrbuch, Bd. 12.   
▪Faber, Chronological Handbook of the History of China.   
▪Richthofen, Tagebuch aus China.   
▪Brandt, Drei und dreissig Jahre in Ostasien.   
▪Lemke, Marco Polos Reisen.   
                                                     
kontrolleur—Weinland  Marine-Kasernen-und-Lazarettinspektoren—Klein, Walter, Droszkowski, Herrmann / …” 
(Directory1908., p. 712.).  ?
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▪Hackmann, An den Grenzen von China und Tibet,[,.]   
▪Weicker, Kiautschou,[,.]   
▪Navarra, China, und die Chinesen.   
▪Tiessen, China I.   
▪Filchner, Das Rätsel des Matschu.   
▪[Filchner,] Das Kloster Kumbum in Tibet.   
▪Smith, Chinese Characteristics.   
▪Rein, Japan I,  
▪Genthe, Korea.   
▪Rathgen, Staat und Kultur der Japaner.   
▪Meyers Weltreise.   
▪Ratzel, Völkerkunde.   
▪Sievers-Hahn, Afrika. –  
▪Frickes Physikalische Technik, Zweiter Band. 1. Abt.   
▪Rüdorf-Lüpke, Grundriss der Chemie.   
▪Francé, Das Leben der Pflanze. –  
▪The Journal of the Linnean Society, Botany, Vol. XXIII. XXVI. XXXVI.   
▪Natur und Schule, Bd. V. u. VI.   
b. Vom Gouvernement wurden überwiesen:  
▪Denkschrift betr. die Entwickelung des Kiautschou Gebiets in der Zeit vom Oktober 1907 bis Oktober 1908.   
▪Nachtrag für 1907 zu den Bestimmungen für die Verwaltung des Schutzgebiets Kiautschou.   
▪Sammlung der allgemeinen Bestimmungen des Gouvernements Kiautschou.   
▪Amtsblatt für das Deutsche Kiautschou Gebiet. 1908. –  
▪Die deutsche Schule im Auslande 1908.   
2. Schülerbibliothek.  
Aus ordentlichen Mitteln wurden beschafft:  
▪Freytag, Die Ahnen.   
▪Dahn, Der Kampf um Rom.   
▪Thompson, Bingo.   
▪Thompson, Jvanhoe.   
▪Roth, Der Burggraf und sein Schildknappe.   
▪Ohorn, Lützows wilde Jagd,[,.]   
▪Hoffmann, Jugendfreund, Bd. 63.   
▪Das neue Universum, Bd. 29.   
▪Keck, Iduno, Deutsche Heldensagen.   
3. Lehrmittel für den geschichtlichen und erdkundlichen Unterricht, sowie Anschauungsbilder.  
Angekauft wurden:  
a. Karten.   
•Baldamus, Zur deutschen Geschichte von 1125-1273 und von 1273-1500.   
•Kiepert, Alt Gallien.               •Kiepert, Mitteleuropa, physikalisch.   
•Haardt, Ethnographische Karte von Asien.   
b. Schaufuss, Erdkundliche Produktensammlung, 200 Nummern.   
c. Bilder. 
•Lehmann, Geographische Charakterbilder: Rheinfall bei Schaffhausen.  Niagarafall.  Holländische 
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Marschlandschaft.  Strassenbild aus Kairo. -[-–]   
•Hölzel, Geographische Charakterbilder: Der Hafen von Nagasaki.  Der Tafelberg mit Kapstadt.  Der Gran 
Canon des Colorado.  Die Tundra. –  
•Eschner, Deutschlands Kolonien: Mondscheinnacht im Hafen von Apia.  Pomonahafen. –  
•Lange, Bilder zur Geschichte: Palast Khorsabad.  Mausoleum des Hadrian.  Pompeji. –  
•Seemanns Wandbilder: Laokoongruppe.  Pietà von Michelangelo.  Das Allerheiligenbild von Dürer.  
Moses von Michelangelo.  Der hl. Antonius mit dem Christuskinde von Murillo.  Diskuswerfer.  Der 
Zinsgroschen von Tizian.  Madonna della Sedia von Rafael.  Sterbender gallischer Krieger.  Lessing 
von Anton Graff. –  
•Wachsmuth, Künstlerischer Wandschmuck: Delaroche, Napoleon I.  Spangenberg, Luther im Kreise seiner 
Familie.  Molitor, Schäfers Sonntagslied. –  
•Hölzel, Wandbilder für den Anschauungs- und Sprachunterricht: Der Wald.   Der Hafen. –  
•Kehr-Pfeiffer-Kull: Fischlein, Mäuschen.  Hund und Kinder.  Vogel am Fenster.   
4. Lehrmittel für den naturkundlichen Unterricht.  
Es wurden erworben  
a. durch Ankauf:  
•Wasserfrosch, Doppelpräparat.  •Einsiedlerkrebs, Symbiose Präparat. •Stabheuschrecke, Trockenpräparat. 
•Spirituspräparate: Ameisenlöwe.  Blutegel.  Feuerwanze.  Erdhummel. –  
•Müller-Morin, Zoologische Sammlung.        •Kabinett System: Niedere Meerestiere. –  
Bilder:  
•Schmeil, Eisbären auf der Seehundjagd.  Eulen.  Getreiderost.  Wurmfarm. –  
•Matzdorff, Nachahmung von Blättern, Rinde und Früchten.  Nachahmung von Flechten und dürren 
Zweigen. –  
•Vieweg, Sumpf- und Teichvögel.  See- und Strandvögel.   
b. durch Geschenke, für welche der Unterzeichnete im Namen der Anstalt aufrichtigen Dank sagt,  
Von Herrn Oberförster Hass:                Von dem Untersekundaner Schäfer:  
•40 ausgestopfte Vögel aus dem Schutzgebiete.     •ein ausgestopfter Vogel.   
Von dem Untertertianer Karl Stickforth:  
•Gruppe von Bergkristallen auf Tuffstein.   
5. Lehrmittel für den physikalischen und chemischen Unterricht.  
   Für die von den gesetzgebenden Körperschaften einmalig bewilligten M. 6500.– wurden alle not- 
wendigen und wünschenswerten Lehrmittel angeschafft, darunter:  
•Luftpumpe, Theodolit, Fernrohr, Mikroskop, Spektralapparat, grosser Projektionsapparat, Apparat zur De- 
monstration der Brechung des Lichts, Modell eines Kinematographen, Apparat für Chladnische Klang- 
figuren, Metronom, Glaswandpfeife, Gebläsetisch, Phonograph, Dampfmaschine, Dampfturbine, Heiss- 
luftmotor, Thermometer, Hygrometer, Influenzmaschine, Funkeninduktor (20 cm Funkenlänge) mit Ein- 
richtung für Versuche mit Röntgenstrahlen, Dynamomaschine, Elektromotor, Modelle des Telephons, des 
Mikrophons;  
•Telegraph, Telegraphie ohne Draht, elektrische Eisenbahn, Ampèremeter, Voltmeter, Galvanometer, Appa- 
rat für galvanische Vernickelung, Verbrennungsofen u. s. w.   
   Aus anderen Mitteln wurden in das physikalische Lehrzimmer eingebaut:  
•ein Drehstrom Gleichstrom Umformer und eine Schalttafel, mit Präzisionsinstrumenten, zur Entnahme 
sowohl von Drehstrom wie von Gleichstrom.   
6. Lehrmittel für den Zeichenunterricht.  
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•Elssner, Schliemannsche Gefässformen.   
7. Hilfsmittel für den Turnunterricht.  
Es wurden angeschafft:  
•Bock, Pferd, Schwebebaum, Rundlauf, Fuss- und Schleuderball, Tennisbälle.   
[JdKG-SzTüdS1909-1910., S. 19.-21.] 
IV. Sammlungen und Lehrmittel. 
1. Lehrerbibliothek.  
Folgende Bücher wurden neu erworben:  
a. durch Ankauf:  
▪Statistisches Handbuch der höheren Schulen, XXX. Jahrg.   
▪Kunzes Kalender 1909.   
▪Fries und Menge, Lehrproben und Lehrgänge, 1908. 1909.   
▪Köpke-Matthias, Monatschrift für höhere Schulen, 1909.   
▪Zentralblatt für die gesamte Unterrichtsverwaltung in Preussen 1909.   
▪Beier, Die höheren Schulen in Preussen und ihre Lehrer, 3. Aufl.   
▪Güldner, Die höheren Lehranstalten f. d. weibl. Jugend in Preussen.   
▪Münch, Vermischte Betrachtungen.   
▪Gaudig, Didaktische Ketzereien.   
▪Bang, Aus 25 Amtsjahren.   
▪Evers-Fauth, Israels Prophetentum.   
▪Aus deutschen Lesebüchern, Homer.   
▪Vilmar, geschichte der deutschen National[-]Literatur.   
▪Könnecke, Deutscher Literaturatlas.   
▪v. d. Leyen, Einführung in das Gotische.   
▪Weise, Unsere Muttersprache, ihr Wesen und Werden.   
▪Lehmann, Deutsche Poetik.   
▪Weise, Deutsche Sprach- und Stillehre.   
▪Dorenwell, Der deutsche Aufsatz.   
▪Lehmann, Der deutsche Unterricht.   
▪Avenarius, Balladenbuch.   
▪Schillers Werke (Bellermann).   
▪Goldene Klassiker Bibliothek: Jean Paul; Herder; Arnim; Eichendorff; Mörike; Hölderlin; Novalis; Lenau; 
Immermann.   
▪Stoll-Lamer, Die Sagen des klassischen Altertums.   
▪Platon, Der Staat; Verteidigung des Socrates, Theophrastos, Charakterbilder.   
▪Tacitus, Germanien.   
▪Finsler, Homer.   
▪Berger, Lateinische Stilistik.   
▪Galbula, Lateinische Aufsätze.   
▪Walter, Zur Methodik des neusprachlichen Unterrichts; Der französische Klassenunterricht auf der Unter- 
stufe.   
▪Wolf, Ein Semester in Frankreich.   
▪Ausgewählte Werke vou[un] Rousseau, Victor Hugo, Molière, Staël.   
▪Shakespeares Werke.   
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▪Auswahl aus den Werken von Byron, Dickens, Moore, Scott, Thackeray.   
▪Giese, Deutsche Bürgerkunde,[,.]?   
▪Seidel, Hohenzollern Jahrbuch 1909.   
▪Jäger, Deutsche Geschichte.   
▪Neubauer, Kleine Staatslehre für höhere Lehranstalten.   
▪Wolff, Grundriss der preussisch-deutschen sozialpolitischen und Volkswirtschaftslehre.   
▪Marcks, Bismarck. I.   
▪Helmolt, Weltgeschichte, II. VI. VII. VIII.   
▪Berolzheimer, Deutschland von heute.   
▪Goos, Deutsches Bürgertum und deutscher Adel im XVI. Jahrh.   
▪Edward Stanford, Atlas of the Chinese Empire.   
▪Deckert, Nordamerika.   
▪Lendenfeld, Neuseeland.   
▪Rohrbach, Deutsch[-]Chinesische Studien.   
▪Pietsch, Katechismus der Feldmesskunst.   
▪Günther, Geschichte der Mathematik I.   
▪Serret-Scheffer, Lehrbuch der Differential- und Integralrechnung.   
▪Bölsche, Die Schöpfungstage.   
▪Kraepelin, Einführung in die Biologie.   
▪Escherich, Die Termiten.   
▪Francé, Floristische Lebensbilder I.   
▪Hahn, Handbuch für physikalische Schülerübungen.   
▪Müller-Pouillet, Lehrbuch der Physik, II. 2.   
▪Poincaré, Die moderne Physik.   
▪Dannemann, Naturlehre für höhere Lehranstalten, II Physik.   
▪Gut, Das geometrische Zeichnen.   
▪Reinecke, Meister der Tonkunst.   
▪Riemann, Musik Lexikon; Geschichte der Musik seit Beethoven.   
▪Altmann, Der Handarbeitsunterricht.   
▪Rossel, Leitfaden für den Unterricht in weiblichen Handarbeiten.   
b. durch Geschenke:  
Von Herrn Hofrat Prof. Raydt:
107
  
▪Müller-Schmidt-Raydt, Körper und Geist. 18. Jahrg[.], Heft 8/9.   
▪Raydt, Der IX. deutsche Kongress für Volks- und Jugendspiele in Kiel.[:] Spielregeln des techn. Ausschus- 
ses, Heft 1. 2. 4.   
▪Hermann, Ratgeber zur Einführung der Volks- und Jugendspiele.   
▪Schmidt, Anleitung zu Wettkämpfen, Spielen und turnerischen Vorführungen.   
                                                     
107 “RAYDT, Hermann F. F., Hofrat, Prof., Stud.-Dir. d. Leipziger Handelshochsch. u. Dir. d. Öffentl. Handels- lehranst. — *29. 
V 1851 Lingen a. d. Ems. — V: Rektor Joh. R.; M: Helene gb. Kriege. — Verh.: 26. IX 76 m. Alma geb. Kriege, T. d. 
Schriftstellers Hermann K., New-York. — K: Alma *3. XII 77; Hermann *16 VII 79; Ernst *3. X 80; Felix *15. XII 84; Olga *19. I 
88; Otto *20. V 89. — Gÿmn. Lingen; 69 Univ. Berlin, Mathem. u. Naturwissensch.; Kriegsfreiwillig. 70/71; stud. weiter Berlin, 
Heidelberg, Göttingen; best. 73 Oberlehrerex.; war Lehr. bez. Dir. in Hildesheim, Altona, Ratzeburg, Lauenburg (Elbe), 
Hannover u. Leipzig. — W: Ein gesunder Geist in ein. ges. Körper (engl. Schulbilder in dtsch. Rahmen); Silva Mariae (Roman 
a. d. Reformationszeit); D. dtsch. Städte u. d. Jugendspiel; D. Beweggsspiel, e. dauernde Schuleinrichtg; Lehrb. d. 
Elementarmathematik; Dtsches Leseb. f. Handelssch. (m. Rößger), 4. A. 07; Spielnachmittage 2. A. 07. — LB: Volks- u. 
Jugendsp., Einführg. u. Verbreitg. in Deutschland; Geschäftsführ. d. Zentralausschusses z. Förderg. d. Volks- u. Jugendspiele 
in Dtschld. — Nat.-Lib. — Leipzig, Löhrstraße 3/5.”(Wi’s?III.1908., S. 1093.).  ?
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▪Burgass, Winterliche Leibesübungen in freier Luft.   
▪Raydt-Eckardt, Das Wandern.   
▪v. Schenckendorff-Lorenz, Wehrkraft durch Erziehung.   
▪v. Schenckendorff-Schmidt-Raydt, Jahrbuch für Volks- und Jugendspiele 1909.   
Von Herrn Adolf Damaschke:
108
  
▪Geschichte der Nationalökonomie.   
Von mehreren Verlagsbuchhandlungen:  
▪Verschiedene Lehrbücher.   
c. vom Gouvernement wurden überwiesen:  
▪Denkschrift betr. die Entwickelung des Kiautschou-Gebiets in der Zeit von Oktober 1908 bis Oktober 1909.   
▪Amtsblatt für das Deutsche Kiautschou-Gebiet 1909.   
▪Die deutsche Schule im Auslande 1909.   
2. Schülerbibliothek.  
Es wurden angekauft:  
▪Boehm, Götz v. Berlichingen.   
▪Ramdohr, Friedrich II.   
▪Bacmeister, Gudrun.   
▪Ferd. Schmidt, Wilhelm Tell.   
▪Wilh. Meyer, Sonne und Sterne; Die Rätsel der Erdpole; Erdbeben und Vulkane; Kometen und Meteore; 
Weltschöpfung; Wie kann die Welt einmal untergehen?   
▪Bölsche, Im Steinkohlenwald.   
▪Sajo, Krieg und Frieden im Ameisenstaat.   
▪Zell, Tierfabeln und andere Irrtümer in der Tierkunde.   
▪Francé, Streifzüge im Wassertropfen.   
▪Abel, Kaiser Karls Leben von Einhard.   
▪Kallsen, Friedrich Barbarossa.   
▪Campe, Robinson der Jüngere.   
▪Marryat, Sigismund Rüstig.   
▪Bacmeister, Das Nibelungenlied.   
▪Spyri, Wo Gritlis Kinder hingekommen sind; Gritlis Kinder kommen weiter; Ein Landaufenthalt bei Onkel 
Titus.   
▪Herder, Der Cid.   
▪Rindfleisch, Feldbriefe.   
▪Frommel, In des Königs Rock.   
▪Dickens, Oliver Twist.   
                                                     
108 “DAMASCHKE, Adolf Wilhelm Ferd., Herausgeber d. „Bodenreform.“ und der Jahrb. d. Bodenreform; 1. Vors. d. Bundes 
Deutsch. Bodenreformer. — *24. XI 1865 Berlin. — V: Adolf D., Tischlerm.; M: Auguste geb. Sandberg. — Berl. Seminar f. 
Stadtschullehrer. — Verh: 26. III 1904 mit Julie, T. d. Geh. HofratProf. D. Dr. Gelzer, Jena. — K: Hedwig *13. II 05. — 86-96 
Lehrer an priv. u. öffentl. Schulen; legte 96 s. Amt freiwillig nieder; seitdem sich ganz der Verbreitung s. sozial. Ideen 
widmend; seit 92 Red. v. „Frei-Land“, das seit 96 „Dtsche Volksstimme“ heißt; e. Zeitlang Red. d. „Kieler Neuest. Nachr.“. 07; 
D. Bodenref. — W: Manchestertum, Anisemitismus oder Bodenbesitzreform? 92; Was ist national-sozial? 98, 90, 120. Taus.; 
Wohnungsnot und Bodenfrage 99; Kamerun oder Kiautschau? 00; Aufgaben der Gemeindepolitik, 13.-20. Tausend 04; D. 
Bodenreform. Grundsätzl. u. Geschichtl. 4. A. 07; Alkohol und Volksschule.  D. Lehrer und die zoziale Frage 04; Pestalozzi 
und Diesterweg 05; Gesch. d. Nationalökonomie 2. A. 05; Wohnungsnot und Kinderelend 07; D. Bodenreform und die Lösung 
d. Wohnungsfrage 06; D. Bodenreform u. d. Bibel 06; Z. Gesch. d. dtsch. Bodenreform-Bewegung 06; Hrsgb. Soziale 
Zeitfragen, I b. XXXIV 95-07. — Bund dtsch. Bodenreformer. — Berlin NW 23, Lessingstr. 11.”(Wi’s?III.1908., S. 239.).  
又, KDLK36.1914., Sp. 286-7.  ?
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▪Scott, Der Talisman; Waverley.   
▪Manzoni, Die Verlobten.   
▪Freytag, Bilder aus der deutschen Vergangenheit.   
▪Ferd. Schmidt, Reinecke Fuchs.   
▪Kohlbauer, Das Buch der Berufe, I. Der Marineoffizier.   
▪Lassar-Cohn, Die Chemie im täglichen Leben.   
▪Lützeler, Was muss die Jugend von den neuesten Erfindungen und Entdeckungen wissen?   
▪Schwartze, Licht und Kraft.   
▪Kraepelin, Naturstudien im Hause; Naturstudien im Garten.   
▪Wilkomm-Trautzsch-Schlesinger, Die Wunder des Mikroskops.   
3. Karten und Anschauungsbilder.  
Es wurden angeschafft:  
•Chinesische Karte von Schantung.   
•Wolf, Wandkarten zur Himmelskunde: Mondlauf um die Erde; Lauf der Erde um die Sonne; Sonnenfinster- 
nis; Nördlicher Sternenhimmel.   
•Haas, Wandtafeln für den Unterricht in der Geologie und physischen Geographie: Verwerfung bei Midori in 
Zentraljapan vom Erdbeben 1891; Falte im Diluvium; Schichtengewölbe im Silur, am Potomakfluss.   
•Zittel-Haushofer, Paläontologische Wandtafeln: Ideale Landschaften der Steinkohlenformation, aus der Eis- 
zeit, aus der Kreidezeit.   
Geschenkt wurden von Herrn F. Nicolai, Vertreter der Hamburg-Amerika Linie,[,:]
109
  
•2 Weltkarten und 1 Tableau des Dampfers „Kaiserin Auguste Victoria“. 
4. Für den naturkundlichen Unterricht.  
wurden gekauft:  
•Brendel, Botanisches Modell, Taraxacum vulgare.  •Eine Sammlung von 9 charakteristischen Vogelfüssen.   
•Torso, natüurliche Grösse.           •Koepp, Krystallmodellsammlung, 20 Modelle.   
•Petrefaktensammlung, 25 Versteinerungen.    •15 künstliche Krystalle.   
5. Lehrmittel für den physikalischen Unterricht.  
Gekauft wurden:  
•Eine Präcisionswage.       •Ein satz Bruchgramme.       •Ein Gewichtssatz.       •Eine Schubleere. 
•31 mikroskopische Präparate.       •Ein transportables Gestell mit durchlässigem Auffangeschirm.   
Geschenk wurde ein Kinematograph und eine Dynamomaschine von Herrn Bunge, Kobe, Japan.110   
6. Lehrmittel für den Zeichenunterricht.  
Angeschafft wurden:  
•Elssner, Stabapparat zur Einführung in die Grundgesetze der Perspektive.   
•Kochler, Sammlung 10 verschiedener Holzmodelle.    •10 einheimische Schmetterlinge.   
•Gewundene Kanne, Bauchige Kanne, 2 Becher aus Zinn.  •Streitkolben.   
•Helm. Sichel aus Bronze.   
7. Für den Gesangunterricht[.]  
                                                     
109 “[KIAUCHAU (TSINGTAU)膠州Kiáu-chau / … / DIRECTORY / … /] Hamburg-Amerika Linie, Tsingtau: Tel. Ad. Hapag  F. Nico- 
lai, manager  H. Kropatscheck  P. Mueller  C. R. Hansen / …”(Diredtory1908., p. 716.).  ?
110 “[DIRECTORY / … /] BECKER & CO., 31, Akashi-machi  E. Becker (Yokohama)  Th. Bunge  Hans von Hammer- 
stein, signs p.p.  K. Bandelow  H. Scheel  G. Lücker  A. Dubber / …”(Directory 1908., p. 565.), “Bunge, T., mer- 
chant, Baecker & Co., Kobe”(id., p. 1463.).  ?
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wurden verschidene Noten angeschafft. 
[JdKG-SzTüdS1910-1911., S. 19.-20.] 
V. Sammlungen. 
1. Lehrerbibliothek.  
Angekauft:  
▪Beyer, Die Berufsbildung nach den Berechtigungen der höheren Lehranstalten in Preussen.   
▪Weniger, ratschläge auf den Lebensweg, deutschen Jünglingen erteilt.   
▪Finckh, Lehrbuch der philosoph. Propädeutik.   
▪Kronenberg, Kant.   
▪H. v. Schubelt, Grundzüge der Kirchengeschichte.   
▪Haase, Tägliches Schulandachtsbuch.   
▪Hirt, Etymologie der neuhochdeutschen Sprache.   
▪Schneider, Lehrprobe über deutsche Lesestücke.   
▪Goethes sämtliche Werke, Jubiläumsausgabe.   
▪Hebbels Werke von Poppe.   
▪Körners Werke von Steinberg.   
▪Kleists Werke von Waetzoldt.   
▪Uhlands Werke von Silbermann.   
▪Sommer, Handbuch der lateinischen Laut- u. Formenlehre.   
▪Stoll-Lamer, Die Götter des klassischen Altertums.   
▪Hausknecht, The English Student; The English Reader.   
▪Kron, English Daily Life; English Letter Writer.   
▪Bunyan, The Pilgrim’s Progress.   
▪Dickens, Little Dorrit; Dombey and Son; Our Mutual Friend.   
▪Fielding, Tom Jones.   
▪Smollett, Roderick Random; Humphrey Cliniker; Peregrine Pickle.   
▪Scott, The Heart of Mid-Lothian.   
▪Seymour.   
▪Chaucer Stories.   
▪Borel, Grammaire Française.   
▪Steffen, La France.   
▪Bornecque-Röttgers, La France d’ Aujourd’hui.   
▪Kron, Le Petit Parisien; En France; Guide Épistolaire.   
▪Jäger, Geschichte der Griechen.   
▪Droysen, Historischer Handatlas.   
▪Kircheisen, Feldzugserinnerungen aus dem Kriegsjahre 1809.   
▪Daney, Der Tiroler Volksaufstand des Jahres 1809.   
▪Zeller u. Sola, Das deutsche Reich.   
▪Seidel, Hohenzollernjahrbuch, 14. Jahrg.   
▪Grube, Religion und Kultus der Chinesen; Geschichte der chinesischen Literatur.   
▪Münsterberg, Chinesische Kunstgeschichte, I.   
▪Supan, Grundzüge der physischen Erdkunde.   
▪Kirchhoff-Günther, Didaktik und Methodik des Unterrichts.   
▪Lehmann, Länder- u. Völkerkunde.   
▪Grube, Charakterbilder Deutschen landes und Lebens.   
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▪Romberg, Kolonialbeamtengesetz.   
▪Fort-Schlömilch, Lehrbuch der analytischen Geometrie.   
▪Schwering, Trigonometrie.   
▪Wildt, Geometrisches u. Projectionzeichnen.   
▪Friedr. C. G. Müller, Technik des physikalischen Unterrichts.   
▪Müller-Pouillet, Lehrbuch der Physik, 3. Bd., 4. Buch.   
▪Worgitzky, Blütengeheimnisse.   
▪Reling-Bohnhorst, Unsere Pflanzen nach ihren deutschen Volksnamen.   
▪Schoenichen, Aus der Wiege des Lebens.   
▪Bach-Brockhausen, Wunder der Insektenwelt.   
▪Lohrenz, Praktischer Leitfaden für Käfersammler.   
▪Skrobeck, Methodischer Leitfaden für den Schreibunterricht.   
▪Lack, Der Schreibunterricht.   
▪Scholz, Anleitung zur Erteilung des Unterrichts in der Kalligraphie.   
▪Leitfaden für den Turnunterricht in den Preussischen Volksschulen.   
▪Anleitung für das Knabenturnen in Volksschulen ohne Turnhalle.   
▪Baumgart, Leitfaden für den Zeichenunterricht.   
Zeitschriften:  
▪Zentralblatt für die gesamte Unterrichtsverwaltung in Preussen.   
▪Schotten, Zeitschrift für den mathematischen und naturwissenschaftlichen Unterricht.   
▪Zarncke, Literarisches Zentralblatt für Deutschland.   
▪Viëtor, Die neueren Sprachen.   
Fries und Menge, Lehrproben und Lehrgänge.   
▪Köpke und Matthias, Monatschrift für höhere Schulen.   
▪Eickhoff, Blätter für Schulwesen.   
▪Kunzes Kalender für das höhere Schulwesen.   
▪Statistisches Jahrbuch der höheren Schulen.   
Vom Gouvernement überwiesen:  
▪Die deutsche Schule im Auslande.   
▪Amtsblatt für das deutsche Kiautschou Gebiet.   
Geschenkt:  
Vom Verlag:  
▪Paul Langhans, Deutsche Erde.   
Von Herrn Dr. Krieger:  
▪Peking und Umgegend.   
Vom Deutschen Turnverein, Tsingtau:  
▪Gasch, Jahrbuch der Turnkunst, 5. Jahrgang.   
2. Schülerbibliothek.  
Es wurden angekauft:  
▪Rosegger, Gottsucher; Jakob der letzte.   
▪Jensen, Aus den Tagen der Hansa.   
▪Alexis, Die Hosen des Herrn von Bredow; Roland von Berlin.   
▪Wichert, Heinrich von Plauen.   
▪Walter Scott, Der Abt; Das Kloster.   
▪Georg Ebers, Homo sum; Der Kaiser; Uarda.   
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▪Bulwer, Die letzten Tage von Pompeji,[,.]  
▪Max Eyth, Im Strome unsere Zeit.   
▪Schwab, Die schönsten Sagen des klassischen Altertums.   
▪Neuer deutscher Jugendfreund, Bd. 65.   
▪Das neue Universum, Bd. 31.   
▪Mörike, Mozart auf der Reise nach Prag.   
▪Buch der Berufe: Süchting, Der Elektrotechniker; Freyer, Der Ingenieur.   
3. Anschauungsbilder.  
Angeschafft wurden:  
•Meinhold, Märchenbilder: Rotkäppchen; Schneewittchen; Dornröschen; Hänsel und Gretel; Frau Holle; 
Aschenbrödel.   
•Künstlersteinzeichnungen: Roman, Römische Campagna; Wieland, Matterhorn; Bendrat, Die Marienburg; 
St. Marien in Danzig mit Johannisgasse; Eichrodt, Droben steht die Kapelle; Strich-Chapell, Lieb Heimat- 
land, ade.   
•Wachsmuth, Königin Luise.   •Lehmann, Kieler Kriegshafen.   •Hölzel, Korallenriff in der Südsee. 
•Lehmann, Zur Erfindung der Buchdruckerkunst.     •Eschner. Kohlenbergwerk; Glasbereitung. 
•Viëtor, Englische Lauttafel; Französische Lauttafel.    •Zünd-Burguet, Die menschlichen Sprechwerkzeuge. 
4. Lehrmittel für den mathematischen Unterricht.  
•Proportionalzirkel.                 •Pantograph.   
5. Lehrmittel für den Unterricht in Physik und Chemie.  
•Modell eines Spiegelsextanten.            •Div. Kugelröhren zur Reduktion der Metalloxyde.   
6. Lehrmittel für den Unterricht in Naturkunde.  
Gekauft wurden:  
•Grosse Teichmuschel.          •Flussperlmuschel.   
Geschenkt wurden:  
•Zahn eines Sägefisches von Borneo (Herr Pastor Voemel, Hongkong).   
•Wandelndes Blatt (Haesloop, O III).   
7. Lehrmittel für den Zeichenunterricht.  
Es wurden angeschafft:  
•2 japanische Körbe; 2 Papierlaternen; 3 Becher; 1 Römer; 1 Weinglas.   
Für alle in den vorhergehenden Abschnitten aufgeführten Zuwendungen sagt der Unterzeichnete im 
Namen der Schule aufrichtigen Dank.   
[JdKG-SzTüdS1911-1912., S. 19.-20.] 
IV. Sammlungen. 
Angeschafft wurden 
1. Für die Lehrerbibliothek.  
▪Matthias, Praktische Pädagogik.   
▪Horn, Führer durch das höhere Unterrichtswesen in Deutschland.   
▪Leuchtenberger, Vademecum für junge Lehrer.   
▪Foerster, Lebensführung.   
▪Dreger, d[? dD?]ie Berufswahl im Staatsdienste.   
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▪Falckenberg, Hilfsbuch der Geschichte der Philosophie seit Kant.   
▪Bertholet, Religionsgeschichtliches Lesebuch.   
▪Evers, Die Bergpredigt; Die Gleichnisse Jesu.   
▪Weber, Die epische Dichtung.   
▪Peper, Die lyrische Dichtung.   
▪Alfred M. Schmidt, Kunsterziehung und Gedichtbehandlung. I, II. 1.   
▪Fechner, Methoden des ersten Leseunterrichts.   
▪Mangner-Naumann, Methodik der deutschen Rechtschreibung.   
▪Goldene Klassiker-Bibliothek: Chamissos Werke, Freiligraths Werke, Grillparzers Werke, Reuters Werke.   
▪Börker, Flotte und Kolonie im Spiegel deutscher Dichtung.   
▪Schiller-Voigt, Die römischen Staats-, Kriegs- und Privataltertümer.   
▪Jung, Grundriss der Geographie von Italien und dem Orbis Romanus; Topographie von Rom.   
▪Jedeich, Topographie von Athen.   
▪Stolz-Schmalz, Lateinische Grammatik.   
▪Horneffer, Cäsars Bürgerkrieg; Tacitus Annalen.   
▪Krüger, Synonymik und Wortgebrauch der englischen Sprache.   
▪Tauchniz Edition: Tennyson, Poetical Works; Charles Dickens, Nicholas Nickleby; Macaulay, The History 
of England.   
▪Pfohl, Neues Wörterbuch der französisch-deutschen Sprache.   
▪Eduard Meyer, Geschichte des Altertums I. 1.   
▪Wolf, Angewandte Geschichte.   
▪Seidel, Hohenzollern-Jahrbuch, 15. Jahrg.   
▪Rohrbach, Deutsche Kulturaufgaben in China.   
▪Franke, Ostasiatische Neubildungen.   
▪Bland und Backhouse, China unter der Kaiserin Witwe.   
▪Hermann, Die alten Seidenstrassen zwischen China und Syrien.   
▪Münsterberg, Chinesische Kunstgeschichte II.   
▪Mohr, Handbuch für das Schutzgebiet Kiautschou.   
▪Hans Meyer, Das deutsche Kolonialreich.   
▪Sievers, Süd- u. Mittelamerika.   
▪Sievers-Kückenthal, Australien, Ozeanien und Polarländer[.]   
▪Sturm, Maxima und Minima in der elementaren Geometrie.   
▪Handel, Einführung in die Differential- u. Integralrechnung.   
▪Schülke, Aufgabensammlung aus der reinen u. angewanden Mathematik[.]   
▪Tauck, das Zählen und erste Rechnen.   
▪Nöll, Fingertätigkeit und Fingerrechnen.   
▪Hahn, Physikalische Freihandversuche.   
▪Müller-Pouillet, Lehrbuch der Physik, 5. Buch.   
▪Wagner, Lehrbuch der Geologie und Mineralogie.   
▪Kempf, Newcomb-Engelmanns populäre Astronomie.   
▪Fraas, Entwickelung der Erde und ihrer Bewohner.   
▪Ranke, Der Mensch.   
▪Brehms Tierleben, Bd. 6. 7. 8.   
Zeitschriften:  
▪Zentralblatt für die gesamte Unterrichtsverwaltung in Preussen.   
▪Köpke und Matthias, Monatschrift für höhere Schulen.   
▪Eickhoffs Blätter für höheres Schulwesen.   
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▪Schotten, Zeitschrift für den mathematischen und naturwissenschaftlichen Unterricht.   
▪Zarncke, Literatisches Zentralblatt für Deutschland.   
▪Viëtor, Die neueren Sprachen.   
▪Fries und Menge, Lehrproben und Lehrgänge.   
▪Haack-Fischer, Geographischer Anzeiger.   
▪Schrö[d]?er-Neuendorff, Monatschrift für das Turnwesen.   
▪Amtsblatt für das deutsche Kiautschou Gebiet.   
▪Die deutsche Schule im Auslande (vom Gouvernement überwiesen).   
2. Für die Schülerbibliothek.  
▪Rosegger, Peter Mayr, der Wirt an der Mahr; Jakob der Letzte.   
▪Auerbach, Barfüssele.   
▪Klee, Geschichtsbilder, 3 Bde.   
▪Neuer Deutscher Jugendfreund, Bd. 66.   
▪Das neue Universum, 32. Jahrg.   
▪Volk, Geologisches Wanderbuch.   
▪Keferstein, Grosse Physiker.   
▪Moser-Kolbrunner, Jugendland.   
▪Eschenbach, Hirzeprinzchen.   
▪Gerlachs Jugensbücherei, 7 Bde.   
▪Rusch, Himmelsbeobachtungen mit blossem Auge.   
▪Gibson-Günther, Was ist Elektricität.   
▪Dannemann, Wie unser Weltbild entstand.   
▪Eine Auswahl (9 Bände) von Märchen, Sagen und Erzählungen.   
3. An Karten, Anschauungsbildern, künstlerischem Wandschmuck:  
•Gaebler, Asien, physikslisch.  •Diest-Groll, Osmanisches Reich.  •Gebhardt, Monumentalplan von Berlin. 
•Rolfs, Plan pittoresque de la ville de Paris.   •Rolfs, Illustrated Map of London.   •Schmeil, Meerestang. 
•Schmeil, Orang Utang; Infusorien; Wurzelfüssler des Süsswassers; Bandwürmer des Menschen.   
•Lehmann, Geographische Charakterbilder: Japan; Gibraltar.   
•Lehmann, Völkertypen: Beduinen; Japaner; Siouxindianer.     •Hölzel, Chinesische Lösslandschaft. 
•Fraas, Tertiär-Formation; Diluvial-Formation.   
•Seemanns farbige Kopien; Rembrandt, die Nachtwache; Schwind, Die Hochzeitsreise.   
4. Für den Unterricht in Naturkunde, Physik und Chemie.  
•Kinematograph.              •Film, Besteigung des Mont Blanc. –   
•Diapositive, Riesen der Vorwelt: Brontosaurier; Ichtiosaurus; Plesiosaurus; Fliegender Drache; Mammut. –  
•Mikroskopische Präparate: Morphologie der Kreuzspinne; Tracheen der Raupe; Saugrüssel der Stuben- 
fliege; Verkapselte Trichinen in Muskel; Wurzelhaube. –  
•Voltameter mit veränderlichem Niveau.     •Crookesche Röhre mit phosphorescierenden Körpern. 
•Fussklemmen nach Holz.          •Schubleere.  
•Spiritus Bunsen Brenner, Sternbrenner- und Breitbrenner-Aufsatz. –  
•Anlegegoniometer. –  
•Kristalle: Gips; Kalkspat; Steinsalz; Schwefelkies; Granat; Flussspat; Eisenglanz; Bleiglanz.   
5. Für den Zeichenunterricht.  
•Leuchter aus Schmiedeeisen.          •Dose, zwei Tassen, Zuckergefäss, Vase aus Porzellan.   
•Vier farbig glasierte Vasen.           •Wiedemanns Modellierkasten.   
6. Für den Turnunterricht.  
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•Faustbälle; Gerkopf; Gere.   
Geschenk wurden:  
Von Herrn Direktor Dr. Teetz[tzck], Oeynhausen:
111
  
▪Teetz[tzck], Aufgaben aus deutschen epischen und Iyrischen Gedichten, 18 Bde.   
Von Herrn Generaloberzrzt Dr. Uthemann:
112
  
▪Uthemann-Fürth, Ein kolonial-hygienischer Rückblick auf die Entwickelung des Deutschen Kiautschouge- 
biets.   
Vom Deutschen Turnverein Tsingtau:  
▪Gasch, Jahrbuch der Turnkunst 1912.   
Von dem Verleger:  
▪Deutsche Erde, Zeitschrift für Deutschkunde, 9. Jahrgang.   
Von mehreren Verlagsbuchhandlungen:  
▪Verschiedene Lehrbücher.  
  Im Namen der Schule stattet Unterzeichneter den freundlichen Geben gebührenden Dank ab.   
I.-1附. 上席教師 P.デーニッツの人事文書113 
1/4 32 Ruheſtand           Gültig □[? 5? 8? S?]996 
Höhere Lehranſtalten für die männliche Jugend.   159 
Perſonalblatt A     ’89 
für Direktoren, Wiſſenſchaftliche Lehrer und Kandidaten des höheren Lehramtes. 
1. a) (Familienname)Prof. Dr. Doenitz  b) (Vornamen, Rufname zu unterſtreichen)Julius August Paul  geboren am5.X 1866      
18    inTrebnitz a/S,  Kreis uſw.Saalkreis, Prov. Sachsen   ev. Bekenntniſſes (Religion), Sohn des†Gutsbesitzers Julius 
Doenitz in Brachstedt, Saalkreis 
2. Datum des Reifezeugniſſe und Anſtalt, an der es erworben iſt22.III.1887.Lateinische Hauptschule der Franckeschen Stiftungen, 
Halle a/S  Zur Zeit der Reifeprüfung beheimatet in (Wohnſitz der Eltern)Brachstedt bei Halle a/S, Saalkreis  
3. Angaben über Ort ſowie über Zeit (Anfang und Ende mit genauer Angabe der etwaigen Unterbrechungen)des Univerſitätsſtudiums, das zur Vorbereitung auf 
die Lehramtsprüfung diente (gegebenenfalls auch entſprechende Angaben über das Studium der Theologie)Ostern 1887 bis dahin 1888 in 
Tübingen (2 Sem); Som Sem 1888 in Kiel, W. S 88-89 u Som S. in Berlin (2 Sem); von Okt 89 bis März 1892 (5 
Sem) in Halle a/S.  seit Exmatriclation Vorbereitung zum Examen in der Heimat.   
4. a) Datum und Ort jeder Lehramtsprüfung nebſt Angabe der Art der Prüfung (ob erſte, Wiederholungs=, Ergänzungs=, Erweiterungsprüfung) ſowie der Fächer 
und der Stufen der Lehrbefähigung und des erteilten Zeugnisprädikats.  Das Datum der Prüfung, gegebenfalls des letzten Tages der Prüfung, die vorbehalt- 
los zur Anſtellung befähigte, iſt zu unterſtreichen29 Juli 1893. Halle a/S.  Lehramtsprüfung (Datum des Zeugnisses 31. 
                                                     
111 “Teeck, Ferd., Theaterkritik. ?[Feuilleton] , Dr. phil., Prof., Progymn Dir. Bad Oeynhauſen, Portaſtr. 25. (Prenz- 
lau 17/7 60.)  V[erfaſſer von]: Die Kolometrie i. den cantica d. Antigone 93; Wandkarte zu Schillers Jungfrau von 
Orleans 00; Aufgaben aus deutſch. Gedichten I-XII 00-11; Schillers „Lied v. der Glocke“ 00; Goethes Ge- 
dankenlyrik 05; Führer durch bad Oeynhauſen und ſeine Umgebg 07/09; Beiträge zur Erklärung u. Würdigg v. 
Schillers Gedankenlyrik I bis III 11-13.”(KDLK36.1914., Sp. 1785.).   
 尚, “Oeynhausen, 1) AG. in Preussen, Prov. Westfalen, Rgb. u. Kr. Minden, Ldger. Bielefeld.  2) St. Ebd., 2 482 E.  
P. T.  EdL. Hannover-Hamm. u. Elze-Löhne. Chemische, Thonwaren-, Maschinen-, Zigarrenfabr., Eisenhütten, Saline 
Neusalzwerk.  Sehr besuchtes Soolbad.  …”(RitterVIII.1895., Bd. II., S. 392.).   
112 “[Aus der Kolonie.¶  …¶  Der Anschied der Heimkehrenden, die mit dem Ablösungsdampfer „Patricia“ die Kolonie 
verlassen haben gestaltete sich diesmal um ein weniges stiller als in frühern Jahren, …¶  Er kehren mit D. „Patri- 
cia“ heim.¶  …  I. Klasse.¶  a) Offiziere¶]  Mar. Gen. Ob. Arzt Dr. Uthemann,  … (S. M. S. Tsingtau), …¶  b) Zivilper- 
sonen¶  …, Frau Mar. Gen. Oberarzt Dr. Uthemann mit 2 Töchtern u. 1 Sohn.¶  …”(K-P山東彙報5.-8.1912.II.25., S. 
150.).   
113 “Personalbogen Doenitz”(電網頁«BBF 2007.»).   
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VII), Geschichte u Geographie für alle, Latein u Deutsch für mittlere Klassen = Oberlehrerzeugnis.  b) 
Datum und Ort etwaiger anderer Prüfungen (Turnen, Zeichnen, Geſang, theologiſche Prüfungen), gegebenfalls auch Tag der Prieſterweihe  ⁄  
5. Etwaige Tätigkeit im Schul= oder Kirchendienſte vor Eintritt in den höheren Schuldienſt (Art der Tätigkeit, Ort, Zeit unter genauer Angabe der Daten)  ⁄  
Nr. 103. Perſonalblatt A für Direktore, Wiſſenſchaftliche Lehrer und Kandidaten des höheren Lehramtes. (Höhere Lehr- 
anſtalten für die männliche Jugend).   D. 73.               1       
             siehe Personalakte Nr. 502 
6. Antritt des Seminarjahrs (Zeitpunkt und Seminaranſtalt), außerdem gegebenenfalls Ort, Anſtalt, Anfang, Ende der kommiſſariſchen Beſchäftigungen während 
des SeminarjahrsOktober 1893 Kgl. Gymnasium Danzig  Vereidigung Oktb 1893 〃  Pädagog Semin v. Prov. 
Schulrat Dr Kruse  Untritt des Probejahrs (Zeitpunkt und Anſtalt), außerdem gegebenenfalls Ort, Anſtalt, Anfang, Ende der kommiſſariſchen 
Beſchäftigungen während des ProbejahrsOktober 1894 Kgl Gymnasium Strasburg i/Westpr.   
7. a) Datum der Anſtellungsfähigkeit in Preußen (gegebenfalls Datum und Nummer des Miniſterialerlaſſes)1 Oktober 1895 Prov. Schul Koll. 
Danzig  b) Datum der Vereidigungsiehe oben: Oktober 1893 Danzig, Kgl. Gymn.  c)Datum der Anciennität für die Verleihung 
des Charakters als Profeſſor1. X. 1895  d)Dienſtalter im höheren Schuldienſte Preußens1 IV. 1900 Lippstadt i/W..Sangerhausen 
8. Datum der erſten feſten Anſtellung im häheren Schuldienſte Preußens (d. i. Tag, von dem ab die Bezüge der Stelle etatmäßig verliehen ſind)1.X.1902 
Lippstadt i/W..  Das Beſoldungsdienſtalter rechnet vomLippstadt i/W..1.IV.1900, 〔Tsingtau 1.IV.1900 (Heimatsbesol- 
dung[)]  1.IV 1903 (Schutsgebietbesol[dung)〕]   1. Oktober 1900. 1. 10. 02 (XI.)  Erl. 3i. V. 1915  
31? V? /¯[19]?25   
9. Datum der Verleihung des Charakters als Profeſſor (Datum und Nummer des Miniſterialerlaſſes)27. XII 1909 Reichskanzler-Erlass  Datum 
der Verleihung des Ranges der Räte IV. Klaſſe (Datum der Allerhöchſten Order)17. VII 1910  
10. a) Datum der Allerhöchſten Beſtallung (Order) bei der Ernennung zum (Beſtättigung als) Direktor einer Nichtvollanſtalt□  Dienſtantritt als Direktor 
einer Nichtvollanſtalt (d. i. Tag, von dem ab die bezüge der Stelle etatmäßig verliehen ſind)□  Beſoldungsdienſtalter als Direktor einer 
Nicht.vollanſtalt□  Datum der Verleihung des Ranges der Räte IV. Klaſſe (Datum der Allerhöchſten Order)□  b) Datum der Allerhöchſten 
Beſtallung (Order) bei der Ernennung zum (Beſtätigungs als) Direktor einer Vollanſtalt□  Dienſtantritt als Direktor einer Vollanſtalt (d. i. Tag, von dem 
ab die Bezüge der Stelle etatmäßig verliehen ſind)□  Beſoldungsdienſtalter als Direktor einer Vollanſtalt□   
11. Akademiſche und ſonſtige Titel nebſt Datum ihrer Verleihung, bei der Doktorwürde Angabe des Promotionstags und der Univerſität, an der ſie erworben 
iſtDr phil; Oktb 1891, Halle a/S.  Orden und Ehrenzeichen (unter Angabe des Zeitpunktes der Verleihung)□   
12. Amtliche Stellungen nach Erlangung der Anſtellungsfähigkeit nebſt Angabe der Anſtalten und der Zeit der Beſchäftigung: Vor der Anstellung von 
Dzbr 1895 - April 1898 Hauslehrer einer deutschen Familie in Gymnasialfächern? zu Oviedo (Spanie[n)] 
von Mai 1898 bis Ende März 1900 ebensolcher in Lodz (Russland).  In L. Listen der Prov. Section 
geführt.  
A. Vor der feſten Anſtellung: 
                                                                                         
Anſtalt (Ort und Name)       Amtliche Stellung       Zeit       Vergütungen  
Sangerhausen, StädtGym. u Realschule w. Hilfslehrer   vom 1.IV 1900  bis 31.III.1902 1700, dn.1800   
Lippstadt i./W. Stadt Realgym.       □     vom  □    bis  □      □      
      u Realschule       〃     vom 1.IV 1902  bis 1.X.1902   2□700      
      (〃         Oberlehrer    vom 1.X 1902)  bis  □      □      
[Leere Rubriken sind weggelassen] 
 
B. Nach der feſten Anſtellung: 
                                                                                         
Anſtalt (Ort und Name)       Amtliche Stellung        Zeit              
Lippstadt i./W. Städt Realgym.     Oberlehrer      vom 1.X 1902  bis 1.XI 1903      
      u Realschule       □       vom  □   bis  □       
Tsingtau (Kiautschou)         〃       vom 1.XI 1903 bis 31.III 1915    
 Kaiserliche Gouvernements-Schule  
 (Reformrealgymnasium)                         
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Erfurt Kgl Gymnaſium      Oberlehrer     vom 1.IV.1905 bis □      
[Leere Rubriken sind weggelassen] 
 
13. Nebenamtliche Tätigkeit nebſt Angabe der Vergütung: □   
14. Militärverhältnis.  Seiner Dienſtpflicht genügte er als Einjährig=Freiwilliger (gegebenenfalls als  ⁄ )  vom  ⁄   bis  ⁄   in (Ort)  ⁄   
beim (Truppenteil)  ⁄   Beſörderungen im Militärverhältnis  ⁄   Teilnahme an Feldzügen  ⁄   Dauernd untauglich?  ⁄   
Landſturm I. Aufgebots?  ⁄   Erſatzreſerve?  ⁄   Zurückgeſtellt bis  ⁄    
15. Titel und Jahr wiſſenſchaftlicher Veröffentlichungen in Buchform: Doctor-Dissertation 1891 (Halle a/S): Ueber Ursprung und 
Bedeutung des Anspruches der Päpste auf Approbation der deutschen Königswahlen.  1902: Programm 
Sangerhausen: Covadonga, die Wiege der spanischen Monarchie  
16. Bemerkungen (z. 23. Angabe des Familienſtandes, Ehrenämter uſw.):                                 2 Kinder:114  
1/ Verheiratet seit 16.III[? XII?].1903. mit Gertrud, geb Flü[? ie?]gel (aus Sangerhausen)  
 Kinder: Sohn Dietrich; geb 13.III.1911 in Tsingtau  
/  
2/ in Tsingtau 10 Jahre ständiger Bibliothekar u Leiter der Kiautschou-Bibliothek (zuletzt 12000 Bände)  
3/ Bei Berufung durch Reichs-Marineamt1903 nach Tsingtau „Zusicherung“ des preuss Kultusministeriums, 
dann nach□ Rückkehr seine Anstellung im preuss Staatsdienste (Pr. Sachsen[)]u Anrechnung der Koloniedienstzeit in 
wohlwollende Erwagung zu ziehen  
4. Am 17.IX.1914 reiste er von Tsingtau nach Deutschland auf Heimatsurlaub; vom Kriegsausbruch 
überrascht, übernahm er eine Vertretung am städt. Friedrichs-Werderschen Gymn. in Berlin, Sptb 1914 
bis Ende März 1915.  
 
Anmerkung: Einige Daten Können nicht genau gegeben werden, da die betreffende Urkunde sich zur Zeit 
noch in Tsingtau befinden.   
I.-2. 防衛省防衛研究所現藏 BVdKB 1920.-, 鹵書•圖目1920II., 及び鹵書追目1920III.上所見の諸痕蹟 
 防衛省防衛研究所所藏簿册«大正八年以降鹵獲書籍»には, aBVdKB 1920.-, b鹵書•圖目1920II., 及びc鹵
書追目1920III.の3書册が爾餘の文書類と共綴され, 其處にはペン(藍黒インキ)及び鉛筆(含赤鉛筆)を用いて
下記の如き諸符號が直接乃至付箋上に書込まれると共に, 付箋を剥したと想われる茶色及び灰青色の痕蹟
も遺されている.   
藍黒インキ: √   ×        、  、、   —、、   東、  —東、(東、—)  ○    
??     : √   ×  —×(×—)  ?         ??  —??(??—)   ○   —○ 
??(極薄)   :    ×*        
???    : √   ×                            ○    
頭註部付箋痕(茶色) : ▓(茶)           頭註部付箋痕(灰青色) : ▓(灰青) 
脚註部付箋痕(茶色) : ▓(茶)           脚註部付箋痕(灰青色) : ▓(灰青) 
 斯る諸痕蹟に注目しつつ, 當該諸書目册の各頁の概況を, 當該簿册に共綴された陸軍省内に於る最終配
本計劃文書“圖書分配表”115竝に獨租期青島舊藏書籍に就ての現藏豫備調査簡報“持井•古市•Scherrmann 
                                                     
114 いまひとりの子供は, 或は “Standesamtliche Nachrichten.¶  Geburten:¶  ….¶  13.Sept. 04. eine Tochter 
dem Oberlehrer Dr. Doenitz.¶  …”(DAW徳華彙報6.-38.1904.IX.17., S. 15.)か?   
115 «圖書分配表(鹵獲書籍及圖面目録ノ分)»(MF-No.0111-0203), 及び«圖書分配表(獨文謬[謬膠]州圖書館
目録ノ分)»(MF-No.0204-0257).   
 尚, 當該«分配表»は, その前付“通牒”(1922.VII.31.付; MF-No.0110.)に據れば, その“分配”結果を表示し







先立ち, 陸軍省内の恐らくは經理局建築課が使用した書目册である可能性が浮び上ってきた.116  當該諸
                                                     
送付時の“通牒”(前掲19頁脚註55 を請併照)に印字された日付(1922.VIII.1.付)の前日に當る.  但, その送付の有無及
び送付形態(例えば陸軍省宛一括送付か箇々の機關宛箇別送付か等々)に就ては, 明記が無い.   
“    歐八年九年第一六四八〇三  號五   八月□日   伊藤*1.   高波*2. 
    青參第二第五二號 
  松木   鹵獲書籍分配ニ關スル件 通牒 
 松木  大正十一年七月三十一日 青島守備軍陸軍參謀長引田乾作         *3. 
    陸軍省副官松木直亮*4.殿 
 閲  本年二月歐發第四六號ニ基キ一應鹵 
    獲書籍ノ分配ヲ了シ候ニ付別紙鹵獲 
建築スミ 圖書分配表一部相添及通牒候也 
    追テ當軍使用中ノ圖書ハ軍撤退ノ際更 
    ニ適宜處分可致候條申添候 
                別紙分配表          田沼   *5. 
                ハ當課ニ保管ス    富藏   
              八月十一日 建築課 
??                                           ” 




勲六伊藤義雄 …”職員録 1922., 264頁,  
*2.: “青島守備軍司令部 … ?陸軍部 … ?參謀部 … 參謀 … 騎兵少佐從五、勲四 高波祐二  …”仝 1922., 264頁,  
*3.: “青島守備軍司令部 … ?陸軍部 … ?參謀部參謀長少將 勲二、正五、功四 引田乾作  …”仝 1922., 264頁,  
*4.: “陸軍省 … ?大臣官房  陸軍省副官統計委員主任靖國文官神社普通祭典懲戒掛歩委員兵大官國佐從幣社五、神職勲三高等、功試驗五 松木直亮 …”仝
1922., 129頁,  
*5.: “陸軍省 … ?經理局 … 屬 …  五 勲七 田沼富藏  …”仝 1922.,132頁; 仝. 
116 “陸軍省麹町區永田町一丁目 … / 陸軍省官制明治勅令四十一第三百年十十四二月號 (抄)  一 陸軍大臣ハ…  一 陸軍省ニ副官
ヲ置ク  副官ハ陸軍大臣ノ命ヲ承ケ大臣官房ノ事務ヲ掌ル  一 大臣官房ニ於テハ左ノ事務ヲ掌ル  一、
機密ニ關スル事項  二、大臣ノ官印及省印ノ管守ニ關スル事項  三、軍令ノ原本ノ保管ニ關スル事項  四、
記録ノ編修及翻譯ニ關スル事項  五、公文書類及成案文書ノ査閲接受發送及編纂保存ニ關スル事項  六、
圖書保管ニ關スル事項  七、陸軍文庫ノ管理ニ關スル事項  八、軍旗及靖國神社ニ關スル事項  九、徴發物
件表、報告及統計ニ關スル事項  十、省屬判任文官ノ人事ニ關スル事項  十一、省内ノ風紀ニ關スル事項  十
二、本省ノ諸給與及用度ニ關スル事項  十三、印刷ニ關スル事項  十四、例規ニ依リ取扱フヘキ庶務及各局ニ
































三）  …  ?人事局  …  ?軍務局  …  ?兵器局  …  ?經理局  陸軍省官制明治勅令四十一第三百年十十四
二月
號 (抄)  一 經理局ニ主計課、衣糧課及建築課ヲ置ク  一 主計課ニ於テハ左ノ事務ヲ掌ル  一、軍資運
用ノ研究審議ニ關スル事項  二、經理部ノ勤務及教育ニ關スル事項  三、經理部ノ人事及其ノ人員補充ニ
關スル事項  四、歳入歳出及特別會計豫算竝決算ニ關スル事項  五、仕拂豫算及仕拂命令ニ關スル事項  六、
豫備金支出、定額繰越、過年度支出、定額戻入及年度開始前支出ニ關スル事項  七、動員豫算ニ關スル事
項  八、經理部ノ戰時諸規則ニ關スル事項  九、俸給、雇員給、傭人料、諸手當及旅費ノ規定ニ關スル事
項  十、諸給與及經理規定ノ審査ニ關スル事項  十一、金錢ニ係ル經理及出納官吏ニ關スル事項  十二、陸軍
東京經理部(營繕事ルモノ務ニヲ除關スク )及陸軍經理學校ニ關スル事項  一 衣糧課ニ於テハ左ノ事務を掌ル  一、被
服及糧秣ノ經理、檢査、試驗及調査ニ關スル事項  二、被服、糧秣及馬匹ニ係ル給與ノ規定ニ關スル事項  
三、平時戰時ノ被服、糧秣、炊具及馬匹手入具ノ支給及整備ニ關スル事項  四、陸軍被服廠、陸軍糧秣廠、




ヲ除ク)ニ關スル事項  二、陣營具及消耗品ノ經理竝諸調度ノ規定ニ關スル事項  三、物品會計及物




此處に敢て提示することとした.  當該諸痕蹟は, 當時の陸軍省内に於る最終配本計劃の策定に到る過程
を考察するうえで重要な資料ではあるものの, 斯る諸痕蹟を付された箇々の書册に對する具體的な檢討
は不充分故, その策定過程に對する考察に就ては, 他日を期したい.   
 尚, b鹵書•圖目 1920II.“正誤表”部分の痕蹟に就ては, 今囘は割愛した.  又, 付箋の剥離痕の提示に就
ては, 今囘は他の痕蹟と共付されたものに限ることとした.  剥された付箋上に記されていたであろう
内容に就ては既に失われており, 付箋痕のなかには數行に及ぶものも有って, その再現に際しては, 聊
かの紙幅と煩瑣な作業を要するが故である.  又, 前掲“圖書分配表”の引用に際して使用した陸軍關聯諸
機關の略號, 正式名稱, 及びその職員録1922.に於る所在地に就て記すと, 下記の如し.   
1-1陸經建築: 陸軍省經理局建築課(麹町區永田町一丁目, 職員録1922., 131-2頁) 
3陸教總監:  教育總監部(麹町區代官町; 仝1922., 161頁) 
4陸技本部:  陸軍技術本部(小石川區小石川町; 仝1922., 140頁) 
6-2 陸被本廠: 陸軍被服本廠(北豐島郡岩淵町; 仝1922., 154頁) 
8陸千住製絨: 千住製絨所(北豐島郡南千住町; 仝1922., 154頁) 
10 陸士校:  陸軍士官學校(牛込區市谷本村町; 仝1922., 167頁) 
11東陸幼校: 東京陸軍幼年學校(牛込區下戸塚町; 仝1922., 170頁) 
«防衛省防衛研究所現藏 BVdKB 1920.-, 鹵書•圖目1920II., 及び鹵書追目1920III.上所見の諸痕蹟» 
♦“Deutsche Kunst und Dekoration.”BVdKB 1920.-, S.[V]118   
•“Deutsche Kunst und Dekoration.  √”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0264. 
◦“DEUTSCHE KUNST UND DEKORATION  [ILLUSTRIERTE MONATSHEFTE FÜR MODERNE MALEREI PLASTIK. 
ARCHITEKTUR WOHNUNGS-KUNST UND KÜNSTLERISCHE FRAUENARBEITEN]  HERAUSGEGEBEN UND REDI- 
GIERT VON HOFRAT ALEXANDER KOCH  BAND XX  APRIL 1907 - SEPTEMBER 1907.  [DARMSTADT  VER- 
LAGSANSTALT ALEXANDER KOCH]”119 
KB(背天藍黒白紙票インキ{XIV¦ 84510¦ II Bd¦ 1907}•見返藍黒利地喉インキ{KB¦ Abt:XIVGr:□Ord. Nr:8451□0}•飾扉略 藍黒央紫印インキ«K-B 
*T.*¦ XIV 84510»•本文初等々印頁天角多出 «K-B *T.*¦ □») 
青守司(背央 白紙票{藍黒一九八二??□?????[? ??]}•背下白   紙帶打字{7□…}•Ｓ．天喉１．鉛筆“????”120) 
                                                     






功五芝田忠五郎  課員 …  經理局附 …  屬 …  五 勲七 田沼富藏  …  技手 …  御用掛 …”(職員録
1922., 129-132頁).   
117 當該簿册原本には, 筆(含朱書), ペン(含赤インキ), 鉛筆(含色鉛筆)等々による書込や諸種の印判(含朱
印)が捺されており, それらの一部は綴代の内側に迄及んでいる.  今囘の畫像形式電網版作成に際し, 
原綴を弛め, 彩色スキャナーを使用して新に入力していたならば, 本稿で取擧げる諸痕蹟に就ても基本
的に再現されていたものと想われるが, 恐らく限られた豫算内での仕事なのであろう, 既製マイクロフ
ィルム(白黒)を使って當該電網版を作成したものの如くである.   
118 “Im Lesezimmer der Kiautschou-Bibliothek liegen folgende Zeitungs und Zeitschriften aus: ”.   
119 [  ]内は飾扉(前扉).  又, “DRUCK DER J. C. HERBERT’SCHEN HOFBUCHDRUCKEREI, DARMSTADT.”(題扉ウラ, 地央).   
半折痕ナシ.  天•地•小口, 散茜粒.  縱28.8 x 横20.1 cm.   
120 暫時待考.  尚, “職員録 ”(1918[大正7].-1922[大正11].)所載«青島守備軍司令部青島»中に“今村少佐”は不録.  
但, 仝附録竝に1914[大正3].-1917[大正6].に於る«青島守備軍司令部青島»所屬“今村少佐”に就ては未調査.   
 因に, 1922[大正11].-1923[大正12].に於る在京陸軍現役少佐としては, 今村基成, 今村 均の兩名のみの如し
(彼等兩名の青島宛出張の有無, 竝に1914[大正3].-1921[大正10].に於る陸軍現役少佐等々に就ては, 未調査).   
▪“[陸軍省?兵器局御用係]輜重兵少佐從六、勲四 今村基成”(職員録 1922., 131頁,  仝1923., 66頁),  
▪“[陸軍省?陸軍航空部?研究部部員]輜重兵少佐從六、勲四 今村基成”( 仝1923., 71頁),  
▪“[參謀本部部員]歩兵大尉從六、勲五 今村 均”( 仝1922., 157頁),  
▪“[陸軍省?陸軍高等軍法會議判士]歩兵少佐從六、勲五 今村 均”(仝1923., 67頁),  
▪“[參謀本部部員]歩兵少佐從六、勲五 今村 均”( 仝1923., 79頁).   
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京帝大(□) 
京附圖(【ひら出   背下白墨“1907”】•背地桃ニル票枠ビ黒印{BNC¦ D¦ 023¦ 京大附図}•表紙地縞號ビ喉  ニル票{京都大学附属図書館¦ 
4832684072}) 
◦“DEUTSCHE KUNST UND DEKORATION  [ILLUSTRIERTE MONATSHEFTE FÜR MODERNE MALEREI PLASTIK. 
ARCHITEKTUR WOHNUNGS-KUNST UND KÜNSTLERISCHE FRAUENARBEITEN]  HERAUSGEGEBEN UND REDI- 
GIERT VON HOFRAT ALEXANDER KOCH  BAND XXIX  OKTOBER 1911 - MÄRZ 1912.  [DARMSTADT  VER- 
LAGSANSTALT ALEXANDER KOCH”121 
KB(背天藍黒白紙票インキ{XIV. A.¦ 84519¦ II Bd¦ 1907}•見返藍黒利地喉インキ{KB¦ Abt:XIV.Gr:A.Ord. Nr:845i9}•飾扉略藍黒印央小口 藍黒寄等々インキ
«K-B ?T.?¦ □»•題扉略藍黒イ央藍黒ンキ、印 鉛筆«K-B ?T.?¦ XIV. A.¦ 845i98  Bd II») 
青守司(背央 白紙票{藍黒一〇三四二???□??????}•背地帶打白紙字 {7194}) 
京帝大(見返利シン目天角藍縁紙票枠ミ藍印{8-1¦ D¦ 20}•飾扉藍黒上央印 «京大¦ 799609¦ 昭和19.2.23»122•飾扉下央朱印«京都帝國大學圖書之
印»•飾扉藍黒地喉印 «青島守備軍司令部 寄贈») 
京附圖(【ひら出   背下白墨“1□…”】•背地桃ニル票枠ビ黒印{BNC¦ D¦ 023¦ 京大附図}•表紙地縞號ビ喉  ニル票{京都大学附属図書館¦ 
4832684088}) 
◦“DEUTSCHE KUNST UND DEKORATION  [ILLUSTRIERTE MONATSHEFTE FÜR MODERNE MALEREI PLASTIK. 
ARCHITEKTUR WOHNUNGS-KUNST UND KÜNSTLERISCHE FRAUENARBEITEN]  HERAUSGEGEBEN UND REDI- 
GIERT VON HOFRAT ALEXANDER KOCH  BAND XXX  APRIL 1912 - SEPTEMBER 1912.  [DARMSTADT  VER- 
LAGSANSTALT ALEXANDER KOCH”123 
KB(背天藍黒白紙票インキ{XIV. A.¦ 84520}•見返藍黒利地喉インキ{KB¦ Abt:XIV.Gr:A.Ord. Nr:84520.}•題扉  略央藍黒藍黒印インキ«K-B ?T.?¦ 
XIV. A.¦ 84520.»•題扉下線   青鉛筆“BAND XXX”•飾扉略藍黒印央等々 多出«K-B ?T.?¦ □») 
青守司(背央 白紙票{藍黒四二九六??□??????}•背下白紙帶 {▒}) 
京帝大(□) 
京附圖(【ひら出   背下白墨“1912”】•背地桃ニル票枠ビ黒印{BNC¦ D¦ 023¦ 京大附図}•表紙地縞號ビ喉  ニル票{京都大学附属図書館¦ 
4832684093}) 
♦“Die Umschau. Uebersicht über die Fortschritte und Bewegungen in Wissenschaft und Technik.”BVdKB 1920.-, S.[V]124 
•“Die Umschau. Uebersicht über die Fortschritte und Bewegungen in Wissenschaft und Technik.  √”防衛研藏〃, 〃,  
[◊“Die Umschau   1903  • • • • • • • 1525”BVdKB 1920.-, S.9.125]           ?MF-No.0264.    
◦“DIE UMSCHAU  ÜBERSICHT über die Fortschritte und Bewegungen auf dem Gesamtgebiet der Wissenschaft, Technik, Li- 
tt[t]eratur und Kunst  Herausgegeben von DR. J. H. BECHHOLD  VIII. JAHRGANG  19023  / FRANKFURT A. M.  H. Bech- 
hold, Verlagsbuchhandlung.”126 
KB(背天藍黒白紙票インキ{I □¦ 15□…}•見返藍黒利地喉インキ{KB¦ Abt:I.Gr:C.Ord. Nr:1525}•見返遊央 紫上略鉛筆“Die Umſchau¦ 1903,”•見返遊  紫
下喉
鉛筆“I C 1525.”•題扉上索引初央、事頁天央項分類藍黒印«K-B *T.*¦ □»•題扉鉛筆“[V]I.II JAHRGANG  [190]23”) 
青守司(背下白紙帶 {▒}) 
京帝大(背地藍目縁紙枠ミ票藍シン印 {10-5¦ U¦ 1}•題扉藍黒上央印 «京大¦ 807189¦ 昭和19.6.12»•見返藍黒利天角インキ{10-5¦ U-1}•題扉央朱裏略印 «
京都帝國大學圖書之印»•題扉藍黒地喉印 «青島守備軍司令部 寄贈») 
京附圖(【背天白墨“J[? M?]”•ひら出   背下白墨“1903”】•背下白ル票黒ビニ印 {青島}) 
[“do[Die Umschau]   1907  2 Bde. • • • • 1526-27”BVdKB 1920.-, S.9.]   
“[DIE UMSCHAU  ÜBERSICHT über die Fortschritte und Bewegungen auf dem Gesamtgebiet der Wissenschaft, Technik, so- 
wie ihrer Beziehungen zu Literatur und Kunst  Herausgegeben von DR. J. H. BECHHOLD  XI. JAHRGANG  1907 / FRANK- 
FURT A. M.  H. Bechhold, Verlagsbuchhandlung.]”127 
                                                     
121 [  ]内は飾扉(前扉).  又, “JOH. CONR. HERBERT’SCHEN HOFBUCHDRUCKEREI NACHF., DR. ADOLF KOCH, DARMSTADT.” 
(題扉ウラ, 地央).  半折痕ナシ.  天•地•小口, 散茜粒.  縱28.5 x 横20.0 cm.   
122 同一印を題扉に誤鈐するも, 消そうとした痕蹟アリ.   
123 [  ]内は飾扉(後扉)(或は製本時に誤綴か?).  又, “JOH. CONR. HERBERT’SCHEN HOFBUCHDRUCKEREI NACHF., DR. 
ADOLF KOCH, DARMSTADT.”(題扉ウラ, 地央).  半折痕ナシ.  天•地•小口, 散茜粒.  縱28.5 x 横20.4 cm.   
124 “Im Lesezimmer der Kiautschou-Bibliothek liegen folgende Zeitungs und Zeitschriften aus: ”.   
125 “[I. Werke allgemeinen Inhalts.  …] I. B. Zeitschriften.”   
126 “Druck von Breitkopf & Härtel in Leipzig.”(題扉裏地央).  VII.Jahrg./No 1.(1. Januar 1903.)-No 53.(26. Dezember 1903.).   
縱28.5 x 横19.9 cm.  半折痕: No 12. VII. Jahrg.(14. März, 1903.; S. [221.]-240.)以前ナシ, No 13. VII. 
Jahrg.(21. März, 1903.; S. [241.]-260.)以降略有.   
127 題扉缺.  XI.Jahrg./No 1.(1. Januar 1907.)號扉に據り假製.  XI.Jahrg./No 1.(1. Januar 1907.)-No 26.(22. Juni 1907.).   
縱28.2 x 横19.75 cm.  半折痕アリ.   
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KB(背天藍黒白紙票インキ{□…¦ 15□…}•見返藍黒利地喉インキ{KB¦ Abt:IGr:COrd. Nr:1526}•第１號 藍黒扉天喉インキ“Inhalts-Verzeichnis¦ ſiehe 
Band II.”•第１號下線共々扉 青鉛筆“DIE UMSCHAU1907 I”•第１號印  々扉天藍黒イ角紫ンキ«K-B *T.*¦ I C 1526»•第２號號々扉以降天角
略々毎
藍黒印«K-B *T.*¦ □») 
青守司(背下帶打白紙字 {458[? 9?]}) 
京帝大(背地藍目縁紙枠ミ票藍シン印 {10-5¦ U¦ 1}•見返利縁紙票天角藍藍印 枠ミ藍黒シン目インキ{10-5¦ U-1}•第１號天喉藍初頁黒印«京大¦ 807189¦ 昭和19. 
6.12»•第１號天略央初頁朱印«京都帝國大學圖書之印»•題扉藍黒地喉印 «青島守備軍司令部 寄贈») 
京附圖(【背天白墨“2”•ひら出   背下白墨“1907”】•背下白ル票黒ビニ印 {青島}) 
“DIE UMSCHAU  ÜBERSICHT über die Fortschritte und Bewegungen auf dem Gesamtgebiet der Wissenschaft, Technik, so- 
wie ihrer Beziehungen zu Literatur und Kunst  Herausgegeben von DR. J. H. BECHHOLD  XI. JAHRGANG  1907 / FRANK- 
FURT A. M.  H. Bechhold, Verlagsbuchhandlung.”128 
KB(背天藍黒白紙票インキ{□ C¦ 1527}•見返藍黒利地喉インキ{KB¦ Abt:IGr:COrd. Nr:1527}•題扉天キ  喉藍黒消線青イン鉛筆“Inhalts-Verzeichnis¦ 








印 «K-B *T.*¦ □») 
青守司(背下帶打白紙字 {460}) 




印 «京都帝國大學圖書之印»•題扉藍黒地喉印 «青島守備軍司令部 寄贈») 
京附圖(【背央白墨“3”•ひら出   背下白墨“1907”】•背下白ル票黒ビニ印 {青島}) 
[“do[Die Umschau]   1908  2 do[Bde.]  • • 1528-29”BVdKB 1920.-, S.9.]   
“[DIE UMSCHAU  ÜBERSICHT über die Fortschritte und Bewegungen auf dem Gesamtgebiet der Wissenschaft, Technik, so- 
wie ihrer Beziehungen zu Literatur und Kunst  Herausgegeben von DR. J. H. BECHHOLD  XII. JAHRGANG  1908 / FRANK- 
FURT A. M.  H. Bechhold, Verlagsbuchhandlung.]”129 
KB(背天藍黒白紙票インキ{I C¦ 1528}•見返藍黒利地喉インキ{KB¦ Abt:IGr:COrd. Nr:1528}•見返  遊略央青鉛筆“1908¦ I,”•第１號 藍黒扉天喉インキ“Inhalts- 
Verzeichnis¦ ſiehe Band II.”•第１號下線共扉  青鉛筆“DIE UMSCHAU1907 I”•第１號黒印 初頁上 藍黒小口藍インキ«K-B *T. *¦ I C 
1526»•略々毎頁天角號初紫印«K-B *T.*¦ □») 
青守司(背下帶打白紙字 {461}) 
京帝大(背地、ミシン見返利目縁紙天角票藍藍枠印 {10-5¦ U¦ 1}•第１號天喉藍初頁黒印«京大¦ 807189¦ 昭和19.6.12»•第１號略央朱初頁印 «京都帝國大
學圖書之印»•第１號地喉藍初頁黒印«青島守備軍司令部 寄贈») 
京附圖(【背央白墨“4”•ひら出   背下白墨“1908”】•背下白ル票黒ビニ印 {青島}) 
“[DIE UMSCHAU  ÜBERSICHT über die Fortschritte und Bewegungen auf dem Gesamtgebiet der Wissenschaft, Technik, so- 
wie ihrer Beziehungen zu Literatur und Kunst  Herausgegeben von DR. J. H. BECHHOLD  XII. JAHRGANG  1908 / FRANK- 
FURT A. M.  H. Bechhold, Verlagsbuchhandlung.]”130 
KB(背天藍黒白紙票インキ{I C¦ 1529}•見返藍黒利地喉インキ{KB¦ Abt:IGr:COrd. Nr:1529}•見返  遊略央青鉛筆“1908¦ II.”•第２７黒印 號初頁 藍黒天角藍インキ
«K-B *T.*¦ I C 1529»•第２８頁天角號、第等々紫３７印 號初稀出«K-B *T.*¦ □») 
青守司(背下帶打白紙字 {462}) 
京帝大(背地、ミシン見返利目縁紙天角票藍藍枠印 {10-5¦ U¦ 1}•第２７天喉藍號初頁黒印 «京大¦ 807189¦ 昭和19.6.12»•第２７天略央號初頁朱印 «京都帝
國大學圖書之印»•第２７地喉藍號初頁黒印 «青島守備軍司令部 寄贈») 
京附圖(【背央白墨“5”•ひら出   背下白墨“1908”】•背下白ル票黒ビニ印 {青島}) 
[“do[Die Umschau]   1909  2 do[Bde.]  • • 1530-31”BVdKB 1920.-, S.9.]   
“DIE UMSCHAU  ÜBERSICHT über die Fortschritte und Bewegungen auf dem Gesamtgebiet der Wissenschaft und Technik.  
Herausgegeben von DR. J. H. BECHHOLD  XV. JAHRGANG  1911 / FRANKFURT A. M.  H. Bechhold, Verlagsbuchhand- 
lung.”131 






頻出«K-B ?T.?¦ □») 
青守司(背下帶打白紙字 {463?}) 
                                                     
128 XI.Jahrg./No 27.(29. Juni 1907.)-No 53.(28. Dezember 1907.).  縱28.35 x 横19.5 cm.   
129 題扉缺.  XII.Jahrg./No 1.(4. Januar 1908.)號初頁に據り假製.  XII.Jahrg./No 1.(4. Januar 1908.)-No 26.(27. Juni 1908.).   
縱28.1 x 横19.8 cm.  天•小口, 散茜粒.  半折痕アリ.   
130 題扉缺.  XII.Jahrg./No 27.(4. Juli 1908.)號初頁に據り假製.  XII.Jahrg./No 27.(4. Juli 1908.)-No 52.(26. Dezember 1908.).   
縱28.1 x 横19.9 cm.  天•小口, 散茜粒.  半折痕アリ.   
131 “Druck von Breitkopf & Härtel in Leipzig.”(題扉裏地央).  XV.Jahrg./No 27.(1. Juli 1911.)-No 52.(23. Dezember 1911.).   
縱28.5 x 横19.9 cm.  半折痕アリ.   
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京帝大(背地、ミシン見返利目縁紙天角票藍藍枠印 {10-5¦ U¦ 1}•題扉央藍裏上黒印«京大¦ 807189¦ 昭和19.6.12»•題扉央朱裏略印 «京都帝國大學圖
書之印»•題扉藍黒地喉印 «青島守備軍司令部 寄贈») 
京附圖(【背央白墨“5”•ひら出   背下白墨“1908”】•背下白ル票黒ビニ印 {青島}) 
“[DIE UMSCHAU  ÜBERSICHT über die Fortschritte und Bewegungen auf dem Gesamtgebiet der Wissenschaft und Technik, 
sowie ihrer Beziehungen zu Literatur und Kunst  Herausgegeben von DR. J. H. BECHHOLD  XIII. JAHRGANG  1909 / 
FRANKFURT A. M.  H. Bechhold, Verlagsbuchhandlung.]”132 
KB(見返藍黒利地喉インキ{KB¦ Abt:IGr:COrd. Nr:1531}•第２７藍黒印號初頁 藍黒上小口インキ«K-B *T.*¦ I C 1531»•第２７央等々號初頁藍黒印天略頻出«K-B 
*T.*¦ □») 
青守司(背地帶打白紙字 {▒}) 
京帝大(見返利ン目縁藍枠紙票ミシ藍印{10-5¦ U¦ 1}•第２７天喉藍號初頁黒印 «京大¦ 807189¦ 昭和19.6.12»•第２７頁天角號初朱印«京都帝國大學圖
書之印»•第２７地喉藍號初頁黒印 «青島守備軍司令部 寄贈») 
京附圖(【背央白墨“5”•ひら出   背下白墨“1909”】•背下白ル票黒ビニ印 {青島}) 
[“do[Die Umschau]   1910  2 do[Bde.]  • • 1532-33”BVdKB 1920.-, S.9.]   
“DIE UMSCHAU  ÜBERSICHT über die Fortschritte und Bewegungen auf dem Gesamtgebiet der Wissenschaft und Technik, 
sowie ihrer Beziehungen zu Literatur und Kunst  Herausgegeben von DR. J. H. BECHHOLD  XIV. JAHRGANG  1910 / 
FRANKFURT A. M.  H. Bechhold, Verlagsbuchhandlung.”133 
KB(見返藍黒利地喉インキ{KB¦ Abt:IGr:C.Ord. Nr:1532}•見返  遊略央青鉛筆“Die Umschau¦ I. B. 1910¦ Januar=Juni”•第１下線號初赤、頁  青鉛筆“1. 
Januar 1910”•第１號黒印 初頁上 藍黒小口藍インキ«K-B *T.*¦ I C 1526»•前扉天角、第略央、１５號第１號天角藍初頁天黒印 «K-B *T.*¦ □») 
青守司(背下帶打白紙字 {465}) 
京帝大(背地、ミシン見返利目縁紙天角票藍藍枠印 {10-5¦ U¦ 1}•題扉央藍裏上黒印«京大¦ 807189¦ 昭和19.6.12»•題扉央朱裏略印 «京都帝國大學圖
書之印»•題扉藍黒地喉印 «青島守備軍司令部 寄贈») 
京附圖(背下  白ビニ   ル票黒印{青島}) 
“[DIE UMSCHAU  ÜBERSICHT über die Fortschritte und Bewegungen auf dem Gesamtgebiet der Wissenschaft und Technik, 
sowie ihrer Beziehungen zu Literatur und Kunst  Herausgegeben von DR. J. H. BECHHOLD  XIV. JAHRGANG  1910 / 
FRANKFURT A. M.  H. Bechhold, Verlagsbuchhandlung.]”134 
KB(見返藍黒利地喉インキ{KB¦ Abt:I.Gr:C.Ord. Nr:1533}•見返  遊略央青鉛筆“Die Umschau¦ II. B. 1910.¦ Juli-Dezember.”•第２７藍黒印號初頁 藍黒
天央 
インキ«K-B *T.*¦ I. C. 1533.»•第２７口等々號初頁藍黒印上小頻出«K-B *T.*¦ □») 
青守司(背地帶打白紙字 {466}) 
京帝大(背地、ミシン見返利目縁紙天角票藍藍枠印 {10-5¦ U¦ 1}•第２７天喉藍號初頁黒印 «京大¦ 807189¦ 昭和19.6.12»•第２７頁天角號初朱印«京都帝國
大學圖書之印»•第２７地喉藍號初頁黒印 «青島守備軍司令部 寄贈») 
京附圖(背下白ル票黒ビニ印 {青島}) 
[“do[Die Umschau]   1911  1 Bd.  • • • 1534”BVdKB 1920.-, S.9.]   
“[DIE UMSCHAU  ÜBERSICHT über die Fortschritte und Bewegungen auf dem Gesamtgebiet der Wissenschaft und Technik, 
sowie ihrer Beziehungen zu Literatur und Kunst  Herausgegeben von DR. J. H. BECHHOLD  XV. JAHRGANG  1911 / 
FRANKFURT A. M.  H. Bechhold, Verlagsbuchhandlung.]”135 
KB(見返藍黒利地喉インキ{KB¦ Abt:I.Gr:B.Ord. Nr:1534.}•見返  遊略央青鉛筆“Die Umschau¦ 19ii. Bd. I.”•第１下線號初赤、頁  青鉛筆“1. Januar 
1910”•第１號黒印 初頁天藍黒イ央藍ンキ«K-B ?T.?¦ I. B.¦ 1534.»•第１號號迄毎以降第號藍黒１６印 «K-B *T.*¦ □»•第１７號迄毎號以降號藍黒
第２６
印  «K-B ?T.?¦ □») 
青守司(背下帶打白紙字 {467}) 
京帝大 (背地、ミシン見返利目縁紙天角票藍藍枠印 {10-5¦ U¦ 1}•見返利縁紙票天角藍藍印 枠ミシ藍黒イン目ンキ{[10-]5¦ [U-]1}•第１號天喉藍初頁黒印«京大 ¦ 
807189¦ 昭和19.6.12»•第１號天角朱初頁印 «京都帝國大學圖書之印»•第１號地喉藍初頁黒印«青島守備軍司令部 寄贈») 
京附圖(背下白ル票黒ビニ印 {青島}) 
                                                     
132 題扉缺.  XIII.Jahrg./No 27.(3. Juli 1909.)號初頁に據り假製.  XIII.Jahrg./No 27.(3. Juli 1909.)-No 52.(25. Dezember 1909.).   
縱28.35 x 横20.0 cm.  半折痕アリ.   
133 “Druck von Breitkopf & Härtel in Leipzig.”(題扉裏地央).  XIV.Jahrg./No 1.(1. Januar 1910.)-No 26.(25. Juni 1910.).   
縱27.9 x 横19.6 cm.  半折痕アリ.  S. 324/325間に有限會社“Deutsche Quarz-Gesellschaft m. b. H.”の自社簡介肌色
紙(縱14.3 x 横23.2 cm)を挾む.   
134 題扉缺.  XIV.Jahrg./No 27.(2. Juli 1910.)號初頁に據り假製.  XIV.Jahrg./No 27.(2. Juli 1910.)-No 52.(24. Dezember 1910.).   
縱28.4 x 横19.75 cm.  半折痕アリ.   
135 題扉缺.  XV.Jahrg./No 1.(1. Januar 1911.)號初頁に據り假製.  XV.Jahrg./No 1.(1. Januar 1911.)-No 26.(24. Juni 1911.).   
縱28.2 x 横19.0 cm.  天•地•小口, 塗青.  半折痕アリ.   
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♦“  X. Naturwissenschaften    •    •    •    •    •  [Seite]71.   
A. Zeitschriften, Allgemeines.  B. Nautik, Vermessungswesen.  C. Geologie, Mineralogie.   
D. Astronomie – Meteorologie – Physik – Chemie.  E. Botanik – Zoologie – Anthropologie –  
Physiologie, Biologie.   
    XI. Medizin    •    •    •    •    •    •  [Seite]79.”BVdKB 1920.-, S.[VIII]136 
•“  X. Naturwissenschaften    •    •    •    •    •  [Seite]71.    
A. Zeitschriften, Allgemeines.  B. Nautik, Vermessungswesen.  C. Geologie, Mineralogie.   
D. Astronomie – Meteorologie – Physik – Chemie.  E. Botanik – Zoologie – Anthropologie –  
Physiologie, Biologie.   
    XI. Medizin    •    •    •    •    •    •  [Seite]79.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0267. 
♦“      2848 Drobisch, Darstellung der Logik. 1887.”BVdKB 1920.-, S.16.137   
•“東、—2848 Drobisch, Darstellung der Logik. 1887.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0284. 
▫“      2848 Drobisch, Darstellung der Logik. 1887”11東陸幼校 MF-No.0253. 
♦“    2902 Holzinger, Lehrbuch d. politischen Arithmetik für höhere Handelsschulen. a-c.”BVdKB 1920.-, S.16.138   
•“東、2902 Holzinger, Lehrbuch d. politischen Arithmetik für höhere Handelsschulen. a-c.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0284. 
▫“    2902 Holzinger, Lehrbuch d. politischen Arithmetik für höhere Handelsschulen. a-c.”11東陸幼校 MF-No.0253. 
♦“    2903 Knapp, Theorie des Bevölkerungswechsels”BVdKB 1920.-, S.16. 
•“、、 2903 Knapp, Theorie des Bevölkerungswechsels”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0284. 
▫“    2903 Knapp, Theorie des Bevölkerungswechsels”11東陸幼校 MF-No.0253. 
♦“   2904 Laska, Sammlung von Formeln der reinen und angewandten Mathematik.”BVdKB 1920.-, S.16. 
•“、、 2904 Laska, Sammlung von Formeln der reinen und angewandten Mathematik.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0284. 
▫“    2904 Laska, Sammlung von Formeln der reinen und angewandten Mathematik.”11東陸幼校 MF-No.0253. 
♦“   2905 Bardey, Methodisch geordnete Aufgabensammlung über alle Teile der Elementar-  
         Arithmetik.”BVdKB 1920.-, S.16. 
•“、、 2905 Bardey, Methodisch geordnete Aufgabensammlung über alle Teile der Elementar-  
         Arithmetik.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0284. 
▫“    2905 Bardey, Methodisch geordnete Aufgabensammlung über alle Teile der Elementar- 
         Arithmetik.”11東陸幼校 MF-No.0253. 
♦“   2906 Bilharz und Dannegger, Metaphysische Anfangsgründe der mathematischen  
               Wissenschaften.”BVdKB 1920.-, S.16. 
•“、、 2906 Bilharz und Dannegger, Metaphysische Anfangsgründe der mathematischen  
               Wissenschaften.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0284. 
▫“    2906 Bilharz und Dannegger, Metaphysische Anfangsgründe der mathematischen  
               Wissenschaften.”11東陸幼校 MF-No.0253. 
♦“   2907 Treutlein, Vierstellige logarithmische und goniometrische Tafeln  a-c.”BVdKB 1920.-, S.16. 
•“、、 2907 Treutlein, Vierstellige logarithmische und goniometrische Tafeln  a-c.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0284. 
▫“    2907 Treutlein, Vierstellige logarithmische und goniometrische Tafeln  a-c.”11東陸幼校 MF-No.0253. 
♦“   2908 Wertheim, Die Arithmetik des Elia Wisrachi. 
     Gauss, sein Leben und Wirken, s. XII. A.”BVdKB 1920.-, S.16. 
•“、、 2908 Wertheim, Die Arithmetik des Elia Wisrachi. 
  、、    Gauss, sein Leben und Wirken, s. XII. A.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0284. 
▫“    2908 Wertheim, Die Arithmetik des Elia Wisrachi. 
     Gauss, sein Leben und Wirken, s. XII. A.”11東陸幼校 MF-No.0253. 
♦“   2909 Ahrens, Mathematische Unterhaltungen u. -Spiele. Bd. I. 2 Aufl.”BVdKB 1920.-, S.16. 
•“、、 2909 Ahrens, Mathematische Unterhaltungen u. -Spiele. Bd. I. 2 Aufl.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0284. 
▫“    2909 Ahrens, Mathematische Unterhaltungen u. -Spiele. Bd. I. 2 Aufl.”11東陸幼校 MF-No.0253. 
♦“   2910 Mehler, Hauptsätze der Elementar-Mathematik.  a-c.”BVdKB 1920.-, S.16. 
•“、、 2910 Mehler, Hauptsätze der Elementar-Mathematik.  a-c.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0284. 
                                                     
136 “Einteilung der Bücherei.”.   
137 “[III.: Philosophie – Mathematik – C.[C.] Pädagogik.]  A. Philosophie.”.   
138 “[III.: Philosophie – Mathematik – C.[C.] Pädagogik.]  B. Mathematik.”.   
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▫“    2910 Mehler, Hauptsätze der Elementar-Mathematik.  a-c.”11東陸幼校 MF-No.0253. 
♦“   2911 Schlömilch, Fünfstellige logarithmische und trigonometrische Tafeln.  a-b.”BVdKB 1920.-, S.16. 
•“、、 2911 Schlömilch, Fünfstellige logarithmische und trigonometrische Tafeln.  a-b.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0284. 
▫“    2911 Schlömilch, Fünfstellige logarithmische und trigonometrische Tafeln.  a-b.”11東陸幼校 MF-No.0253. 
♦“   2912 Schrön, Siebenstellige gemeine Logarithmen der Zahlen von 1-108 000 und der Sinus,  
         Cosinus, Tangenten und Cotangenten aller Winkel des Quadranten von 10  
         zu 10 Sekunden.  a-c.”BVdKB 1920.-, S.16. 
•“、、 2912 Schrön, Siebenstellige gemeine Logarithmen der Zahlen von 1-108 000 und der Sinus,  
         Cosinus, Tangenten und Cotangenten aller Winkel des Quadranten von 10  
         zu 10 Sekunden.  a-c.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0284. 
▫“    2912 Schrön, Siebenstellige gemeine Logarithmen der Zahlen von 1-108 000 und der Sinus,  
         Cosinus, Tangenten und Cotangenten aller Winkel des Quadranten von 10  
         zu 10 Sekunden.  a-c.”11東陸幼校 MF-No.0253. 
♦“    2913-14 Kiepert, Grundriss der Differential- und Integralrechnung. Tl. I. u. II.”BVdKB 1920.-, S.16. 
•“、、 2913-14 Kiepert, Grundriss der Differential- und Integralrechnung. Tl. I. u. II.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0284. 
▫“    2913-14 Kiepert, Grundriss der Differential- und Integralrechnung. Tl. I. u. II.”11東陸幼校 MF-No.0253. 
♦“2969 Hermann, Aug. Die Schulspiele der deutschen Jugend.”BVdKB 1920.-, S.17.139   
•“2969 Hermann, Aug. Die Schulspiele der deutschen Jugend.—東、”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0285. 
▫“2969 Hermann, Aug. Die Schulspiele der deutschen Jugend.”11東陸幼校 MF-No.0253. 
♦“   5424 Thomas, Buch denkwürdiger Entdeckungen. Leipzig 1904.”BVdKB 1920.-, S.30.140   
•“√  5424 Thomas, Buch denkwürdiger Entdeckungen. Leipzig 1904.  ”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0298. 
♦“   13131-34 Jäger, (Oscar), Weltgeschichte in 4 Bänden. (I. Altertum, II. Mittelalter, III. Neuere Zeit,  
          IV. Neueste Zeit seit 1789).”BVdKB 1920.-, S.46.141   
•“×—13131-34 Jäger, (Oscar), Weltgeschichte in 4 Bänden. (I. Altertum, II. Mittelalter, III. Neuere Zeit,  
          IV. Neueste Zeit seit 1789).”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0314. 
♦“13245 Freytag, Bilder aus der deutschen Vergangenheit. Bd. I  a-b. 
13246 -          do           II 1.  a-b. 
13247 -          do           II 2  a-b. 
13248 -          do           III   a-b. 
13249 -          do           IV  a-b.”BVdKB 1920.-, S.47. 
•“13245 Freytag, Bilder aus der deutschen Vergangenheit. Bd. I  a-b.  —× 
13246 -          do           II 1.  a-b. 
13247 -          do           II 2  a-b. 
13248 -          do           III   a-b. 
13249 -          do           IV  a-b.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0315. 
♦“24708 Das Marine-Chronometer und seine Verwendung in der nautischen Praxis. 1894.”BVdKB 1920.-, S.73.142   
•“24708 Das Marine-Chronometer und seine Verwendung in der nautischen Praxis. 1894.  —東、”防衛研藏〃, 〃,  
MF-No.0341.  
▫“24708 Das Marine-Chronometer und seine Verwendung in der nautischen Praxis. 1894.”11東陸幼校 MF-No.0253. 
♦“24709 Die Methoden der Chronometer-Kontrolle an Bord zum Zwecke der Längen-  
          bestimmung.”BVdKB 1920.-, S.73. 
•“24709 Die Methoden der Chronometer-Kontrolle an Bord zum Zwecke der Längen-  
          bestimmung.  —、、 ”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0341. 
▫“24709 Die Methoden der Chrolometer-Kontrolle an Bord zum Zwecke der Längen-  
          bestimmung.”11東陸幼校 MF-No.0253. 
                                                     
139 “[III.: Philosophie – Mathematik – C.[C.] Pädagogik.]  C. Pädagogik.”.   
140 “[III.: Philosophie – Mathematik – C.[C.] Pädagogik.]  C. Pädagogik.”.   
141 “VIII.: Geschichte.*)  A. Allgemeine Weltgeschichte.  – Kultur- und Sittengeschichte.[*] Geschichtliche Literatur in 
Erzählung und in populärer Darstellung ist auch bei XII. C. zu finden.  Lebensbilder, Denk würdigkeiten, 
Erinnerungen, auch bei XII. A.]”.   
142 “[X.: Naturwissenschaften.]  B. Nautik, Vermessungenwesen.”.   
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♦“24901-02 Vogler, Lehrbuch der praktischen Geometrie. Bd. 1-2.”BVdKB 1920.-, S.73. 
•“24901-02 Vogler, Lehrbuch der praktischen Geometrie. Bd. 1-2.  —東、”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0341. 
▫“24901-02 Vogler, Lehrbuch der praktischen Geometrie. Bd. 1-2.”11東陸幼校 MF-No.0253. 
♦“   25001 Berghaus, Physikalischer Atlas der Geologie.”BVdKB 1920.-, S.73.143   
•“、 25001 Berghaus, Physikalischer Atlas der Geologie.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0341. 
▫“   25001 Berghaus, Physikalischer Atlas der Geologie.”11東陸幼校 MF-No.0253. 
♦“   25508 Engel, Theodor. Die wichtigsten Gesteinsarten der Erde.”BVdKB 1920.-, S.73. 
•“、 25508 Engel, Theodor. Die wichtigsten Gesteinsarten der Erde.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0341. 
▫“? 25508 Engel, Theodor. Die wichtigsten Gesteinsarten der Erde. 
     Schlosser, Die fossilen Sängetiere Chinas. s. 28548.”11東陸幼校 MF-No.0253. 
♦“   25509 M. W. Meyer, Erdbeben und Vulkane.”BVdKB 1920.-, S.74. 
•“、 25509 M. W. Meyer, Erdbeben und Vulkane.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0342. 
▫“   25509 M. W. Meyer, Erdbeben und Vulkane.”11東陸幼校 MF-No.0253. 
♦“   25549 Doflein, Ostasistische Dekapoden.”BVdKB 1920.-, S.74. 
•“、 25549 Doflein, Ostasistische Dekapoden.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0342. 
▫“   25549 Doflein, Ostasistische Dekapoden.”11東陸幼校 MF-No.0253. 
♦“   25550 Moroff, Studien übr[re]r Octocorallien (Zoologische Jahrbücher Bd. 17. Hft. 3.)”BVdKB 1920.-, S.74. 
•“、 25550 Moroff, Studien übr[re]r Octocorallien (Zoologische Jahrbücher Bd. 17. Hft. 3.)”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0342. 
▫“   25550 Moroff, Studien übr[re]r Octocorallien (Zoologische Jahrbücher Bd. 17. Hft. 3.)”11東陸幼校 MF-No.0253. 
♦“   26001 Arrhenius, Des Werden der Welten. 1908.”BVdKB 1920.-, S.74.144   
•“、 26001 Arrhenius, Des Werden der Welten. 1908.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0342. 
▫“   26001 Arrhenius, Des Werden der Welten. 1908.”11東陸幼校 MF-No.0253. 
♦“      26201 Breitung, Mathematische Geographie.”BVdKB 1920.-, S.74. 
•“東、— 26201 Breitung, Mathematische Geographie.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0342. 
▫“      26201 Breitung, Mathematische Geographie.”11東陸幼校 MF-No.0253. 
♦“   26210 Meyer, M. W. Der Mond. A. N. u. G.”BVdKB 1920.-, S.74. 
•“、 26210 Meyer, M. W. Der Mond. A. N. u. G.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0342. 
♦“   26214 Littrow, Wunder des Himmels. 8. Auflage. v. Weiss. 1897.”BVdKB 1920.-, S.74. 
•“、 26214 Littrow, Wunder des Himmels. 8. Auflage. v. Weiss. 1897.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0342. 
▫“   26214 Littrow, Wunder des Himmels. 8. Auflage. v. Weiss. 1897.”11東陸幼校 MF-No.0254. 
♦“      26234 Wislicenus, Der Kalender. A. N. u. G.”BVdKB 1920.-, S.74. 
•“東、— 26234 Wislicenus, Der Kalender. A. N. u. G.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0342. 
▫“      26234 Wislicenus, Der Kalender. A. N. u. G.”11東陸幼校 MF-No.0254. 
♦“   26708 Giberne, Agnes, Das Lufmeer.  a-b.”BVdKB 1920.-, S.75. 
•“? 26708 Giberne, Agnes, Das Lufmeer.  a-b.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0343. 
▫“   26708 Giberne, Agnes, Das Lufmeer.  a-b.”11東陸幼校 MF-No.0254. 
♦“   26711-14 Müller-Pouillets, Lehrbuch der Physik u. Meteorologie.”BVdKB 1920.-, S.75. 
•“? 26711-14 Müller-Pouillets, Lehrbuch der Physik u. Meteorologie.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0343. 
▫“   26711-14 Müller-Pouillets, Lehrbuch der Physik u. Meteorologie.”11東陸幼校 MF-No.0254. 
♦“   26720 Kassner, Das Wetter u. seine Bedeutung. 1908.”BVdKB 1920.-, S.75. 
•“? 26720 Kassner, Das Wetter u. seine Bedeutung. 1908.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0343. 
▫“   26720 Kassner, Das Wetter u. seine Bedeutung. 1908.”11東陸幼校 MF-No.0254. 
♦“   26750 Hann, Julius, Atlas der Meteorologie.  a-b.”BVdKB 1920.-, S.75. 
•“? 26750 Hann, Julius, Atlas der Meteorologie.  a-b.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0343. 
▫“   26750 Hann, Julius, Atlas der Meteorologie.  a-b.”11東陸幼校 MF-No.0254. 
♦“   27202 Budde, Physikalische Aufgaben für die oberen Klassen höherer Lehranstalten.”BVdKB 1920.-, S.75. 
                                                     
143 “[X.: Naturwissenschaften.]  C. Geologie, Mineralogie.”.   
144 “[X.: Naturwissenschaften.]  D. Astoronomie–Meteorogie–Physik–Chemie.”.   
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•“? 27202 Budde, Physikalische Aufgaben für die oberen Klassen höherer Lehranstalten.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0343. 
▫“   27202 Budde, Physikalische Aufgaben für die oberen Klassen höherer Lehranstalten.”11東陸幼校 MF-No.0254. 
♦“   27204 Fliedner, Aufgaben aus der Physik.”BVdKB 1920.-, S.75. 
•“? 27204 Fliedner, Aufgaben aus der Physik.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0343. 
▫“   27204 Fliedner, Aufgaben aus der Physik.”11東陸幼校 MF-No.0254. 
♦“   27205 - Auflösungen zu den Aufgaben aus der Physik.”BVdKB 1920.-, S.75. 
•“? 27205 - Auflösungen zu den Aufgaben aus der Physik.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0343. 
▫“   27205 〃, Auflösungen zu den Aufgaben aus der Physik.”11東陸幼校 MF-No.0254. 
♦“   27206 - Lehrbuch der Physik.”BVdKB 1920.-, S.75. 
•“? 27206 - Lehrbuch der Physik.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0343. 
▫“   27206 〃, Lehrbuch der Physik.”11東陸幼校 MF-No.0254. 
♦“   27207 Frick, Anleitung zu Physikalischen Versuchen in der Volksschule.”BVdKB 1920.-, S.75. 
•“? 27207 Frick, Anleitung zu Physikalischen Versuchen in der Volksschule.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0343. 
▫“   27207 Frick, Anleitung zu Physikalischen Versuchen in der Volksschule.”11東陸幼校 MF-No.0254. 
♦“   27213 Graetz, Das Licht und die Farben. A. N. u. G.”BVdKB 1920.-, S.75. 
•“? 27213 Graetz, Das Licht und die Farben. A. N. u. G.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0343. 
▫“   27213 Graetz, Das Licht und die Farben. A. N. u. G.”11東陸幼校 MF-No.0254. 
♦“   27214 Maxwell, Theorie der Wärme.”BVdKB 1920.-, S.75. 
•“? 27214 Maxwell, Theorie der Wärme.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0343. 
▫“   27214 Maxwell, Theorie der Wärme.”11東陸幼校 MF-No.0254. 
♦“   27215 Mach, Populärwissenschaftliche Vorlesungen. 3. Aufl. 1903.”BVdKB 1920.-, S.75. 
•“? 27215 Mach, Populärwissenschaftliche Vorlesungen. 3. Aufl. 1903.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0343. 
▫“   27215 Mach, Populärwissenschaftliche Vorlesungen. 3. Aufl. 1903.”11東陸幼校 MF-No.0254. 
♦“   27216 Mayn, Die absoluten mechanischen, calorischen, magnetischen, elektrodynamischen und Licht-  
         Mass-Einheiten.”BVdKB 1920.-, S.75. 
•“? 27216 Mayn, Die absoluten mechanischen, calorischen, magnetischen, elektrodynamischen und Licht-  
         Mass-Einheiten.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0343. 
▫“   27216 Mayn, Die absoluten mechanischen, calorischen, magnetischen, elektrodynamischen und Licht- 
         Mass-Einheiten.”11東陸幼校 MF-No.0254. 
♦“   27217 Pfaundler, Die Physik des täglichen Lebens. 1904.”BVdKB 1920.-, S.75. 
•“? 27217 Pfaundler, Die Physik des täglichen Lebens. 1904.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0343. 
▫“   27217 Pfaundler, Die Physik des täglichen Lebens. 1904.”11東陸幼校 MF-No.0254. 
♦“   27218 Pscheidl, Einleitung in die praktische Physik.”BVdKB 1920.-, S.75. 
•“? 27218 Pscheidl, Einleitung in die praktische Physik.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0343. 
▫“   27218 Pscheidl, Einleitung in die praktische Physik.”11東陸幼校 MF-No.0254. 
♦“   27221-22 Rosenberger, Die Geschichte der Physik.”BVdKB 1920.-, S.75. 
•“? 27221-22 Rosenberger, Die Geschichte der Physik.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0343. 
▫“   27221-22 Rosenberger, Die Geschichte der Physik.”11東陸幼校 MF-No.0254. 
♦“   27223 Righi, Die moderne Theorie der physikalischen Erscheinungen. (Radioaktivät, Jonen etc.)  
         2. Aufl. 1908.”BVdKB 1920.-, S.75. 
•“? 27223 Righi, Die moderne Theorie der physikalischen Erscheinungen. (Radioaktivät, Jonen etc.)  
         2. Aufl. 1908.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0343. 
▫“   27223 Righi, Die moderne Theorie der physikalischen Erscheinungen. (Radioaktivät, Jonen etc.)  
         2. Aufl. 1908.”11東陸幼校 MF-No.0254. 
♦“   27224 Rohr, Die optischen Instrumente. A. N. u. G.”BVdKB 1920.-, S.75. 
•“? 27224 Rohr, Die optischen Instrumente. A. N. u. G.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0343. 
▫“   27224 Rohr, Die optischen Instrumente. A. N. u. G.”11東陸幼校 MF-No.0254. 
♦“   27225 Tyndall, Das Licht. 6 Vorlesungen.”BVdKB 1920.-, S.75. 
•“? 27225 Tyndall, Das Licht. 6 Vorlesungen.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0343. 
▫“   27225 Tyndall, Das Licht. 6 Vorlesungen.”11東陸幼校 MF-No.0254. 
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♦“   27226 - Der Schall”BVdKB 1920.-, S.75. 
•“? 27226 - Der Schall”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0343. 
▫“   27226 〃, Der Schall”11東陸幼校 MF-No.0254. 
♦“   27227 - Die Wärme, betrachtet als eine Art der Bewegung.”BVdKB 1920.-, S.75. 
•“? 27227 - Die Wärme, betrachtet als eine Art der Bewegung.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0343. 
▫“   27227 〃, Die Wärme, betrachtet als eine Art der Bewegung.”11東陸幼校 MF-No.0254. 
♦“   27231 Wiedmann u. Ebert, Physikalisches Praktikum.”BVdKB 1920.-, S.76. 
•“? 27231 Wiedmann u. Ebert, Physikalisches Praktikum.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0344. 
♦“   27235 Donath, Physikalisches Spielbuch für die Jugent.  a-b.”BVdKB 1920.-, S.76. 
•“? 27235 Donath, Physikalisches Spielbuch für die Jugent.  a-b.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0344. 
▫“   27235 Donath, Physikalisches Spielbuch für die Jugent.  a-b.”11東陸幼校 MF-No.0254. 
♦“   27237 Bugge, Strahlungserscheinungen und Radioaktivität.”BVdKB 1920.-, S.76. 
•“? 27237 Bugge, Strahlungserscheinungen und Radioaktivität.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0344. 
▫“   27237 Bugge, Strahlungserscheinungen und Radioaktivität.”11東陸幼校 MF-No.0254. 
♦“   27240 - Atlas des Erdmagnetismus.”BVdKB 1920.-, S.76. 
•“? 27240 - Atlas des Erdmagnetismus.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0344. 
▫“   27240 - Atlas des Erdmagnetismus.”11東陸幼校 MF-No.0254. 
♦“   27242 Slaby, Glückliehe Stunden. Gemeinverständliche Vorträge über Elektrizität. 1908.”BVdKB 1920.-, S.76. 
•“? 27242 Slaby, Glückliehe Stunden. Gemeinverständliche Vorträge über Elektrizität. 1908.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0344. 
▫“   27242 Slaby, Glückliehe Stunden. Gemeinverständliche Vorträge über Elektrizität. 1908.”11東陸幼校 MF-No.0254. 
♦“   27243 Nippoldt, Erdmagnetismus, Erdstrom und Polarlicht (S. Göschen) 1903.”BVdKB 1920.-, S.76. 
•“? 27243 Nippoldt, Erdmagnetismus, Erdstrom und Polarlicht (S. Göschen) 1903.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0344. 
▫“   27243 Nippoldt, Erdmagnetismus, Erdstrom und Polarlicht (S. Göschen) 1903.”11東陸幼校 MF-No.0254. 
♦“   27705 Klein, Chemie, Anorganischer Teil. (S. Göschen) 1907.”BVdKB 1920.-, S.76. 
•“? 27705 Klein, Chemie, Anorganischer Teil. (S. Göschen) 1907.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0344. 
▫“   27705 Klein, Chemie, Anorganischer Teil. (S. Göschen) 1907.”11東陸幼校 MF-No.0255. 
♦“   27706 Rudolphi, Allgemeine und physikalische Chemie. (S. Göschen) 1907.”BVdKB 1920.-, S.76. 
•“? 27706 Rudolphi, Allgemeine und physikalische Chemie. (S. Göschen) 1907.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0344. 
▫“   27706 Rudolphi, Allgemeine und physikalische Chemie. (S. Göschen) 1907.”11東陸幼校 MF-No.0255. 
♦“   27707 Löb, Einführung in die chemische Wissenschaft. A. N. u. G.”BVdKB 1920.-, S.76. 
•“? 27707 Löb, Einführung in die chemische Wissenschaft. A. N. u. G.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0344. 
▫“   27707 Löb, Einführung in die chemische Wissenschaft. A. N. u. G.”11東陸幼校 MF-No.0255. 
♦“   27710 Bernthsen, Kurzes Lehrbuch der organischen Chemie. 1896.”BVdKB 1920.-, S.76. 
•“? 27710 Bernthsen, Kurzes Lehrbuch der organischen Chemie. 1896.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0344. 
▫“   27710 Bernthsen, Kurzes Lehrbuch der organischen Chemie. 1896.”11東陸幼校 MF-No.0255. 
♦“   27713 Erdmann, Lehrbuch der anorganischen Chemie. 1898.”BVdKB 1920.-, S.76. 
•“? 27713 Erdmann, Lehrbuch der anorganischen Chemie. 1898.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0344. 
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•“29551147 Fiedler, und Blochwitz, Der Bau des menschlichen Körpers nebst Hinweisungen auf die gesund-  
               heitspflege.  ?”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0347. 
◦“29551 Fiedler, und Blochwitz, Der Bau des menschlichen Körpers nebst Hinweisungen  
             auf die gesundheitspflege.”6-2 陸被本廠 MF-No.0212. 
♦“   29552 Thomé, Der Mensch, sein Bau und sein Leben.”BVdKB 1920.-, S.80. 
•“? 29552 Thomé, Der Mensch, sein Bau und sein Leben.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0348. 
▫“   29552 Thomé, Der Mensch, sein Bau und sein Leben.”11東陸幼校 MF-No.0257. 
♦“   29603   Dornblüth, Gesundheitspflege in Haus und Familie.”BVdKB 1920.-, S.80. 
•“?  29603148 Dornblüth, Gesundheitspflege in Haus und Familie.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0348. 
▫“   29603   Dornblüth, Gesundheitspflege in Haus und Familie.”6-2 陸被本廠 MF-No.0212. 
♦“   29604   Fodor, Das gesunde Haus und die gesunde Wohnung.”BVdKB 1920.-, S.80. 
•“?  29604149 Fodor, Das gesunde Haus und die gesunde Wohnung.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0348. 
▫“   29604   Fodor, Das gesunde Haus und die gesunde Wohnung.”6-2 陸被本廠 MF-No.0212. 
♦“   29605-06 - Hygienische Untersuchungen über Luft, Boden und Wasser auf ihre Beziehung  
       zu epidemischen Krankheiten.”BVdKB 1920.-, S.80. 
•“○  29605-06 - Hygienische Untersuchungen über Luft, Boden und Wasser auf ihre Beziehung  
       zu epidemischen Krankheiten.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0348. 
▫“   29605-06 〃 Hygienische Untersuchungen über Luft, Boden und Wasser auf ihre Beziehung  
       zu epidemischen Krankheiten.”6-2 陸被本廠 MF-No.0212. 
♦“   29616   Däubler, Karl, Die Grundzüge der Tropenhygiene. 1895.”BVdKB 1920.-, S.80. 
•“? 29616150 Däubler, Karl, Die Grundzüge der Tropenhygiene. 1895.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0348. 
▫“   29616   Däubler, Karl, Die Grundzüge der Tropenhygiene. 1895.”6-2 陸被本廠 MF-No.0212. 
♦“   29634   David, Körperliche Verbildungen im Kindesalter u. ihre Verhütung. A. N. u. G.”BVdKB 1920.-, S.80. 
•“? 29634151 David, Körperliche Verbildungen im Kindesalter u. ihre Verhütung. A. N. u. G.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0348. 
▫“   29634   David, Körperliche Verbildungen im Kindesalter u. ihre Verhütung. A. N. u. G.”6-2 陸被本廠 MF-No.0212. 
♦“   29707 Sachs, Willy, Die Kohlenoxyd-Vergiftung in ihrer klinischen hygienischen und gerichtsärztlichen  
           Bedeutung. a-b.”BVdKB 1920.-, S.81. 
•“○ 29707 Sachs, Willy, Die Kohlenoxyd-Vergiftung in ihrer klinischen hygienischen und gerichtsärztlichen  
           Bedeutung. a-b.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0349. 
▫“   29707 Sachs, Willy, Die Kohlenoxyd-Vergiftung in ihrer klinischen hygienischen und gerichtsärztlichen  
           Bedeutung.  a-b.”6-2 陸被本廠 MF-No.0212. 
♦“   29773   Herkner, Alkohlismus und Arbeiterfrage.”BVdKB 1920.-, S.81. 
•“   29773152 Herkner, Alkohlismus und Arbeiterfrage.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0349. 
▫“   29773   Herkner, Alkohlismus und Arbeiterfrage.”6-2 陸被本廠 MF-No.0212. 
♦“   29801 Roth, Das Militär- und Marine-Sanitätswesen. a-b.”BVdKB 1920.-, S.81. 
•“? 29801 Roth, Das Militär- und Marine-Sanitätswesen. a-b.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0349. 
♦“   85413-15 Münsterberg, Japanische Kunstgeschichte. 3 Bde. 1908.”BVdKB 1920.-, S.178.153 
•“×* 85413-15 Münsterberg, Japanische Kunstgeschichte. 3 Bde. 1908.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0446. 
▫“√   85413-15 Münsterberg, Japanische Kunstgeschichte. 3 Bde. 1908.”10 陸士校 MF-No.0248. 
♦“   85417    - Chinesische Kunstgeschichte. Bd. 1. 1910. a-b.”BVdKB 1920.-, S.178. 
•“×* 85417    - Chinesische Kunstgeschichte. Bd. 1. 1910. a-b.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0446. 
▫“√   85417    - Chinesische Kunstgeschichte. Bd. 1. 1910. a-b.”10 陸士校 MF-No.0248. 
                                                     
147 下線藍黒インキ.   
148 下線鉛筆.   
149 下線鉛筆.   
150 下線鉛筆.   
151 下線鉛筆.   
152 下線藍黒インキ.   
153 “XI.: Medizin.”.   
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♦“   85421    Bushell, Chinese Art. Vol[.] I.”BVdKB 1920.-, S.178. 
•“×* 85421    Bushell, Chinese Art. Vol[.] I.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0446. 
▫“√   85421    Bushell, Chinese Art. Vol[.] I.”10 陸士校 MF-No.0248. 
♦“   85424    Grünwedel, Buddhistische Kunst in J[JI]ndien 1900.”BVdKB 1920.-, S.178. 
•“×* 85424    Grünwedel, Buddhistische Kunst in J[JI]ndien 1900.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0446. 
▫“√   85424    Grünwedel, Buddhistische Kunst in J[JI]ndien 1900.”10 陸士校 MF-No.0248. 
♦“   85427    Brinkmann, Kunst und Handwerk in Japan.”BVdKB 1920.-, S.178. 
•“×* 85427    Brinkmann, Kunst und Handwerk in Japan.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0446. 
▫“√   85427    Brinkmann, Kunst und Handwerk in Japan.”10 陸士校 MF-No.0248. 
◦“KUNST UND HANDWERK in JAPAN von Dr. Justus BrinckmannDirector des Hamburgischen Museums für Kunst und Gewerbe.  Erster Band.  
Mit 225 Illustrationen. / BERLIN.  R. Wagner, Kunst- und Verlagshandlung.  1889.”154 






ンキ«K-B *T.*¦ XIV.A.¦ 85427.»•題扉略寄  央小口緑鉛筆“85427”) 
青守司(背略央白紙票{藍黒一五三七?朱筆一八七?□??63*}•見返遊央 紫上略鉛筆【“?[? ??]?”】?) 
陸央幼校(表紙天紙票赤喉赤枠印  ミシン藍黒イ目縁ンキ{陸軍中央幼年學校¦ □函¦ □番中之¦ 1019番})156 
陸士校(表紙地票 藍喉黒黒イ枠紙ンキ{陸軍士官學校文庫¦ 原簿番號2320¦ 門獨 部2¦ 番號208 (□)¦ 著者年號□¦ 書名日本ノ美術品¦ 壹
部册數 1¦ (□)}•見返遊票  地喉黒藍黒イ枠紙ンキ{陸軍士官學校圖書¦ 番號134 (□)¦ 著者年號ブリンクマン 1888¦ 書名日本














埼玉大圖(【背下黄印  緑枠紙藍黒イ票黒ンキ{借用圖書¦ G68}•背地赤印 藍枠紙黒イ票黒ンキ{□□70¦ 1}•題扉  天喉鉛筆“70-1¦ G68”】?) 
♦“   85498    Gaehde, Das Theater. Schauspielhaus und Schauspielkunst.”BVdKB 1920.-, S.179. 
•“×* 85498    Gaehde, Das Theater. Schauspielhaus und Schauspielkunst.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0447. 
▫“√   85498    Gaehde, Das Theater. Schauspielhaus und Schauspielkunst.”10 陸士校 MF-No.0248. 
◦“Aus Natur und geiſteswelt  Sammlung wiſſenſchaftlich=gemeinverſtändlicher darſtellungen / 230. Bändchen / 
Das Theater  Schauſpielhaus und Schauſpielkunſt vom griechiſchen Altertum bos auf die Gegenwart  Von Dr. 
Chriſtian Gaehde  Mit 20 Abbildungen / Druck und Verlag von B. G. Teubner in Leipzig 1908”157 
KB(題扉藍黒下略央インキ«K-B *T.*¦ XI[V]?¦ 85498») 
青守司({藍黒□…??□…}) 
陸士校(題扉下喉{«陸軍士官學校文庫?圖書登録番號?¦ ○獨1 58 8»•題扉上小口寄«陸軍士官學校豫科圖書之印») 
埼玉浦和圖(題扉略央«埼玉縣立埼玉圖書館之印»•題扉下央天角、   «消印¦ 埼圖») 
♦“   85601    Bremer, Handlexikon der Musik.”BVdKB 1920.-, S.179.158 
•“×* 85601    Bremer, Handlexikon der Musik.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0447. 
▫“√   85601    Bremer, Handlexikon der Musik.”10 陸士校 MF-No.0249. 
♦“   85626    Bruinier, Das deutsche Volkslied.”BVdKB 1920.-, S.179. 
•“×* 85626    Bruinier, Das deutsche Volkslied.”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0447. 
▫“√   85626    Bruinier, Das deutsche Volkslied.”10 陸士校 MF-No.0249. 
 
♦“     大正九年二月  鹵獲書籍及圖面目録  青島守備軍陸軍參謀部”鹵書•圖目1920II., 表紙 
•“??159 大正九年二月  鹵獲書籍及圖面目録  青島守備軍陸軍參謀部”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0458. 
♦“   F. 言語學•辭典    い 二〇〇 
     (一) 言語學   い 二〇〇 
     (二) 辭典    い 二〇〇”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), 目次V頁. 
                                                     
154 “Gedruckt bei Julius Sittenfeld in Berlin W.”.   
155 ひとまわり小型の紙票上に重貼.   
156 或は陸軍豫科士官學校期に舊票を使用か?   
157 筆者未見.  當項記載事項は, 平成17-19年度科學研究費補助金(課題番號17320091, 代表持井)の交付を得て
行なった調査時に於る志村氏擔當書册題扉複印竝に記録カード填記事項(部分)に據る.   
158 “B. Musik.”.   
159 天角部鉛筆.   
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•“   F. 言語學•辭典    い 二〇〇 
     (一) 言語學   い 二〇〇  ○ 
     (二) 辭典    い 二〇〇  ”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), 目次V頁. 
♦“   K. 交通       い 二六一”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), 目次VI頁. 
•“   K. 交通       い 二六一  ○”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0466. 
♦“   E. 地理       い 三四九”鹵書•圖目1920II., 官有(洋)追, 目次VIII頁. 
•“   E. 地理       い 三四九  ○”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0468. 
♦“  第七 天文[•]地文    ろ   六”鹵書•圖目1920II., 官有(漢), 目次IX頁. 
•“  第七 天文[•]地文    ろ   六  ○”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0469. 
♦“   D. 歴史•地理    は  一五 
     (一) 歴史    は  一五 
     (二) 地理    は  一七”鹵書•圖目1920II., 徳華(洋), 目次XI頁. 
•“   D. 歴史•地理    は  一五  ○ 
     (一) 歴史    は  一五 
     (二) 地理    は  一七  ○”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0471. 
♦“   G. 辭典       は  二二”鹵書•圖目1920II., 徳華(洋), 目次XI頁. 
•“   G. 辭典       は  二二  ○”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0471. 
♦“   J. 數學•測量    は  三五 
     (一) 數學    は  三五 
     (二) 測量術   は  三九”鹵書•圖目1920II., 徳華(洋), 目次XII頁. 
•“   J. 數學•測量    は  三五 
     (一) 數學    は  三五 
     (二) 測量術   は  三九  ○”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0472. 
♦“    M. 工藝       は  五五 
     (一) 一般    は  五五 
     (二) 機械    は  五六 
     (三) 建築    は  五八”鹵書•圖目1920II., 徳華(洋), 目次XII頁. 
•“    M. 工藝       は  五五 
     (一) 一般    は  五五 
     (二) 機械    は  五六  ○ 
     (三) 建築    は  五八  ”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0472. 
♦“  第七 天文[•]地理    に  四四”鹵書•圖目1920II., 徳華(漢), 目次XIV頁. 
•“  第七 天文[•]地理    に  四四  ○”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0474. 
♦“  二三九ab  勞働者保護會  徒弟勞働者指針     一八八四  □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), い32頁. 
•“○ 二三九ab  勞働者保護會  徒弟勞働者指針     一八八四  □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0515. 
◦“Kompaß für den jungen Arbeiter, auch für den Handwerker und Bauersmann ſehr empfehlenswerth.  Herausge- 






黒印 {BIBL. MAJOR.¦ 徐家滙} 
1.K.III.S.B.(背天白黒イン紙帶 キ太字{802.}160•表紙 赤天喉鉛筆“52b”•表紙藍黒天角 インキ“Lfd. No: 697.629”) 
青守司(背略央白紙票{藍黒七四九朱筆四一〇□}•背地赤ン目縁枠ミシ紙票 {▒}•見返利 藍黒地小口インキ{假番號□發行年代一八八四著譯者氏名勞働者
保護會圖書名目徒弟勞働者指針員數 / 壹部□ 册 枚 : 計□部□ 册 枚}) 
京帝大(見返利縁紙票天央藍藍印 枠ミシ藍黒イン目ンキ{2-0¦ V¦ □11}•題扉藍黒地喉印 «青島守備軍 寄贈»•題扉央藍裏天黒印«京大¦ 799635¦ 昭和19. 
2.23»•題扉央朱裏下印 «京都帝國大學圖書之印») 
京附圖(背地藍ニル票枠ビ黒印{2-0¦ V¦ 11}•表紙地縞號ビ央  ニル票{京都大学図書¦ 2831583869¦ 附属図書館}•背天白ル票黒ビニ印 {青島}) 
“Kompaß für den jungen Arbeiter, auch für den Handwerker und Bauersmann ſehr empfehlenswerth.  Heraus- 
gegeben von einer Commiſſion des Verbandes „Arbeiterwohl“. / Druck und Verlag von J. P. Bachem.  Köln 
am Rhein.” 
                                                     






黒印 {BIBL. MAJOR.¦ 徐家滙} 
1.K.III.S.B.(背天白黒イン紙帶 キ太字{80i.}161•表紙 赤天喉鉛筆“57b”•表紙藍黒天角 インキ“Lfd. No: 68□.631”) 
青守司(背略央白紙票{藍黒七四八朱筆四一〇□}•背地赤ン目縁枠ミシ紙票 {▒}•見返利 藍黒地小口インキ{假番號□發行年代一八八四著譯者氏名勞働者
保護令[令會]圖書名目徒弟勞働者指針員數 / 壹部□ 册 枚 : 計□部□ 册 枚}) 
京帝大(見返利縁紙票天央藍藍印 枠ミシ藍黒イン目ンキ{2-0¦ V¦ □13}•題扉藍黒地喉印 «青島守備軍 寄贈»•題扉央藍裏天黒印«京大¦ 799637¦ 昭和19. 
2.23»•題扉央朱裏下印 «京都帝國大學圖書之印») 
京附圖(背地藍ニル票枠ビ黒印{2-0¦ V¦ 13}•表紙地縞號ビ央  ニル票{京都大学図書¦ 2831583853¦ 附属図書館}•背天白ル票黒ビニ印 {青島}) 
♦“  二四〇abc  仝       既婚勞働者指針     一八八四  □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), い32頁. 
•“○ 二四〇abc  仝       既婚勞働者指針     一八八四  □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0515. 
◦“Kompaß für den verheiratheten Arbeiter, auch für den Handwerker und Bauersmann ſehr empfehlenswerth.  
Herausgegeben von einer Commiſſion des Verbandes „Arbeiterwohl“. /◙Druck und Verlag von J. P. Bachem.  





黒印 {BIBL. MAJOR.¦ 徐家滙} 
1.K.III.S.B.(背天白黒イン紙帶 キ太字{804.}162•表紙 赤天喉鉛筆“55b”•表紙藍黒天角 インキ“Lfd. No: 695.626”•見返藍黒利天喉インキ“I.”163) 
青守司(背略央白紙票{藍黒七五〇朱筆四一〇六}•背地赤ン目縁枠ミシ紙票 {▒}•見返利 藍黒地小口インキ{假番號□發行年代一八八四著譯者氏名勞働者
保護會圖書名目既婚勞働者指針員數 / 壹部□ 册 枚 : 計□部□ 册 枚}) 
京帝大(見返利シン目天央藍縁紙票枠ミ藍印{2-0¦ V¦ 9}•題扉藍黒地喉印 «青島守備軍 寄贈»•題扉央藍裏天黒印«京大 ¦ 799633¦ 昭和 19.2. 
23»•題扉央朱裏下印 «京都帝國大學圖書之印») 
京附圖(背地藍ニル票枠ビ黒印{2-0¦ V¦ 9}•表紙地縞號ビ央  ニル票{京都大学図書¦ 2831583565 附属図書館}•背天白ル票黒ビニ印 {青島}) 
“Kompaß für den verheiratheten Arbeiter, auch für den Handwerker und Bauersmann ſehr empfehlenswerth.  
Herausgegeben von einer Commiſſion des Verbandes „Arbeiterwohl“. / Druck und Verlag von J. P. Bachem.  





黒印 {BIBL. MAJOR.¦ 徐家滙} 
1.K.III.S.B.(背天白黒イン紙帶 キ太字{806.}164•表紙 赤天喉鉛筆“59b”•表紙藍黒天角 インキ“Lfd. No: 694.625”) 
青守司(背略央白紙票{藍黒四九二一朱筆三五四三}•背地赤ン目縁枠ミシ紙票 {▒}•見返利 藍黒地小口インキ{假番號□發行年代一八八四著譯者氏名勞働
者保護會圖書名目既婚勞働者指針員數 / 壹部□ 册 枚 : 計□部□ 册 枚}) 
京帝大(見返利縁紙票天央藍藍印 枠ミシ藍黒イン目ンキ{2-0¦ V¦ □10}•題扉藍黒地喉印 «青島守備軍 寄贈»•題扉央藍裏天黒印«京大¦ 799634¦ 昭和19. 
2.23»•題扉央朱裏下印 «京都帝國大學圖書之印») 
京附圖(背地藍ニル票枠ビ黒印{2-0¦ V¦ 10}•表紙地縞號ビ央  ニル票{京都大学図書¦ 2831583848 附属図書館}•背天白ル票黒ビニ印 {青島}) 
“Kompaß für den verheiratheten Arbeiter, auch für den Handwerker und Bauersmann ſehr empfehlenswerth.  
Herausgegeben von einer Commiſſion des Verbandes „Arbeiterwohl“. / Druck und Verlag von J. P. Bachem.  





黒印 {BIBL. MAJOR.¦ 徐家滙} 
1.K.III.S.B.(背天白黒イン紙帶 キ太字{807.}165•表紙 赤天喉鉛筆“53b”•表紙藍黒天角 インキ“627”•題扉藍黒天央 インキ“Lfd. No 243627.”) 
青守司(背略央白紙票{藍黒七六…朱筆四一〇□}•背地赤ン目縁枠ミシ紙票 {▒}•見返利 藍黒地小口インキ{假番號□發行年代一八八四著譯者氏名勞働者
保護會圖書名目既婚勞働者指針員數 / 壹部□ 册 枚 : 計□部□ 册 枚}) 
京帝大(見返利縁紙票天央藍藍印 枠ミシ藍黒イン目ンキ{2-0¦ V¦ □12}•題扉藍黒地喉印 «青島守備軍 寄贈»•題扉央藍裏天黒印«京大¦ 799636¦ 昭和19. 
2.23»•題扉央朱裏下印 «京都帝國大學圖書之印») 
京附圖(背地藍ニル票枠ビ黒印{2-0¦ V¦ 12}•表紙地縞號ビ央  ニル票{京都大学図書¦ 2831583832 附属図書館}•背天白ル票黒ビニ印 {青島}) 
♦“     四〇八   ヘルフルト   金櫃及會計制度     一九〇五  □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), い59頁. 
•“▓(茶)√ 四〇八   ヘルフルト   金櫃及會計制度     一九〇五  □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0532. 
▫“     四〇八   ヘルフルト   金櫃及會計制度           ”6-1陸被本廠MF-No.0176. 
♦“  四三一ab  英國總領事ホシイ 四川省報告       一九〇四  (英文)”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), い62頁. 
•“  四三一ab  英國總領事ホシイ 四川省報告       一九〇四  (英文)  ○”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0535. 
♦“  一一三六  シヨペンハウエル 處世警句   □   □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), い159頁. 
•“  一一三六  シヨペンハウエル 處世警句    □ {一一三六參謀本部編…}166”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0632. 
                                                     
161 少くとも2枚の白紙票上に, 當紙帶を重貼.   
162 少くとも2枚の白紙票上に, 當紙帶を重貼.   
163 “見返利縁紙票天央藍藍印 枠ミシ藍黒イン目ンキ{2-0¦ V¦ □13}”紙票により上覆さる.   
164 少くとも2枚の白紙票上に, 當紙帶を重貼.   
165 少くとも1枚の白紙票上に, 當紙帶を重貼.   
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▫“       (二) 哲學(全部) 
  自、至、一一一一二六四六 □ 人間 俗物篇及  倫敦  見物”3陸教總監 MF-No.0147. 
♦“  一四八四   ガイルス   支那及支那人    一九〇二  (英文)”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), い196頁. 
•“○ 一四八四   ガイルス   支那及支那人    一九〇二  (英文)”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0669. 
♦“  一四八七   ボール    支那事情      一九〇四  (英文)”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), い196頁. 
•“○ 一四八七   ボール    支那事情      一九〇四  (英文)”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0669. 
♦“  一四八八   パーカア   支那風俗      一八九九  (英文)”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), い196頁. 
•“○ 一四八八   パーカア   支那風俗      一八九九  (英文)”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0669. 
♦“  一四八九   ステンツ   南部山東風俗論?   一九〇七   □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), い196頁. 
•“○ 一四八九   ステンツ   南部山東風俗論?   一九〇七   □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0669. 
♦“  一六三〇   クリユーガア 物理基本       一八□□   □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), い211頁. 
•“√ 一六三〇   √クリユーガア 物理基本       一八□□   □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0684. 
◦“Grundzüge der Phyſik, mit Rückſicht auf Chemie als Leitfaden für die mittlere phyſikaliſche Lehrſtufe 
methodiſch bearbeitet von Dr. Johannes Crüger. / Sechszehnte, verbeſſerte und vermehrte Auflage. / Mit 198 
Holzſchnitten. / Leipzig, G. W. Körner’s Verlag.  1874.”167 
青守司(背央 白紙票{藍黒□朱筆七二六六}•背地赤ン目縁枠ミシ紙票 {▒}•見返藍黒利地角インキ{假番號□發行年代一八七四著譯者氏名クリューガァ
圖書名目物理基本員數 / 壹部□ 册 枚 : 計□部□ 册 枚}) 
東北帝大(背地、ミシン見返遊目紙票天喉紫印{VIII A¦ 4¦ C 1}•見返利印 數略央紫字藍印«東北帝大圖書館•大正十一年十二月廿五日受領•¦ 
洋¦ 7538¦ 乙»•題扉地喉朱印«日獨戰役記念圖書¦ 青島守備軍寄贈»•題扉裏央朱印«東北帝國大學圖書印»•本文上喉初頁朱印«
東北帝國大學圖書»•２１央喉９頁朱印«東北帝國大學¦ 圖書») 
東北大附圖(見返遊縞號ビ下央 ニル票{東北大学図書¦ 01603170714¦ 附属図書館}•見返遊口寄藍下小印 «済») 
♦“  一六三四   ホイシ    物理學教科書    一八九四   □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), い212頁. 
•“√ 一六三四   ホイシ    物理學教科書    一八九四   □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0685. 
◦“Lehrbuch der Physik für Gymnaſien, Realgymnaſien, Oberrealſchulen und andere höhere Bildungsanſtalten.  
Von Dr. Jacob Heuſſi. / Sechſte Auflage, neu bearbeitet von Dr. A. Leiber, Profeſſor am König Wilhelms=Gymnaſium zu 
Magdeburg. / Mit 422 in den Text gedruckten Abbildungen. /Braunſchweig.  Verlag von Otto Salle.  1894.”168 
CBHamburg(裏見ウラ返遊地角{CONRAD BEHRE¦ Ueberseeische Buchhandlung¦ HAMBURG}) 
KGST(題扉 藍地角黒印«KGST»•題扉藍黒地角 インキ“Ph12”; 前掲 8 頁插圖1.) 
青守司(背央 白紙票{藍黒一三七二二朱筆一七〇九}•背地赤ン目縁枠ミシ紙票 {▒}•見返藍黒利地角インキ{假番號□發行年代一八九四著譯者氏名ホイ
シ圖書名目物理學教科書員數 / 壹部□ 册 枚 : 計□部□ 册 枚}) 
東北帝大(背地橙紙票 枠ミ藍黒シン目インキ{VIII D¦ 1-1¦ H 1}•見返遊シン目天喉橙紙票紫枠ミ印 {VIII, D¦ 1-1¦ H 1}•見返利印 數略央紫字藍印«東北帝大
圖書館•大正十一年十二月廿五日受領•¦ 洋¦ 7604¦ 乙»•題扉地喉朱印«日獨戰役記念圖書¦ 青島守備軍寄
贈»•題扉裏央朱印«東北帝國大學圖書印»•前言Ⅲ文初頁頁上喉上喉朱、本印 «東北帝國大學圖書») 
東北大附圖(見返遊縞號ビ下央 ニル票{東北大学図書¦ 01603195317¦ 附属図書館}•見返遊口寄藍下小印 «済») 
♦“    一六四二   オルシード  大自然の工場より    □   □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), い212頁. 
•“√○√ 一六四二   オルシード  大自然の工場より    □   □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0685. 
◦“Aus der Werkſtätte der Natur  Allgemein=verſtändliche Betrachtungen wichtiger, meiſt chemiſcher Naturer- 
ſcheinungen zum Zwecke der Selbſtbelehrung und Unterhaltung von Profeſſor H. Orſchiedt / Mit 155 Abbildun- 
gen / Berlin Schall & Grund  Hofbuchhändler Sr. Majeſtät des Kaiſers und Königs  Sr. Königl. Hoheit des 
Herzogs Carl in Bayern  Verein der Bücherfreunde”169 
□(見返遊   
天角
青鉛“Gené”170) 
                                                     
166 脚註部白色小片赤インキ.   
167 “Preis 2 Mark 10 Pf.”(平裝表紙地, 枠外), “Druck von B. G. Teubner in Leipzig.”(平裝ウラ表紙央).   
168 “Druck von Max Hoffmann, Leipzig=Reudnitz.”(題扉ウラ地央).   
169 “Druck von Oskar Brandſtetter in Leipzig”(題扉ウラ地央).   
170 “[Ranglisten.¶  ….¶]  1900.¶  III. See-Bataillon.¶  Kommandeur Maj. Christ¶  Hptm. Conradi Komp. 3¶  〃  Gené  
〃2¶  〃  Christiani  〃4¶  〃 v. Knobelsdorff  〃1¶  …”(Huguenin 1912., S. 162.), “[Ranglisten.¶  ….¶]  1901.¶  
III. See-Bataillon.¶  Kommandeur Maj. Christ¶  Hptm. Conradi Komp. 3¶  〃  Mauve  [〃] 4¶  〃  Gené  [〃] 2¶  〃 




インキ“Detachement Kiautschou, ¦ Mannſchafts-Bibliothek¦ No 204, 425443”) 
1.K-III.SB(背天白黒イン紙帶 キ太字{4[?]i8.}171•題扉央返利天小口角藍、見紫印«1.Kompagnie¦ III.Seebataillon.») 
青守司(背地赤ン目縁枠ミシ紙票 {▒}•見返藍黒利央 インキ{假番號□發行年代□著譯者氏名オルシード圖書名目大自然の工場より員數  / 壹部
□ 册
 枚
 : 計□部□ 册 枚}) 
東北帝大(背地橙票紫印枠ミシ  藍ン目黒イ縁紙ンキ{VIII [E]¦ 1[-1]¦ [O 1]}•見返遊シン目天喉橙縁紙票枠ミ紫印{VIII, E¦ 1-1¦ O 1}•見返利印 數略央紫字藍印«
東北帝大圖書館•大正十一年十二月廿五日受領•¦ 洋¦ 7621¦ 乙»•題扉下央朱印«日獨戰役記念圖書¦ 青島守
備軍寄贈»•題扉裏央朱印«東北帝國大學圖書印»•本文下喉初頁朱印«東北帝國大學圖書»•３１央喉９頁朱印«東北帝國大學¦ 
圖書») 
東北大附圖(見返遊縞號ビ下央 ニル票{東北大学図書¦ 01603196315¦ 附属図書館}•見返遊小口寄下央藍印«済») 
♦“  一六四三   ブーフホルツ 重量分析要領     一九一二  □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), い213頁. 
•“√ 一六四三   ブーフホルツ 重量分析要領     一九一二  □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0686. 
◦“Anleitung zur Gewichtsanalyse.  Zum Gebrauch im chemischen Laboratorium der Deutsch-Chinesischen Hochschule in 
Tsingtau.  Von M. BuchholzMarine-Stabsapotheker und gepr. Nahrungsmittelchemiker  Tsingtau  1912.  Gedruckt bei Adolf Haupt in 
Tsingtau”172 
BGA(表紙  天喉藍黒藍黒印インキ“Bücherve[r]zeichnis des¦ Gouvernements=Arztes¦ [B.]? Nr. 2[? 3?]3”) 
青守司(背央 白紙票{藍黒一六六六二朱筆七二九三}•背地赤紙票 枠ミシ藍黒イン目縁ンキ {1▒}•見返藍黒利地角インキ{假番號□發行年代一九一二著譯者
氏名ブーフホルツ圖書名目重量分析要領員數 / 壹部□ 册 枚 : 計□部□ 册 枚}) 
東北帝大(表紙地紙票紫喉橙枠印  ミシン藍黒イ目縁ンキ{VIII E¦ [7]7¦ [B 1]B 1}•見返遊シン目天喉橙縁紙票枠ミ紫印{VIII, E¦ 7¦ B 1}•見返利印 數略央紫字藍印«
東北帝大圖書館•大正十一年十二月廿五日受領•¦ 洋¦ 7625¦ 乙»•題扉下喉朱印«日獨戰役記念圖書¦ 青島守
備軍寄贈»•題扉裏央朱印«東北帝國大學圖書印»•本文上喉２頁朱印«東北帝國大學圖書»•１９喉朱頁央印 «東北帝國大學¦ 
圖書») 
東北大附圖(見返遊縞號ビ下央 ニル票{東北大学図書¦ 01603225065¦ 附属図書館}•見返遊小口寄下央藍印«済») 
♦“  一六四四   アレント   化學礦物學一班[班斑]  一九〇四  □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), い213頁. 
•“√ 一六四四   アレント   化學礦物學一班[班斑]  一九〇四  □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0686. 
◦“Grundzüge der Chemie und Mineralogie.  Methodisch bearbeitet von Prof. Dr. Rudolf Arendt.  Neunte Auflage.  Be- 
arbeitet von Dr. L. Doermer, Oberlehrer an der Oberrealschule vor dem Holsteinthore in Hamburg.  Mit  244 in den Text eingeschafteten Ab- 
bildungen und einer Buntdrucktafel. / Hamburg und Leipzig, Verlag von Leopold Voss.  1904.” 






一斑員數 / 壹部□ 册 枚 : 計□部□ 册 枚}) 
東北帝大(背地、ミシン見返遊目縁紙天喉票紫橙枠印 {VIII G¦ 3¦ A 1}•見返利印 數略央紫字藍印«東北帝大圖書館•大正十一年十二月廿五日受
領•¦ 洋 ¦ 7682¦ 乙»•題扉下喉朱印«日獨戰役記念圖書 ¦ 青島守備軍寄贈»•題扉裏央朱印«東北帝國大學圖書印
»•本文上喉初頁朱印«東北帝國大學圖書»•４１央喉９頁朱印«東北帝國大學¦ 圖書») 
東北大附圖(見返遊縞號ビ下央 ニル票{東北大学図書¦ 01603226387¦ 附属図書館}•見返下央遊 藍印«済») 
♦“  一六八五(I-II) ブレトシユナイダア 支那の植物 第二編[•]第三編一八九五 (英文)”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), い217頁. 
•“○ 一六八五(I-II) ブレトシユナイダア 支那の植物 第二編[•]第三編一八九五 (英文)”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0690. 
▫“  一六八五(I-II) ブレトシユナイダア 支那の植物 第二編[•]第三編        ”8陸千住製絨MF-No.0186. 
♦“  一七二五(I-VII) リユーガア 工藝辭典 自第一卷至第七卷  □ □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), い223頁. 
•“√○ 一七二五(I-VII) リユーガア 工藝辭典 自第一卷至第七卷 □ □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0696. 
                                                     
Bataillon.¶  Kommandeur Maj. Hofrichter¶  Hptm. Conradi Komp. 3¶  〃  Mauve  [〃] 5¶  〃  Gené  [〃] 2¶  〃 
Fricke  [〃] 1¶  〃  v. Schoeler  [〃] 4¶  …”(id., 〃), “[Ranglisten.¶  ….¶]  1903.¶  III. See-Bataillon.¶  Komman- 
deur:  Major Hofrichter¶  Hptm. Conradi  Komp. 3¶  〃  Mauve  [〃] 5¶  Hptm.  Gené  Komp. 1¶  〃 Zeller  [〃] 
4¶  〃  v. Valentini  [〃] 2  …”(id., S. 163.-4.), “[Ranglisten.¶  ….¶]  1904.¶  III. See-Bataillon.¶  Kommandeur  
Maj. v. Frobel¶  Hptm. Mauve  Komp. 5¶  〃  Gené  [〃] 1¶  〃  v. Restorff  [〃] 3¶  〃 v. Valentini  [〃] 2¶  〃  
Timme  [〃] 4  …”(id., S. 164.).  又, その影照に就てはHuguenin 1912., S. 83.を請參照.   
171 少くとも3枚の白紙票上に, 當紙帶を重貼.   
172 “Der getroffenen Auswahl von gewichtsanalytischen Uebungen liegt eine Bearbeitung des Herrn Profes- 
sor G. Keiper aus dem Jahre 1909 für die Kaiserliche Universität in Peking zu Grunde.¦ Tsingtau, im August 






























   ”1-1陸經建築MF-No.0117. 
♦“  一七二六([(]   仝    工藝百科辭典 第一卷     □ □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), い223頁. 





























   ”1-1陸經建築MF-No.0117. 
♦“  一七二七(Iad[db]-IIabc) 伯林大學「ヒユツテ」協會 工業家提要 第一卷[•]第二卷 一九〇二 □” 
鹵書•圖目1920II., 官有(洋), い223頁. 
•“√○ 一七二七(Iad[db]-IIabc) 伯林大學「ヒユツテ」協會 工業家提要 第一卷[•]第二卷 一九〇二 □” 





























   ”1-1陸經建築MF-No.0117. 
♦“  一七二八ad  仝     工藝家提要 附録    一九〇二 □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), い223頁. 





























   ”1-1陸經建築MF-No.0117. 
◦“BEIGABE ZUM INGENIEUR-TASCHENBUCH „HÜTTE“.  ACHTZEHNTE AUFLAGE. / BEZUGSQUELLEN-VERZEICHNIS UND AN- 
KÜNDIGUNGEN LEISTUNGSFÄHIGER TECHNISCHER FIRMEN HERAUSGEGEBEN VON DER VERLAGSBUCHHANDLUNG. / 
BERLIN 1902  VERLAG VON WILHELM ERNST & SOHN (VORM. ERNST & KORN).”173 
KGvK/Bv(題扉天角«?KAISERLICHES GOUVERNEMENT VON KIAUTSCHOU?BAUVERWALTUNG») 
青守司({假番號□發行年代□著譯者氏名□圖書名目ヒュッテ協會著 工藝家提要 附録員數  / 壹部□ 册 枚 : 計□部□ 册 枚}?•背 藍黒
   
インキ{1728 d}) 




“BEIGABE ZUM INGENIEUR-TASCHENBUCH „HÜTTE“.  ACHTZEHNTE AUFLAGE. / BEZUGSQUELLEN-VERZEICHNIS UND AN- 
KÜNDIGUNGEN LEISTUNGSFÄHIGER TECHNISCHER FIRMEN HERAUSGEGEBEN VON DER VERLAGSBUCHHANDLUNG. / 
BERLIN 1902  VERLAG VON WILHELM ERNST & SOHN (VORM. ERNST & KORN).”174 
KGvK/Bv(題扉天角«?KAISERLICHES GOUVERNEMENT VON KIAUTSCHOU?BAUVERWALTUNG»等々) 
青守司({假番號□發行年代□著譯者氏名□圖書名目ヒュッテ協會著 工藝家提要 附録員數 / 壹部□ 册 枚 : 計□部□ 册 枚}?) 




♦“  一七二九   ジヨリイ   一八九八年度 工業年鑑    □ □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), い224頁. 
•“○√ 一七二九  ジヨリイ   一八九八年度 工業年鑑    □ □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0697. 
▫“  一七二九   ジヨリイ   一八九八年工業年鑑        ”8陸千住製絨MF-No.0186. 
♦“  一七三〇a-d  仝      一九〇三年度 仝上      □ □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), い224頁. 
•“○√ 一七三〇a-d  仝      一九〇三年度 仝上      □ □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0697. 
▫“  一七三〇a-d  仝      一九〇三年度 仝上          ”8陸千住製絨MF-No.0186. 
♦“  一七三一(I-XVI) グラーサ[サザ]ア 工業年報 第五〇卷•第五一卷 一九〇二 I•II  
                 仝  第五二卷•第五三卷 一九〇三 III•IV  
                 仝  第五四卷•第五五卷 一九〇四 V•VI  
                 仝  第五六卷•第五七卷 一九〇五 VII•VIII  
                 仝  第五八卷•第五九卷 一九〇六 IX•X  
                 仝  第六〇卷•第六一卷 一九〇七 XI•XII  
                 仝  第六二卷•第六三卷 一九〇八 XIII•XIV  
                 仝  第六四卷•第六五卷 一九〇九 XV•XVI”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), い224頁. 
•“○√ 一七三一(I-XVI) グラーサ[サザ]ア 工業年報 第五〇卷•第五一卷 一九〇二 I•II  
               仝 第五二卷•第五三卷一九〇三 III•IV  
               仝 第五四卷•第五五卷一九〇四 V•VI  
               仝 第五六卷•第五七卷一九〇五 VII•VIII  
               仝 第五八卷•第五九卷一九〇六 IX•X  
                                                     
173 筆者未見.  當項記載事項は, 平成17-19年度科學研究費補助金(課題番號17320091, 代表持井)調査時の志村
氏擔當書册題扉複印竝に記録カード填記事項(部分)に據る.   
174 仝上.   
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               仝 第六〇卷•第六一卷一九〇七 XI•XII  
               仝 第六二卷•第六三卷一九〇八 XIII•XIV  
               仝 第六四卷•第六五卷一九〇九 XV•XVI”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0697. 
▫“  一七三一(I-XVI) グラーサア  工業年報 第五〇卷 第五一卷     ”8陸千住製絨MF-No.0187. 
▫“  一七三一(I-XVI) グラーサア  工業年報自第至〃五二卷六四卷第五〃六三卷五卷    ”1-1陸經建築MF-No.0117. 
♦“    一七三二 □ 獨逸工業協會雜誌目録 一八九四 - 一九〇三年 一九〇四 □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), い224頁. 
•“○√ 一七三二 □ 獨逸工業協會雜誌目録 一八九四 - 一九〇三年 一九〇四 □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0697. 
▫“    一七三二 □ 獨逸工業協會雜誌目録 一八九四 - 一九〇三年      ”8陸千住製絨MF-No.0187. 
♦“  一七三三(I-VIII) ペテルス主幹 獨逸工業協會雜誌 第四六卷第一號[•]第二號 一九〇二 I•II 
    一七三三(I-VIII) ペテルス主幹 獨逸工業協會雜誌 第四七卷第一號[•]第二號 一九〇三 III•IV  
                第四八卷第一號[•]第二號 一九〇四 V•VI  
                第四九卷第一號[•]第二號 一九〇五 VII•VIII”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), い224-5頁. 
•“    一七三三(I-VIII) ペテルス主幹 獨逸工業協會雜誌 第四六卷第一號[•]第二號一九〇二 I•II 
  ○√ 一七三三(I-VIII) ペテルス主幹 獨逸工業協會雜誌 第四七卷第一號[•]第二號一九〇三 III•IV  
   √               第四八卷第一號[•]第二號 一九〇四 V•VI  
                 第四九卷第一號[•]第二號 一九〇五 VII•VIII”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0697-8. 
▫“  一七三三(I-VIII) ペテルス主幹 獨逸工業協會雜誌 第四六卷第一號[•]第二號 
              仝       第四七卷第一號[•]第二號”8陸千製絨 MF-No.0187. 
▫“  一七三三(I-VIII) ペテルス主幹 獨逸工業協會雜誌 第四八卷第一號[•]第二號 
                     第四九卷第一號[•]第二號”1-1陸經建築 MF-No.0117. 
♦“  一七三四(I-X) ホツプ主幹 墺太利工業協會雜誌 第五五年 一九〇三 I  
                     第五六年 一九〇四 II  
                     第五七年 一九〇五 III  
                     第五八年 一九〇六 IV  
                     第五九年 一九〇七 V  
                     第六〇年 一九〇八 VI  
                     第六一年 一九〇九 VII  
                     第六二年 一九一〇 VIII  
                     第六三年 一九一一 IX  
                     第六四年 一九一二 X”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), い225-6頁. 
•“○√ 一七三四(I-X)ホツプ主幹 墺太利工業協會雜誌 第五五年 一九〇三 I  
                     第五六年 一九〇四 II  
                     第五七年 一九〇五 III  
                     第五八年 一九〇六 IV  
                     第五九年 一九〇七 V  
                     第六〇年 一九〇八 VI  
                     第六一年 一九〇九 VII  
                     第六二年 一九一〇 VIII  
                     第六三年 一九一一 IX  
                     第六四年 一九一二 X”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0698-9. 
▫“  一七三四(I-X) ホツプ主幹 墺太利工業協會雜誌 第五五年”8陸千製絨 MF-No.0187. 
▫“  一七三四(I-X) ホツプ主幹 墺太利工業協會雜誌 自五至六六年四年”1-1陸經建築 MF-No.0117. 
♦“  二〇五四ab チムマアマン 獨逸殖民地に於ける綿花栽培法 一九一〇 □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), い271頁. 






























♦“  二〇六〇 フランケ譯註 漢堡殖民學機[機校]論説 第十一卷[:] 耕織圖(支那の農耕と織染)  一九一三 □” 
鹵書•圖目1920II., 官有(洋), い271頁. 
•“√ 二〇六〇 フランケ譯註 漢堡殖民學機[機校]論説 第十一卷[:] 耕織圖(支那の農耕と織染)  一九一三 □” 
防衛研藏〃, 〃, MF-No.0744. 
◦“KÊNG TSCHI T‘U  耕織圖  ACKERBAU UND SEIDENGEWINNUNG IN CHINA  EIN KAISER- LICHES LEHR- UND MAHN-BUCH  
AUS DEM CHINESISCHEN ÜBERSETZT UND MIT ERKLÄRUN- GEN VERSEHEN  VON O. FRANKEDR. PHIL. PROFESSOR FÜR SPRACHEN UND 
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GESCHICHTE OSTASIENS  MIT 102 TAFELN UND 57 ILLUSTRATIONEN IM TEXT  HAMBURG  L. FRIEDRICHSEN & CO. (Dr. L. & R. 
FRIEDRICHSEN)  1913”175 
HalemBremen(見返利橙、藍天角 書店票{G.A.v.HALEM¦ BREMEN}) 
LVK(背下 白紙帶{[Abt.III¦ Nr.74]}•見返藍黒利略央インキ{BdLvK¦ Abt.III ¦ Nr.74}) 
青守司(背央 白紙票{藍黒五六四□朱筆三九四〇}•見返利藍黒イ地角ンキ{假番號□發行年代一九一三著譯者氏名フランケ譯註圖書名目漢堡
殖民學校論説 第一一卷 耕織圖(支那の農耕と織染)員數 / 壹部□ 册 枚 : 計□部□ 册 枚}) 
北海帝大(背地紙票黒枠打字{63(•)¦ [F85]}•見返利印 英略央枯數字藍草飾枠印、藍紙票黒イ枯草ンキ{63(•)F85¦ 北海道圖  帝國書 大學 館¦ No.45138}176•見返利喉寄朱
略央
印 «合»177•題扉喉寄裏上朱印«寄贈│青嶋守備軍司令部»•題扉裏上朱印«北海道帝國大學圖書印»•題扉裏受入番下朱印號藍印«北
海道帝國大學?附屬圖書館?¦ OCT 5 ’2245138»•圖版印數頁朱出 «北海道帝國大學¦ 圖書之印») 
北大附圖(背地紙票赤枠黒印{630.9¦ F85}•表紙地縞號ビ央  ニル票{0020451384¦ 本館•書庫•洋書}•見返遊縞號ビ地央 ニル票{0020451384¦ 北
海道大學})                              ?鹵書•圖目1920II., 官 
♦“ 二一八〇 コンラード譯 ヘンリ•ロツシユフオール著「予が生涯の冒險」 第一卷 一九〇〇 □” 有(洋), い288頁. 
•“ 二一八〇  コンラード譯 ヘンリ•ロツシユフオール著「予が生涯の冒險」 第一卷 一九〇〇 □{參謀本部¦ □
□□□}178”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0761.  
▫“ 自、至、二一二一五三九四  ロエエスウエペルンベ  ルグ   近代上海名詩選漫語 179「金色   の泉」   ”3陸教總監 MF-No.0151. 
♦“  八四九(1-2)  シユマイル  植物學       一九一二 同二[册]”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), は29頁. 
•“√ 八四九(1-2)  シユマイル  植物學       一九一二 同二[册]”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0860. 
▫“  八四九(1-2)  シユマイル  植物學               ”4陸技本部MF-No.0166. 
♦“  八五〇    〃      植物學教科書     一九〇九  □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), は29頁. 
•“√ 八五〇    〃      植物學教科書     一九〇九  □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0860. 
▫“  八五〇    仝      植物學教科書            ”4陸技本部MF-No.0166. 
♦“  八五一    メツツ    木質腐蝕菌      一九〇八  □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), は29頁. 
•“√ 八五一    メツツ    木質腐蝕菌      一九〇八  □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0860. 
▫“  八五一    メツツ    木質腐蝕菌             ”1-1陸經建築MF-No.0126. 
♦“  八五二    マイヤー   植物性黴菌學實驗   一九〇三  □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), は29頁. 
•“√ 八五二    マイヤー   植物性黴菌學實驗   一九〇三  □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0860. 
▫“  八五二    マイヤアー   植物性黴菌學實驗         ”4陸技本部MF-No.0166. 
♦“  八五三    フヰツシユバツハ 森林植物學      一九〇五  □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), は29頁. 
•“√ 八五三    フヰツシユバツハ 森林植物學      一九〇五  □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0860. 
▫“  八五三    フヰツシユバツハ 森林植物學             ”4陸技本部MF-No.0166. 
♦“  八五四    ウヰルヘルム 森林植物學小附圖   一九〇七  □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), は29頁. 
•“√ 八五四    ウヰルヘルム 森林植物學小附圖   一九〇七  □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0860. 
▫“  八五四    ウイルヘルム 森林植物學小附圖          ”4陸技本部MF-No.0166. 
♦“  一〇二四   デンネルト  植物の構造と生態   一九〇五  □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), は29頁. 
•“√ 一〇二四   デンネルト  植物の構造と生態   一九〇五  □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0860. 
▫“  一〇二四   デンネルト  植物ノ構造ト生態          ”4陸技本部MF-No.0166. 
♦“  一〇二七   ベーレンス  有用植物       一九〇〇  □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), は30頁. 
•“√ 一〇二七   ベーレンス  有用植物       一九〇〇  □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0861. 
▫“  一〇二七   ベーレンス  有用植物              ”4陸技本部MF-No.0166. 
                                                     
175  “ABHANDLUNGEN DES HAMBURGISCHEN KOLONIALINSTITUTS  BAND XI / REIHE B. VÖLKER- KUNDE, 
KULTURGESCHICHTE UND SPRACHEN  BAND 8  O. FRANKE  KÊNG TSCHI T‘U  ACKERBAU UND SEIDENGEWINNUNG 
IN CHINA / HAMBURG  L. FRIEDRICHSEN & CO. (Dr. L. & R. FRIEDRICHSEN)  1913”(遊紙ウラ).  又, “Druck von J. J. 
Augustin in Glückstadt und Hamburg.”(題扉ウラ, 地央).  縱31.4 x 横22.5cm.   
176 LvK(見返藍黒利上央インキ{BdLvK¦ Abt.III ¦ Nr.74})藏書分類•整理票上に貼付.   
177 北海帝大(見返利印 英略央枯數字藍草飾枠印、藍紙票黒イ枯草ンキ{63(•)F85¦ 北海道圖  帝國書 大學 館¦ No. 45138}藏書分類•登録票上の右
肩部に鈐印.   
178 脚註部白色付箋藍黒インキ.   
179 “近代名詩撰[撰選]”.   
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♦“  一〇二八   ネーガア   針葉樹        一九〇七  □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), は30頁. 
•“√ 一〇二八   ネーガア   針葉樹        一九〇七  □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0861. 
▫“  一〇二八   ネーガア   針葉樹               ”1-1陸經建築MF-No.0126. 
♦“  一〇三〇   ブルツク   植物の疾病      一九〇七  □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), は30頁. 
•“√ 一〇三〇   ブルツク   植物の疾病      一九〇七  □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0861. 
▫“  一〇三〇   ブルツク   植物の疾病             ”4陸技本部MF-No.0166. 
♦“  八六〇    ホードレイ  一般物理學        □  英”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), は32頁. 
•“√ 八六〇    ホードレイ  一般物理學        □  英”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0863. 
▫“  八六〇    ホードレイ  一般物理學            ”6-2 陸被本廠 MF-No.0178. 
♦“  五六二    リムバツハ  物理化學的小實驗    一九〇九 □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), は33頁. 
•“√ 五六二    リムバツハ  物理化學的小實驗    一九〇九 □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0864. 
▫“  自五至五
六二
















四卷   ”6-2 陸被本廠 MF-No.0178. 
♦“  八六二    ブライトフエルド 物理化學教授要綱    一九〇八 □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), は33頁. 
•“√ 八六二    ブライトフエルド 物理化學教授要綱    一九〇八 □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0864. 
[▫“  自五至五
六二
















四卷   ”6-2 陸被本廠 MF-No.0178.] 
♦“  一〇四一   フツス    物理化學教科書     一九〇五 □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), は33頁. 
•“√ 一〇四一   フツス    物理化學教科書     一九〇五 □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0864. 
[▫“  自五至五
六二
















四卷   ”6-2 陸被本廠 MF-No.0178.] 
♦“  四五一    リユプケ   化學一斑        一九〇二 □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), は33頁. 
•“√ 四五一    リユプケ   化學一斑        一九〇二 □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0864. 
[▫“  自五至五
六二
















四卷   ”6-2 陸被本廠 MF-No.0178.] 
♦“  五七四    □     實用化學         □  □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), は33頁. 
•“√ 五七四    □     實用化學         □  □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0864. 
[▫“  自五至五
六二
















四卷   ”6-2 陸被本廠 MF-No.0178.] 
♦“  五五四    アーレンス  化學及化學工藝講義集 第十四卷 一九〇九 □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), は33頁. 
•“√ 五五四    アーレンス  化學及化學工藝講義集 第十四卷 一九〇九 □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0864. 
[▫“  自五至五
六二
















四卷    ”6-2 陸被本廠 MF-No.0178.] 
♦“  七七(1-3)   ワルブルグ  熱帶農業雜誌附録卷二 - 卷三 自一九至一九〇一〇三 三[册]”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), は45頁. 






















   
於ける








                                  ?鹵書•圖目1920II., 官有(洋), は55頁. 
♦“  一九三(1-3)  獨逸工業協會 工業研究報告 卷二九自卷至卷四五四七及自卷至卷七九 一〇六 一九一九〇五一一•一九  〇七   三[册]” 
•“√ 一九三(1- 3)  獨逸工業協會 工業研究報告 卷二九自卷至卷四五四七及自卷至卷七九 一〇六 一九一九〇五一一•一九  〇七   三[册]” 
防衛研藏〃, 〃, MF-No.0886. 
▫“  一九三(1-3)  獨乙工業協會 工業研究報告 卷二九自卷至卷四五四七及自卷至卷七九 一〇六 ”1-1陸經建築MF-No.0128. 
♦“  九三〇    ドナート   着色寫眞    一九〇六  □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), は64頁. 
•“○ 九三〇    ドナート   着色寫眞    一九〇六  □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0895. 
▫“  九三〇    ドナート   着色寫眞           ”1-1陸經建築MF-No.0130. 
♦“  九三二    バーデリンソン・ーダアニ會社 染料利用法    □  □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), は65頁. 
•“○ 九三二    バーデリンソン・ーダアニ會社 染料利用法    □  □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0896. 
▫“  九三二    バーデリンソン・ーダアニ會社 染料利用法        ”8陸千製絨 MF-No.0187. 
♦“  四九六    パロウ    澱粉製造    一九〇八  □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), は65頁. 
•“○ 四九六    パロウ    澱粉製造    一九〇八  □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0896. 
▫“  四九六三八八   （4）  パロウレオポ  ルド   セセラ  會社 澱粉絹毛製造混合   材料の  染色 ”8陸千製絨 MF-No.0188. 
♦“  四〇四   バーデリンソン・ーダアニ會社 アニリン        一九〇〇  □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), は65頁. 
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•“○180 四〇四   バーデリンソン・ーダアニ會社 アニリン        一九〇〇  □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0896. 
[▫“  四九六三八八   （4） パロウレオポ  ルド   セセラ  會社 澱粉絹毛製造混合   材料の  染色”8陸千製絨 MF-No.0188.] 
♦“  三八八(1)   レオポセセラルド會社  絨毛染色          □  □ 
 〃(2- 3)   〃      木綿染色及仝追加 第一卷 一九一九〇二〇四  二[册] 
 〃(4)    〃      絹毛混合材料の染色   一九〇六  □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), は65頁. 
•“○ 三八八(1)   レオポセセラルド會社  絨毛染色          □  □ 
 〃(2- 3)   〃      木綿染色及仝追加 第一卷 一九一九〇二〇四  二[册] 
 〃(4)    〃      絹毛混合材料の染色   一九〇六  □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0896. 
[▫“  四九六三八八   （4） パロウレオポ  ルド   セセラ  會社 澱粉絹毛製造混合   材料の  染色”8陸千製絨 MF-No.0188.] 
[♦{M 工藝¦ (一)一般¦ (二)機械¦ (三)建築¦ (五)土木}]181 
♦“  九六     仝[プヰツマイヤア] 支那工具器具に關する故事 一八七三  □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), ほ9頁. 
•“√ 九六     仝[プヰツマイヤア] 支那工具器具に關する故事 一八七三  □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0910. 
♦“  一五三    カツチヤア  支那生活の一班    一八八一  □”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), ほ15頁. 
•“○ 一五三    カツチヤア  支那生活の一班    一八八一  □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0916. 
♦“  一六一    アレキサンダア 支那風俗圖解(英文)  一八三一□ 三册□”鹵書•圖目1920II., 官有(洋), ほ15頁. 
•“○ 一六一    アレキサンダア 支那風俗圖解(英文)  一八三一□ 三册□”防衛研藏〃, 〃, MF-No.0916. 
♦“大正九年三月    鹵獲書籍追加目録  青島守備軍陸軍參謀部”鹵書•圖目1920III., 表紙. 
•“大正九年三月    鹵獲書籍追加目録  青島守備軍陸軍參謀部”防衛研藏〃, 〃, MF-No.1442. 
♦“  四二ab    ウヰルヘルミ 獨逸工業條例  (一八一九九六一〇 □”鹵書•圖目1920III., 5頁. 
•“○ 四二ab    ウヰルヘルミ 獨逸工業條例  (一八一九九六一〇 □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.1451. 
▫“  四二ab    ウヰルヘルミ 獨逸工業條例        ”4陸技本部 MF-No.0171. 
♦“    四七    コエニヒ  獨逸郵便電信法  一九〇二  □”鹵書•圖目1920III., 5頁. 
•“○182 四七    コエニヒ  獨逸郵便電信法  一九〇二  □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.1451. 
▫“    四七    コエニヒ  獨逸郵便電信法        ”4陸技本部 MF-No.0171. 
♦“    二〇一   ウオルク  諸會社實用會計法  一九〇五  □”鹵書•圖目1920III., 22頁. 
•“○183 二〇一   ウオルク  諸會社實用會計法  一九〇五  □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.1468. 
♦“  二一九    ウエドケ  傷害保險法     一八九〇  □”鹵書•圖目1920III., 23頁. 
•“○ 二一九    ウエドケ  傷害保險法     一八九〇  □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.1469. 
▫“  二一九    ウエドケ  傷害保險法           ”8陸千製絨 MF-No.0188. 
♦“  二二〇    クルツキンスエスキ  建築從事員の傷害保險に關する法律 一八九八 □”鹵書•圖目1920III., 23頁. 
•“○ 二二〇    クルツキンスエスキ  建築從事員の傷害保險に關する法律 一八九八 □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.1469. 
♦“  二二一    ウエドケ   廢疾及養老保險法  一八九五  □”鹵書•圖目1920III., 23頁. 
•“○ 二二一    ウエドケ   廢疾及養老保險法  一八九五  □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.1469. 
▫“  二二一    仝[ウエドケ] 廢疾及養老保險法        ”8陸千製絨 MF-No.0188. 
♦“  二二二    海軍省 傷害保險施行規定(帝國海軍に於ける) 一九一二  □”鹵書•圖目1920III., 23頁. 
•“○ 二二二    海軍省 傷害保險施行規定(帝國海軍に於ける) 一九一二  □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.1469. 
▫“  二二二    海軍省 傷害保險施行規定(帝國海軍に於ける)”8陸千製絨 MF-No.0188. 
♦“    [二六四(Iab-XIV)] ブラウン 仝[カード式法令集] 第一八卷[:] 工業條例 [□] XII”鹵書•圖目1920III., 29頁. 
•“○184 [二六四(Iab-XIV)] ブラウン 仝[カード式法令集] 第一八卷[:] 工業條例 [□] XII”防衛研藏〃, 〃, MF-No.1475. 
♦“  三二五    エガア  自働車交通に關する帝國法律  一九一一 □”鹵書•圖目1920III., 34頁. 
•“○ 三二五    エガア  自働車交通に關する帝國法律  一九一一 □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.1480. 
                                                     
180 鉛筆(以下“○ 四二ab”迄相同).   
181 白紙片(縱13.1 x 横8.05cm)上に鉛筆で記す.  或は, 建築課關係の備忘録か?   
182 藍黒インキ.   
183 鉛筆(以下“○ 二二二”迄相同).   
184 藍黒インキ(以下“○ 四〇七”迄相同).   
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▫“  三二五    エガア  自働車交通に關する帝國法律       ”4陸技本部 MF-No. 
♦“  三八八    フエリング譯 江木巽翼著「膠州灣に就て」(タイプライタ寫本) 一九〇七 □”鹵書•圖目1920III., 40頁. 
•“○ 三八八    フエリング譯 江木巽翼著「膠州灣に就て」(タイプライタ寫本) 一九〇七 □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.1486. 
▫“  三三八八   フエリング譯 江木翼著「膠州灣に就て」(タイプライタ寫本)”4陸技本部 MF-No.0172. 
♦“  四〇四    □ 山東鐵道建設史  一九〇四  □”鹵書•圖目1920III., 41頁. 
•“○ 四〇四    □ 山東鐵道建設史  一九〇四  □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.1487. 
▫“  四〇四    □ 山東鐵道建設史        ”4陸技本部 MF-No.0172. 
♦“  四〇七    □ 一九一二年度獨逸工業年報 □ (英文)”鹵書•圖目1920III., 42頁. 
•“○ 四〇七    □ 一九一二年度獨逸工業年報 □ (英文)”防衛研藏〃, 〃, MF-No.1488. 
▫“  四〇七    □ 一九一二年度獨逸工業年報      ”4陸技本部 MF-No.0172. 
♦“    四二〇(I-IV) リヒトホーフエン 支那地理 自第一卷至第四卷 (一八一八七七八三 □”鹵書•圖目1920III., 43頁. 
•“○185 四二〇(I-IV) リヒトホーフエン 支那地理 自第一卷至第四卷 (一八一八七七八三 □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.1489. 
▫“    四二〇(I-IV) リヒトホーフエン 支那地理 自第一卷至第四卷”3陸教總監 MF-No.0158. 
♦“  四二四    ベーメクリー  ガア共著 青島案内記  一九〇四  □”鹵書•圖目1920III., 43頁. 
•“○ 四二四    ベーメクリー  ガア共著 青島案内記  一九〇四  □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.1489. 
▫“  四二四    ベーメ クリーガア 青島案内記      ”4陸技本部 MF-No.0172. 
♦“  四五二a-g   エヴアワルツース   中學獨逸讀本 第三卷 一九〇八 □”鹵書•圖目1920III., 47頁. 
•“○ 四五二a-g   エヴアワルツース   中學獨逸讀本 第三卷 一九〇八 □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.1493. 
▫“  四五二a-g   エヴアース ワルツ 中學獨逸讀本 第三卷   ”3陸教總監 MF-No.0158. 
♦“  二〇一三   オエメ  沼地牧草栽培  一九〇八  □”鹵書•圖目1920III., 50頁. 
•“○ 二〇一三   オエメ  沼地牧草栽培  一九〇八  □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.1495. 
▫“  二〇一三   オエメ  沼地牧草栽培        ”7陸糧本廠 MF-No.0184. 
♦“  二〇一六   ブロエダーマン 英國の羊豚飼育 一九〇三 □”鹵書•圖目1920III., 51頁. 
•“○ 二〇一六   ブロエダーマン 英國の羊豚飼育 一九〇三 □”防衛研藏〃, 〃, MF-No.1496. 
◦“Berichte über Land= und Forſtwirtſchaft im Auslande.  Mitgeteilte von Auswärtigen Amt.  Buchausgabe 
Stück 5. / Schaf= und Schweine=Hochzuchten in England und ihre Bedeutung für deutſche Züchter.  Bericht 
des zum Studium der engliſchen Schaf= und Schweinezucht nach England entſandten Sachverſtändigen  Do- 
mänent E. A. Brödermann,Rittergutsbeſitzer auf Knegendorf. / Berlin SW. 11.  Deutſche Landwirtſcahfts=Geſellſchaft  
Deſſauer Straße 14. / Kommiſſionsverlag: Verlagsbuchhandlung Paul Parey.Verlag für Landwirtſchaft, Gartenbau und Forſt- 
weſen.  SW., Hedemannſtraße 10.  1903.”186     
DCH(裏表紙   ひら（ 藍黒背下）インキ{Brödermann¦ Schaf- u. Schwein-¦ Hochzuchten in England}•見返藍黒利上央インキ{BdLvK¦ 
Abt.III ¦ Nr.74}•題扉下頁下央小口、藍印 ２０  «*Bibliothek der*¦ TSINGTAU¦ Deutsch-Chin. Hochschule.»•２０頁 藍黒下小口インキ
“09 /358”) 
青守司(背央 白紙票{藍黒□朱筆墨書乙二〇一六}187•見返利インキ地角 、假番 藍黒號墨書{假番號九六四發行年代一九〇三著譯者氏名ブロェダー
マン圖書名目英國の羊豚飼育員數 / 壹部□ 册 枚 : 計□部□ 册 枚}) 
北海帝大(ひら天ン目縁赤枠紙票ミシ藍印{636¦ E78}•見返利票枯草略央枯印 英草飾數字枠紙藍印{636 B78¦ 北海道圖  帝國書 大學 館¦ No. 45114}•見返利喉寄朱
略央
印 «合»188•題扉喉寄裏上朱印«寄贈│青嶋守備軍司令部»•題扉央朱裏略印 «北海道帝國大學圖書印»•題扉裏印 數下央朱字藍印
«北海道帝國大學?附屬圖書館?¦ 45114OCT 5 ’22»•９、地喉１９頁朱印 «北海道帝國大學¦ 圖書之印») 
北大附圖(背地墨書{636¦ E78}•表紙地縞號ビ央  ニル票{0020451145¦ 本館•書庫•洋書}•見返遊縞號ビ地央 ニル票{0020451145¦ 北海道
大學}•見返央朱遊地印 «NC登録済») 
                                                     
185 鉛筆(以下“○ 二〇一六”迄相同).   
186 “September 1903.”(題扉地喉).  縱24.5 x 横16.9cm.   
187 當紙片下に, 當紙より横幅略寛の紙片を2枚重點.   
188 北海帝大(見返利票枯草略央枯印 英草飾數字枠紙藍印{636 B78¦ 北海道圖  帝國書 大學 館¦ No. 45114}藏書分類•登録票上の右肩部に




定する際の大枠が浮び上って來た.  概述すると, 最優先機關は陸軍關聯諸機關であったと想われるが, 
帝國大學及び高等學校に就て云うと, 帝國大學宛には, 各校からの要望をも考慮しつつ, 例えば“ヴィル
ヘルムコーン叢書”(東京帝國大學宛), “法律學關係書籍”(京都帝國大學宛), “理科學關係書籍”(東北帝國大
學宛), 又, “農學關係書籍”(北海道帝國大學宛)の如く, 各々その重點的配布分野を首ず設け, これに文學
書を始めとする爾餘の諸分野の書册が高等學校を上囘る規模で割振られた模樣である.  又, 高等學校
に就て云うと, 商業や語學の如き專門性の高い例外校を除けば, 押竝べて文學書を始めとする諸書册が
可成り一律的に割振られた模樣である.189   
 斯る一般的状況のなかで, “膠州圖書館舊藏定期刊行物”に着目したところ, その受贈(現藏)機關が著し
く京都帝國大學(京都大學)に集中し, 當該紙誌が京都帝國大學以外の機關宛に配布•寄贈された形蹟も無
いことから, 更めて今年度その紙誌に對する搜書を不充分ながらも試みた.  未搜到紙誌兩種竝に未搜到
號若干册を遺すものの, 爾餘の紙誌竝に諸號は孰れも京都大學現藏というのが, その現時點(’10.II.22.)に於
る把握結果である(«膠州圖書館舊藏“定期刊行物”の寄贈先•受贈•現藏機關一覽»[後掲81-100 頁]を請參照).  但, そ
の結果には聊か説明を要することもあるので, この點をも含め, 當該紙誌に對する搜書の現状を此處に
簡介することとした.   
 首ず, 豫め御斷りすると, 此處に“膠州圖書館舊藏定期刊行物”と暫稱するものは, 膠州圖書館側が“Zeit- 
schrift定期刊行物”として分類した諸紙誌を指す.190  これを本稿に於る記述に從って具體的に述べると, 
青島守備軍所製“接收書目”中の如下3篇に載録された諸紙誌のうちから, “膠州圖書館藏書(洋書)追加目録” 
•“I.[I.] B. Zeitschriften [mit Ausnahme der Fach- und Kunstzeitschriften].”(BVdKB 1920.-, 3-11頁) 
•“膠州圖書館藏書(洋書)追加目録”(鹵書•圖目1920II., と1-4頁) 
•“膠州圖書館藏書目録補遺 I. B. Zeitschriften.”(膠圖藏目補1922.-, 1-8頁) 
冒頭所録“舊番號62 新番號番外IA-1 著譯者 書名 卷號及發行年Sammlung gemeinverständlicher wissenschaftlicher Vorträge 
III. Serie Heft 49-72. (Twesten: Machiavelli-Wittich: Ueber die Schnelligkeit unseres Empfindens und 
Wollens etc.)”(鹵書•圖目1920II., と1 頁), 及び“舊番號2543 新番號652 著譯者 書名 卷號及發行年Hoensbroech: 14 Jahre 
Jesuit”(仝, と4頁)以降を除く55紙誌がそれで, 普通なら定期刊行物として扱われても不思議ではない下
記の如きものを其處に含んではいないことに就ても, 豫め御諒解おき願いたい.   
♦“22730-31 Deutsche Volksstimme, (Zeitschrift für Bodenreform) 1906. 2 Bde.              
22732     do                  1907.                
22733     do                  1908.                
22734     do      oder Bodenreform.     1909.                
22735     do                  1910.”(BVdKB 1920.-, 66頁) 
 «膠州圖書館舊藏“定期刊行物”の寄贈先•受贈•現藏機關一覽»の提示に際しては, “B. Zeitschriften [mit Aus- 
nahme der Fach- und Kunstzeitschriften].”(BVdKB 1920.-所收), “膠州圖書館藏書(洋書)追加目録”(鹵書•圖
目1920II.所收), “膠州圖書館藏書目録補遺 I. B. Zeitschriften.” (膠圖藏目補1922.-所收)の順に, 首ず各々その
載録内容を再現したうえで, 次行にその“寄贈先機關名”(行頭), “受贈機關名”(行央), 竝に“現藏機關名”(行末)を
記すに止めた.  このうちの“寄贈先機關名”に就ては, 青島守備軍接收書目(京都帝國大學宛鹵書•圖目
1920II.□甲 本, 膠圖藏目補 1922.-)に據り,191 “受贈機關名”に就ては京都圖書帝大原簿1944.(昭和 19[1944].II.23., 
VI.12.)に, 又, “現藏機關名”に就ては筆者の實見結果に基づいている.  本來ならば, これに加えて, 例
                                                     
189 持井•古市•Scherrmann2009.   
190 因に, 當該諸紙誌を含む80餘紙誌に就ては, 1911年當時, その新着號を閲覽室に於て目にすることが出來
たと云う(BVdKB 1911., S. [V.]-[VII.]).   
191 京都帝國大學宛寄贈時所添BVdKB 1920.-□甲本が未發見(□乙本も未發見)故, 膠州圖書館舊藏書籍に就て
の青島守備軍側の京都帝國大學宛寄贈豫定計劃書册の大半に就ては, 不詳.  尚, 例えば“216  66  Illu- 
strierte Zeitung  1912.”の下線(216)は, 京都帝國大學宛鹵書•圖目1920II.□甲本に於る傍線(赤鉛筆)を表示.   
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えば下示“Deutsche Erde  1902”の如く, その判斷根據を明示す可きと心得るものの,192 紙幅の都合上, 
これに就ては割愛した.  尚, «仝一覽»中の例えば“Vom Fels zum Meer  1895 (April bis Sptbr.)  • … •  
160”(後掲82頁)に於る“   ”は, 青島守備軍が付した抹消線であって, これは, 膠州圖書館側が“[I. B.] 160.”の如
き分類•整理番號を付しておいた當該號册が, 青島守備軍の接收時には恐らく缺號となっていたことに起因
するものと暫定しておく.   
♦“Deutsche Erde 1902 102” 
◦“Deutſche Erde  Beiträge zur Kenntnis deutſchen Volkstums allerorten und allerzeiten. / Herausgegeben von 
Prof. Paul Langhans. / 1. Jahrgang 1902. / Gotha: Juſtus Perthes.” 
KB(見返利藍黒イ地喉ンキ{KB¦ Abt:IGr:BOrd. Nr:102}•題扉上黒イン央藍黒キ、消印 線青 藍鉛筆«K-B *T.*¦ I C 859»•題扉略印  央小口藍黒イ藍黒ンキ
«K-B ?T.?¦ I C.¦ 102»•Ⅲ頁藍黒上央印 «K-B *T.*¦ □»•見返遊央  上略鉛筆“Deutſche Erde¦ 1902”•見返遊字、消地喉鉛線藍黒
筆 ９
インキ“I C. 85□9”) 
青守司(□) 




印 «青島守備軍司令部 寄贈») 
京附圖(【背下、枠京大見返利圖書紙天角藍票藍印{2-9¦ D¦ I}】?) 
 扨, 首ずは再び«仝一覽»(後掲81-100頁)を御覽頂きたい.  これを一覧すれば, 既述の如く, 當該紙誌の殆どが
京都帝國大學宛に寄贈されていることが明らかであろう.  今, このうちの未搜到紙誌及び仝號册を抽出
して表示すると, 次頁所掲«膠州圖書館舊藏“定期刊行物”未搜到一覽»の如くになる.   
 このうちの“□”は無記載(京都圖書帝大原簿1944.欄)乃至未搜到(現藏機關欄)であることを示し, 京都圖書帝大原簿1944.VI.12.欄
の“□*”は, 當該原簿中に當該紙誌の爾餘の號に就ては受入の記録が遺されているにも關らず當該號の受
入に就ての記録を缺くことを, 又, 現藏機關欄の“□*”は, 獨租期青島舊藏當該紙誌の爾餘號に就ては京都大
學に現藏されているものの當該號が未搜到であることを示す.  又, 例えば“do[Gartenlaube] 1895  619”
の“807208”(京都圖書帝大原簿1944.VI.12.欄)は, 當該號册を含む“Gartenlaube”諸號が京都帝國大學に於てその登録
番號“807208”として受入手續された旨を具體的に確認し得るということを示す.   
 當該«膠州圖書館舊藏“定期刊行物”未搜到一覽»に據るならば, “Gartenlaube 1895  619”(京都圖書帝大原簿1944.VI.12. 
807208), “The Illustrated London News 1908 Bd. 2  2074”(仝807216), 及び“Alldeutsche Blätter 1912”(仝
807188)の3册は, 京都大學に於て目下行方不明の書册として理解しておいて大過なかろう.  又, “832 288 




筆者の怠慢に因る搜し漏れか,193 京都帝國大學に於る受入登録漏れかの孰れかということになる.   
 又, “Daheim 1883  513”(京都圖書帝大原簿1944.VI.12.□*, 現藏機關□*), “L’Illustration 1903-4 Bd. 1-2  2200ab-01; 〃 
1908 〃 1-2  2208-9; 〃 1909 〃 1-2  2210-11”(仝, 仝), “2215 593  L’Illustration 1911 Bd. II.”(仝, 仝), “216 66  
Illustrierte Zeitung 1912.”(仝, 仝)の 10 册に就ては, 孰れの紙誌の場合も, 京都圖書帝大原簿1944.VI.12.に於て
“807205”(Daheim),194 “807200”(L’Illustration),195 “807216”(Illustrierte Zeitung),196の如く受入登録が做され, 且つ各紙
誌共に青島守備軍寄贈の爾餘の諸號册に就ての京都大學に於る現藏を確認し得たものの,197 當該10 册の
受入登録に就ては, 京都圖書帝大原簿1944.II.23./VI.12.兩日の項に於て確認し得ずにいる.  當該諸號册の場合は, 京都 
 
                                                     
192 表示に際して使用した略號•符號の類に就ては, 持井•古市•Scherrmann2009a., 61-2頁を請參照.   
193 圖書カードに就ても, 未調査.   
194 京都圖書帝大原簿1944., 38頁.   
195 仝上, 39頁.   
196 仝上, 仝上.   
197 特に, このうちの“Daheim”誌に就ては, 既に“«膠州圖書館舊藏京都大學附屬圖書館現藏“Daheim”に就
て»”(持井•古市•Scherrmann2009a., 57-97頁, 補註①)としてその概況を簡介しておいたので, 請併照.   
 78
«膠州圖書館舊藏“定期刊行物”未搜到一覽» 
[含寄贈豫定先機關•舊番號•新番號]紙誌(號册)名        青島接收守備軍書目     京都圖書帝大原簿1944.II.23./VI.12.  現藏機關 
“do[Daheim]    1883  513”          BVdKB 1920.-, S. 4.      □/□*  □* 
“do[Gartenlaube]   1895  619”          BVdKB 1920.-, S. 6.      □/807208 □* 
“Deutsche Japanpost 1903  1721”         BVdKB 1920.-, S. 10.      □/□   □ 
“  do      1904  1722”          〃             □/□   □ 
“  do      1905  1723”          〃             □/□   □ 
“  do      1906  1724”          〃             □/□   □ 
“  do      1907  1725”          〃             □/□   □ 
“  do      1908  1726”          〃             □/□   □ 
“  do      1909  1727”          〃             □/□   □ 
“  do      1910  2 Bde. 1728-1729”      〃             □/□   □ 
“京大1730 507 Deutsche Japanpost -1911-”       膠圖藏目補1922.-, 8頁     □/□   □ 
“ 〃 1731 508 〃        -1912-  I.”       〃             □/□   □ 
“ 〃 1732 509 〃    〃        II.”       〃             □/□   □ 
“ 〃 1733 510 〃        -1913-  I.”       〃             □/□   □ 
“ 〃 1734 511 〃    〃        II.”       〃             □/□   □ 
“Country Life Oktb. 1904 - März 1905. 2 Bde. 2031-32” BVdKB 1920.-, S. 10.      □/□   □ 
“The Illustrated London News 1863 Bd. 2 2040”     〃             □/□*  □* 
“    do       1889 do  2 2041”     〃             □/□*  □* 
“    do       1890 do  1 2042”     〃             □/□*  □* 
“    do       1896 do 1-5 2043-47”    〃             □/□*  □* 
“    do       1897 do 2-5 20482050-51”  〃             □/□*  □* 
“    do       1903 do 3-4 2060-61”    〃             □/□*  □* 
“    do       1904 do 1-2 2062-63”    〃             □/□*  □* 
“    do       1905 do 1-3 2064-665”   〃             □/□*  □* 
“    do       1906 do 1-3 2067-69”    〃             □/□*  □* 
“    do       1908 do 1-2 2073-74”    〃             □/807216 □* 
“    do       1909 do 1-2 2075-76”    〃             □/□*  □* 
[2077 565 The Illustrated London News  1910  Bd. I.”    □            □/□*  京都大附圖 ] 
[2079 566 The Illustrated London News  1911  Bd. I.”    □            □/□*  京都大附圖 ] 
“2080 567 The Illustrated London News  1911  Bd. II.”  鹵書•圖目1920II., と1頁     □/□*  □* 
“〃[京大] 2082 568 The Illustrated London News - 1912 - II.” 膠圖藏目補1922.-, 8頁     □/□*  □* 
“〃   2083 569  〃    〃        - 1913 -”   〃             □/□*  □* 
“L’Illustration 1903-4 Bd. 1-2  2200ab-10[1001]”    BVdKB 1920.-, S. 10.      □/□*  □* 
“  do   1908  do  1-2  2208-9”         〃             □/□*  □* 
“  do   1909  do  1-2  2210-11”        〃             □/□*  □* 
“2215 593 L’Illustration    1911  〃[Bd.] II.”    鹵書•圖目1920II., と4頁     □/□*  □* 
“216 66 Illustrierte Zeitung   1912.”         鹵書•圖目1920II., と1頁     □/□*  □* 
“488 172 Alldeutsche Blätter  1912”         鹵書•圖目1920II., と1頁     □/807188 □* 
“832 288 Meggendorfer-Blätter 1912.”         鹵書•圖目1920II., と1頁     □/□   □* 
“891 291 [Die] Jugend     1913. Bd. I.”      鹵書•圖目1920II., と2頁     □/□   □* 
帝國大學に於る受入登録が上記兩日以外に行なわれた可能性が遺りはするものの,198 これを圍繞す
る諸状況から推測するならば, 恐らく 1922[大正 11]年の後半に一旦は京都帝國大學に到着しながら
も, 例えば傷みが著しく, その登録前に廢棄されたか, 或は受入登録が做された1944[昭和19]年迄の20餘
年の間に失われてしまった蓋然性の方が寧ろ高いのではあるまいか.  諸事未精査故に確言は避けるも
のの, 當面その蓋然性を指摘しておく.   
 又, これと一見類似しつつも聊か併考を要すかと想われる事例が, “The Illustrated London News”紙の
                                                     
198 圖書カードに就ても, 未調査.   
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插圖15.: The Illustrated London News 1910, 
   Bd. I.(京都大學現藏)の背表紙上所見諸痕蹟 
   左(約3/5)•右上(約4/9)•右下(約2/3) 
“1863 Bd. 2  2040; 1889 〃 2  2041; 1890 〃 1  2042; 1896 〃 1-5  2043-47; 1897 〃 2-5  2050-51; 





機關□*), “1908 〃 2  2074”(仝807216, 仝), “2080 567  1911  Bd. II.”(仝, 仝), 
“〃[京大] 2082 568  -1912- II.; 〃 〃 〃 -1913-”(仝, 仝)の23册である.  即ち, 當紙の場合は, 當該23册に限って
看れば, このうちの“2080 567  1911  Bd. II.”, “京大 2082 568  -1912- II.;〃 2083 569  -1913-”(仝, 仝)の3册が青
島守備軍側に於て京都帝國大學宛寄贈豫定である旨明示され, 京都圖書帝大原簿1944.VI.12.に於ても, “1908 Bd. 2  
2074”(仝807216, 仝)が“807216”199として受入登録され, 青島守備軍寄贈の爾餘の諸號册に就ての京都大學
に於る現藏をも確認し得るので,200 この點に限って看るならば, 前掲“Daheim 1883  513”, “Westermanns 
Monatshefte 1899/1900 Bd. 1  1029”等々と同一事例と看做す可きこととなろう.   
 だが, 京都大學現藏青島守備軍寄贈“The Illustrated London News”紙には, 下記簡介の如く, それが膠州
圖書館舊藏青島守備軍寄贈諸册であることを明示する諸痕蹟(插圖 15.左及び右下を請併照)と, 筆者の前稿に於る
假屬に誤り無ければ京都大學となってからの書籍整理作業の痕蹟と覺しき“19”及び“20”なる白墨數字を
併帶している.201  それにも關らず, 當該兩册の場合は, 青島守備軍の接收書目竝に京都圖書帝大原簿1944.II.23./VI.12.
兩日の受入登録に於てその存在を確認し得ず, 當該白墨數字は, 恰も“1863 Bd. 2  2040”から“1909 Bd. 1   
                  2075”に至る20册のうちの兩册を缺いた状態で, これに聯續さ 
                  せて番號を“19”, “20”と白墨で記したかの如き聯想を懷かし 
                  める.  «京都圖書帝大原簿»及び«京都附屬大學 圖書館圖書カード»の調査が不充 
                  分であることに加えて, 京都帝國大學宛BVdKB 1920.-□甲本に 
                  就ても未搜到故, 確言は避けるものの, 斯る諸現象に據るな 
                  らば, 膠州圖書館舊藏“The Illustrated London News”紙は, 接 
                  收書目未載の“[2077 565]  1910  Bd. I.”, “[2079 566]  1911  Bd.  
                  I.”をも含め, 青島守備軍から京都帝國大學宛一括して寄贈さ 
                  れ, その多くは, 京都大學となってからの書籍整理作業時迄 
                  保存されていたと看做しておくのが, 今は最も自然なのでは 
                  あるまいか.   
                           
◦“[THE ILLUSTRATED LONDON NEWS.REGISTERED AT THE GENERAL POST OFFICE AS A NEWSPAPER. / VOL. CXXXVI  JANUARY 1?[No. 3689.] - 
JUNE 25[No. 3714.], 1910.]”202 
KB(背天藍黒白紙票インキ{I. C.¦ 2077.}•見返藍黒利地喉インキ{KB¦ Abt:IGr:COrd. Nr:2077}•№３６上小口９０藍黒號扉印 «K-B *T.*¦ □») 
青守司(背下帶打白紙字 {565}) 
京帝大(□) 
京附圖(【背上白墨“19”•ひら下 出背白墨“1910. V. 136”】•背下白ル票黒ビニ印 {青島}) 
◦“[THE ILLUSTRATED LONDON NEWS.REGISTERED AT THE GENERAL POST OFFICE AS A NEWSPAPER. / VOL. CXXXVIII  JANUARY 7[No. 3742.] - 
JUNE 24[No. 3766.], 1911.]”203 
KB(背天藍黒白紙票インキ{I. B.¦ 2079.}•見返藍黒利地喉インキ{KB¦ Abt:I.Gr:B.Ord. Nr:2079.}•№３７藍黒印４２號 藍黒扉天角インキ«K-B *T.*¦ I. B.¦ 
2079.»•№３７藍黒印４２-   ３７數出５６  «K-B *T.*¦ □»•№３７藍黒印５７-   ３７數出９９  «K-B ?T.?¦ □»)204 
青守司(背央 白紙票{藍黒五〇四三????????□}•背下帶打白紙字 {剥痕}) 
                                                     
199 京都圖書帝大原簿1944., 39頁.   
200 特に, このうちの“Daheim”誌に就ては, 既に“«膠州圖書館舊藏京都大學附屬圖書館現藏“Daheim”に就
て»”(持井•古市•Scherrmann2009a., 57-97頁, 補註①)としてその概況を簡介しておいたので, 請併照.   
201 持井•古市•Scherrmann2009a., 15頁.   
202 總合題扉缺.  所綴號扉に據り假示.  半折痕アリ.  缺葉多數(特に號末部).  40.6 x 28.6 cm.  實際の
所綴状況は, «No.3690.-Vol.CXXXVI SATURDAY JANUARY 8, 1910. pp. [37]-64»-«No.3714.-Vol.CXXXVI SATURDAY JUNE 25, 1910. pp. [1005]-1024».   
203 總合題扉缺.  所綴號扉に據り假示.  天地小口塗青.  半折痕アリ.  缺葉多數(特に號末部).  39.8 x 28.2 cm.  實
際の所綴状況は, «No.3742.-Vol.CXXXVIII SATURDAY JANUARY 7, 1911. pp. [1]-30»-«No.3766.-Vol.CXXXVIII SATURDAY JUNE 24, 1911. pp. [983]-1022».   
204 «No.3756.-Vol.CXXXVIII SATURDAY APRIL 15, 1911. pp. [529]-554»以前: «K-B *T.*¦ □».   




京附圖(【背上白墨“20”•ひら下 出背白墨“1911. V. 138”】•背地白ル票黒ビニ印 {青島}) 
 最後は, “Deutsche Japanpost 1903  1721; 1904  1722; 1905  1723; 1906  1724; 1907  1725; 1908  
1726; 1909  1727; 1910 2 Bde.  1728-1729; 京大 1730 507  -1911-; 〃 1731 508  -1912- I.; 〃 1732 509  - 
1912- II.; 〃 1733 510  -1913- I.; 〃 1734 511  -1913- II.”(京都圖書帝大原簿1944.II.23./VI.12.□/□, 現藏機關□)の14册
と“Country Life Oktb. 1904 - März 1905. 2 Bde. 2031-32”(仝, 仝)の兩册に就てである.   
 首ずは“Country Life Oktb. 1904 - März 1905. 2 Bde. 2031-32”(仝, 仝)の兩册に就てだが, 當該兩册に就
ては, その搜索の糸口すら見出せずにいるというのが現状で, この兩册に就ては, 京都帝國大學宛寄贈
の可能性を含め, 保留としておく他あるまい.   
 繼に, “Deutsche Japanpost週刊日獨郵報”に就てだが, このうちの晩刊號5册(“京大 1730 507  -1911-”, “〃 
1731 508  -1912- I.”, “〃 1732 509  -1912- II.”, “〃 1733 510  -1913- I.”, 及び“〃 1734 511  -1913- II.”)の寄
贈先に就き, 青島守備軍は, これをその膠圖藏目補 1922.-に於て京都帝國大學宛と明示しているので, 餘
程の特殊事情でも無い限り, その早刊號9册(“1903  1721”, “1904  1722”, “1905  1723”, “1906  1724”, 
“1907  1725”, “1908  1726”, “1909  1727”, “1910 2 Bde.  1728-1729”の寄贈先も, 京都帝國大學なの
ではと想い, 京都圖書帝大原簿1944.II.23./VI.12.を更めて翻葉すると共に, 京都大學附屬圖書館準貴重書室所藏とし
て公表されている“Deutsche Japan=Post 週刊日獨郵報”を調べてみた.  然し, 京都圖書帝大原簿1944.II.23./VI.12.に當該
紙名は無く, 準貴重書室所藏の當該紙は, 刊行者から基本的に各號刊行後數日以内に郵送寄贈されたも
のを京都帝國大學側に於て後日正式に受入登録した合册本であった.205   
                                                     
205 一例として, 第4年度(April 1905-Maerz 1906; 毎土曜日發行)の册に就て擧示しておく.  當該年度册
(全號半折痕アリ; 縱29.9 x 横22.2 cm.)は, 總合題扉及び第1號を缺く故, その紙名表示に際しては, 第2號以
降の表記に基づいて聊かの加工を施した.   
◦“[Deutsch Japan=Post  週刊日獨郵報  Wochenzeitung der Deutschen in Japan.  Herausgeber und verantwortlicher Re- 












ンキ«Deut[s]che Japan-Post寄贈本»•背下緑枠  打字{10-E¦ D¦ 2}) 
 尚, このうちの“Ｎｏ．長方形２，無框表紙朱印«仮
ママ
原簿»”と“仝  圓形有   框朱印«民贈．明治三八．四．一二¦ 京大圖»”の兩顆
朱印は各號表紙に常に共鈐され, 長方形無框朱印々文中の“假”字は孰れも“仮”字, 又, 組合せ印と覺し
き圓形有框朱印(直徑: 約 2.35 cm)の日付は, 各々下記の如くであった(Nos. 26., 33.ではその配列稍異; 
No. 36.の日付は“九．”; No. 39.では“一”字を“I”字で替用)*.   
              “明治三八.四.一八.”(4. J./No. 2.),   “明治三八.四.二七.”(4. J./No. 3.),  
“明治三八.五.二.”(4. J./No. 4.),   “明治三八.五.一一.”(4. J./No. 5.),   “明治三八.五.一六.”(4. J./No. 6.),  
“明治三八.五.二三.”(4. J./No. 7.),  “明治三八.五.二九.”(4. J./No. 8.),   “明治三八.六.六.”(4. J./No. 9.),  
“明治三八.六.一三.”(4. J./No. 10.),  “明治三八.六.二〇.”(4. J./No. 11.),    “明治三八.六.二七.”(4. J./No. 12.),  
“明治三八.七.七.”(4. J./No. 13.),   “明治三八.七.一一.”(4. J./No. 14.),    “明治三八.七.一八.”(4. J./No. 15.),  
“明治三八.七.二四.”(4. J./No. 16.),  “明治三八.八.一.”(4. J./No. 17.),    “明治三八.八.七.”(4. J./No. 18.),  
“明治三八.八.一六.”(4. J./No. 19.),  “明治三八.八.二三.”(4. J./No. 20.),    “明治三八.八.三〇.”(4. J./No. 21.),  
“明治三八.九.四.”(4. J./No. 22.),   “明治三八.九.一一.”(4. J./No. 23.),    “明治三八.九.一八.”(4. J./No. 24.),  
“明治三八.九.二七.”(4. J./No. 25.),  “明治三八.一〇.二.”*(4. J./No. 26.),   “明治三八.一〇.九.”(4. J./No. 27.),  
“明治三八.一〇.一六.”(4. J./No. 28.), “明治三八.一〇.二三”(4. J./No. 29.),  “明治三八.一〇.三〇”(4. J./No. 30.),  
“明治三八.一一.四.”(4. J./No. 31.),  “明治三八.一一.一三.”(4. J./No. 32.),  “明治三八.一一.二〇.”*(4. J./No. 33.),  
“明治三八.一一.二七.”(4. J./No. 34.), “明治三八.一二.四.”(4. J./No. 35.),   “明治三八.一二.九.”*(4. J./No. 36.),  
“明治三八.一二.一八.”(4. J./No. 37.), “明治三八.一二.二五.”(4. J./No. 38.),  “明治三九.Ⅰ.四.”*(4. J./No. 39.),  
“明治三九.一.八.”(4. J./No. 40.),   “明治三九.一.一五.”(4. J./No. 41.),    “明治三九.一.二二.”(4. J./No. 42.),  
“明治三九.一.二九.”(4. J./No. 43.),  “明治三九.二.五.”(4. J./No. 44.),    “明治三九.二.一二.”(4. J./No. 45.),  




本方針の如きものを設定していたのでは, との印象が強い.206  從って, 膠州圖書館舊藏“Deutsche Japan- 
post”紙の場合も, 上記指摘の如き状況に據れば, 京都帝國大學宛一括寄贈されたのではないかとの疑念
を拭いきれぬ, というのが正直なところだが, 現實には未搜到故, 當面は結論を急がずに“保留”とし, 
京都大學に於る受入原簿及び圖書カードの全面的調査の實施と,207 爾餘の現藏機關に於る調査を續行す
る他あるまい.   
«膠州圖書館舊藏“定期刊行物”の寄贈先•受贈•現藏機關一覽» 
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I.[I.] B. Zeitschriften [mit Ausnahme der Fach- und Kunstzeitschriften]. 
Deutsche Erde 1902  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 102      
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do  1903  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 103      
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do  1904  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 104      
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
                                                     
“明治三九.三.一二.”(4. J./No. 49.),  “明治三九.三.一九.”(4. J./No. 50.),    “明治三九.三.二九.”(4. J./No. 51.),  
“明治三九.四.五.”(4. J./No. 52.), 
206 例えば, 膠州圖書館舊藏佛語誌“Revue des deux mondes.”(BVdKB 1920.-, Nr. 70801-1370200-535, 
70815- 6270536-55)が第四高等學校•新潟高等學校•山形高等學校等々宛に分割寄贈された事例は, そ
の例外に屬す.  或は, 350餘册という册數の多さに起因するものか.   
207 因に, 今後の京都大學に於る受入原簿及び圖書カードの全面的調査の具體的搜索對象として, 膠州圖
書館舊藏定期刊行物ながら, 京都大學現藏にして京都帝國大學に於る受入登録記事を未搜到の號册に就
て表示すると, 如下(#: 青島守備軍側が京都帝大宛寄贈とする號册, ■: 當該號册既搜到, □: 當該號册未搜到):  
■“Illustrierte Zeitung, 1907, 2 Bde.  205-206”, ■“〃, 1909, 〃  209ab”, # □“216[66]  〃, 1912.”,  
■“Fliegende Blätter, Bd. 125  258”, ■“〃, 〃 126  259”, ■“〃, 〃 128  261”, ■“〃, 〃 129  262”,  
■“〃, 〃 133  266”, ■“〃, 〃 134  267”, # ■“京大 271[71]  〃, Bd. 138.”,  
■“Preussische Jahrbücher, 1911, 2 Bde.  417-418”, # ■“京大 423[156]  〃, 149. Bd., 1912.”,  
# ■“京大 424[157]  〃, 150. Bd., 1912.”, # ■“京大 425[158]  〃, 151. Bd., 1913.”,  
# ■“京大 426[159]  〃, 152. Bd., 1913.”, # ■“京大 427[160]  〃, 153. Bd., 1913.”,  
# ■“京大 428[161]  〃, 154. Bd., 1913.” 
■“Nach dem Dienst, 1896  672”, ■“〃, 1903  675”, ■“〃, 1904  676”, ■“〃, 1905  677”, ■“〃, 1906  678”,  
■“〃, 1908  680”, ■“〃, 1910  682”, # ■“京大 685[281]  〃, 23. Jahrg., 1913.”,  
■“Meggendorfer-Blätter, 1908, Bd. 72  816”, ■“〃, 1909, Bd. 77  820”, # □“832[288]  〃, 1912.”,  
■“Jugend, 1903, 2 Bde.  871-872”, ■“〃, 1906, 〃,  877-878”, ■“〃, 1908, 〃,  881-882”,  
■“Velhagen und Klasings Monatshefte, 1895/96, 2 Bde.  942-943”, ■“〃, 1899/1900, Bd. 2  950”,  
■“〃, 1902/3, Bd. 1-2  961-62”, ■“〃, 1907/08, Bd. 1-2  973-74”,  
■“Die Umschau, 1903  1525”, ■“〃, 1907, 2 Bde.  1526-27”, ■“〃, 1908, 2 Bde.  1528-29”,  
■“〃, 1909, 2 Bde.  1530-31”, ■“〃, 1910, 2 Bde.  1532-33”, ■“〃, 1911, 1 Bd.  1534”,  
# ■“京大 1536[469]  〃, 1912. I.”, # ■“京大 1537[470]  〃, 1912. II.”, # ■“京大 1538[471]  〃, 1913. I.”,  
# ■“京大 1539[472]  〃, 1913. II.” 
■“The Illustrated London News, 1910, Bd. 1  2077”, ■“〃, 1911, Bd. I.  2079”, # □“2080[567]  〃, 1911, Bd. II.”,  
# □“2080[567]  〃, 1911, Bd. II.”, # □“京大 2082[568]  〃, 1912. II.”, # □“京大 2083[569]  〃, 1913.” 
# □“891[291]  [Die] Jugend, 1913. Bd. I.”,  
# □“2215[593]  L’Illustration, 1911, Bd. II.”,  
# ■“京大 774[283]  Die Woche, 13. Jahrg., 1911.”, # ■“京大 780[284]  〃, 15. Jahrg., 1913. (I.)”,  
# ■“京大 782[285]  〃, 15. Jahrg., 1913. (II.)”,  
# □“京大 1730[507]  Deutsche Japanpost  1911.”, # □“京大 1731[508]  〃, 1912. I.”,  
# □“京大 1732[509]  〃, 1912. II.”, # □“京大 1733[510]  〃, 1913. I.”,  
# □“京大 1734[511]  〃, 1913. II.” 
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   do  1905  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 105      
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do  1906  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 106      
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do  1907  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 107      
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do  1908  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 108      
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do  1909  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 109      
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
Deutschland, Monatsschrift für die gesamte Kultur. 1903. 2 Bde  • • • • • • • • • • • • • 126-127    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
Neue Monatshefte des Daheim. 1886/7 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 128      
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
      do      1887/88 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 129      
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
Süddeutsche Monatshefte  1906  2 Bde  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 130-131    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
      do    1907   do  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 132-133    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
Der Türmer 1902  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 140      
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
  do  1903  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 141      
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
  do  1904 2 Bde  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 142-143    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
  de[eo] 1905 do  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 144-145    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
Deutsche Monatsschrift 1901  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 151      
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do     1903  2 Bde  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 152-153ab   
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do     1904  do • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 154-155    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do     1905  do • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 156-157ab   
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do     1906  do • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 158ab-159   
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
Vom Fels zum Meer   1895 (April bis Sptbr.)  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 160      
   do      1896  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 161      
   do      1897  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 162      
   do      1903  2 Bde • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 163-164    
   do      1904  Bd. 2 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 165      
Universum (Reclam)  1897  do • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 166-167    
   do      1903  do • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 168-169    
Illustrierte Zeitung 1905 2 Bde • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 201-202    
   do    1906 do • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 203-204    
   do    1907 do • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 205-206    
                «京都大附圖» 
   do    1908 do • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 207-208    
   do    1909 do • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 209ab-210   
                «京都大附圖» 
   do    1910 do • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 211-212    
   do    1911 Bd 1  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 213      
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Fliegende Blätter  Bd 102  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 251      
   do      118  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 252      
   do      119  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 253      
   do      120  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 254      
   do      121  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 255      
   do      122  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 256      
   do      124  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 257      
   do      125  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 258      
                «京都大附圖» 
   do      126  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 259      
                «京都大附圖» 
   do      127  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 260      
   do      128  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 261      
                «京都大附圖» 
   do      129  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 262      
                «京都大附圖» 
   do      130  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 263      
   do      131  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 264      
   do      132  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 265      
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Fliegende Blätter    133  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 266      
                «京都大附圖» 
   do      134  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 267      
                «京都大附圖» 
Wild und Hund 1910  Bd. 2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 296      
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
Deutsche Revue 1905  4 Bde  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 311-314    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do   1906  do • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 315-318    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do   1907  do • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 319-322    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do   1908  do • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 323-326    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do   1909  do • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 327-330    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do   1910  do • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 331-334    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do   1911  Bd 1 und 2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 335-336    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
Preussische Jahrbücher  1900  2 Bde  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 381-382    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do     1901  do • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 383-384    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do     1903  4 Bde  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 385-388    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do     1904  do • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 389-392    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do     1905  do • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 393-396    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do     1906  do • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 397-400    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do     1907  do • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 401-404    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
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    do     1908  do • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 405-408    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do     1909  do • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 409-412    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do     1910  do • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 413-416    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do     1911  2 Bde  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 417-418    
                «京都大附圖» 
Aus fremden Zungen  1891  do • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 471-72     
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do     1892  do • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 473-74     
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do     1893  1 Bd. • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 475      
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
Alldeutsche Blätter   1904  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 481      
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do      1905  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 482      
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do      1906  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 483      
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do      1907  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 484      
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do      1908  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 485      
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
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    do    1909  2 Bde  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 917-918    
    do    1910   do • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 919-920    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do    1911  Bd. 1  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 921      
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
Velhagen und Klasings Monatshefte 1889/90 Bd. II.  • • • • • • • • • • • • • • • • 936a-b     
       do       1890/91 2 Bde.  • • • • • • • • • • • • • • • • 937-938    
       do       1891/92 Bd. I..  • • • • • • • • • • • • • • • • 939      
       do       1892/93 2 Bde.  • • • • • • • • • • • • • • • • 940-941    
       do       1895/96 do  • • • • • • • • • • • • • • • • • 942-943    
                «京都大附圖» 
       do       1896/97 Bd. 1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • 945-46     
       do       1897/09 do  1 • • • • • • • • • • • • • • • • • 947      
       do       1900/01 do  1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • 948-49     
       do       1899/1900 do 2 • • • • • • • • • • • • • • • • 950      
                «京都大附圖» 
       do       1902/3  do  1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • 961-62     
                «京都大附圖» 
       do       1903/04 do  1 • • • • • • • • • • • • • • • • • 964      
       do       1904/05 do  1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • 965-66     
       do       1905/06 do  1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • 967-68     
       do       1906/07 do  1-4  • • • • • • • • • • • • • • • • 969-972    
       do       1907/08 do  1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • 973-74     
                «京都大附圖» 
       do       1907/08 do  3-4  • • • • • • • • • • • • • • • • 975-76     
       do       1908/09 do  1-3  • • • • • • • • • • • • • • • • 977-79     
       do       1909/10 do  1-4  • • • • • • • • • • • • • • • • 980-983    
       do       1911   do  Bd. 1.  • • • • • • • • • • • • • • • 984      
Westermanns Monatshefte 1894/95 2 Bde.  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1016-1017   
     do     1895/96 Bd. 1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1018-19    
     do     1896/97 do  1-3  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1021-23    
     do     1897/98 do  1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1024-25    
     do     1899  do  1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1027-28    
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Westermanns Monatshefte 1899/1900 do  1  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1029      
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
     do     1902   do  1  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1034      
     do     1903/04  do  1-2   • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1037-38    
     do     1904/05  do  1-2   • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1039-40a-b   
     do     1905   do  2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1041-42    
     do     1906   do  1-4  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1043-46    
     do     1907   do  1-4  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1047-50    
     do     1908   do  1-4  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1051-54    
     do     1909   do  1-4  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1055-58    
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     do     1910   do  1-4  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1059-62    
     do     1911   do  1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1063-64    
Deutsche Rundschau 1875  Bd. 4 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 11[10]96?    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do    1877  4 Bde.  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1097 I-IV   
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do    1878  Bd. 1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1098-1099  
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do    1879  do  2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1100      
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do    1880  do  2-3  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1101-1102   
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do    1881  4 Bde.  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1103 I-IV   
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do    1882  Bd. 1-3  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1104 I-IV   
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do    1885  4 Bde.  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1105 I-IV   
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do    1886  do • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1106  do    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do    1887  do  1-4  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1107  do    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do    1888  do  1-4  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1108  do    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do    1889  do  1-4  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1109  do    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do    1890  do  1-4  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1110  do    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do    1891  do  1-4  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1111  do    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do    1892  do  1-4  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1112  do    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do    1893  do  1-4  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1113  do    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do    1894  do  1-4  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1114  do    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do    1895  do  1-3 (1-2a-b)  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1115 I-III    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do    1897  do  1-4  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1117 I-IV    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do    1898  do  1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1118 I-II    
    do    1884  do  2-4  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1121 II-IV   
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do    1903  do  1-3  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1122-24    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do    1904  do  4 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1126-29a-b  
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do    1905  do  4 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1130-33a-b  
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do    1906  do  4 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1134-37a-b  
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do    1907  do  4 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1138-41208  
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
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    do    1908  do  4 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1142-45    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do    1909  do  4 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1146-49    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do    1910  do  4 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1150-4[45]3  
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do    1911  do  2 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1154-55?    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
Die Grenzboten 1903  Bd. 1-4  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1200-03    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do   1904  do  1-4  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1204-07    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do   1905  do  1-4  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1208-11    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do   1906  do  1-4  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1212-15    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do   1907  do  1-4  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1216-19    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do   1908  do  1-4  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1220-23    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do   1909  do  1-4  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1224-27    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do   1910  do  1-4  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1228-31    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do   1911  do  1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1232-33    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
Die Flotte  1903 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1280a-b    
  do  1904 2 Bd. • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1281      
  do  1905 2 do • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1282a-b    
  do  1906 2 do • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1283a-b    
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Die Flotte  1907 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1284      
  do  1908 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1285      
  do  1909 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1286      
Die Zukunft  1903  4 Bde.  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • •  183861-1384  
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
  do   1904  4 do  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1385-1388   
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
  do   1905  4 do  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1389-1392   
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
  do   1906  4 do  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1393-1396   
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
  do   1907  4 do  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1397-1400   
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
  do   1908  4 do  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • •  1400[01?]-1404  
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
  do   1909  4 do  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1405-1408   
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
  do   1910  4 do  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1409-1412   
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
  do   1911  2 do  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1413-1414   
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
Simplicissimus 1903  Bd. 1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1450-51    
   do  1904  do  1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1452-53    
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«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do  1905  do  1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1454-55    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do  1906  do  1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1456-57    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do  1907  do  1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1458-59    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do  1908  do  1  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1460      
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do  1909  do  1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1461-62    
Kladderadasch 1903  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1470      
  do   1904  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1471      
  do   1905  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1472      
  do   1906  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1473      
  do   1907  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1474      
  do   1908  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1475      
  do   1909  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1476      
  do   1910  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1477      
Das literarsche Echo  1903  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1501      
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
Die Umschau 1903  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1525      
                «京都大附圖» 
  do   1907  2 Bde.  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1526-27    
                «京都大附圖» 
  do   1908  2 do • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1528-29    
                «京都大附圖» 
  do   1909  2 do • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1530-31    
                «京都大附圖» 
  do   1910  2 do • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1532-33    
                «京都大附圖» 
  do   1911  1 Bd.  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1534      
                «京都大附圖» 
Nagels Lustige Welt  1906  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1551      
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do     1907  Bd. 1  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1552      
   do     1908  do  2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1553      
   do     1909  do  2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1554-1555   
   do     1910  do  2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1556-1557   
   do     1911  do  1  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1558      
Der Ostasiatische Lloyd 1903  Bd. 1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1600-01    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do      1904  do  1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1602-03    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do      1905  do  1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1604-05    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do      1906  do  1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1606-07    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do      1907  do  1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1608-09    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do      1908  do  1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1610-11    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do      1909  do  1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1612-13    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do      1910  do  1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1614-15    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
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   do      1911  do  1  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1616      
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
Deutsch-Asiatische Warte 1903 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1640      
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
     do     1904 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 161[14]1    
Ostasien, die erste Monatsschrift eines Japaners 1903  • • • • • • • • • • • • • • • • • 1684      
         do         1904/5  • • • • • • • • • • • • • • • • 1685      
         do         1905/6  • • • • • • • • • • • • • • • • 1686      
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Ostasien, die erste Monatsschrift eines Japaners 1906/7  • • • • • • • • • • • • • • • • 1687      
         do         1907/8  • • • • • • • • • • • • • • • • 1688      
         do         1908/9  • • • • • • • • • • • • • • • • 1689      
Deutsche Japanpost 1903 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1721      
   do    1904 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1722      
   do    1905 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1723      
   do    1906 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1724      
   do    1907 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1725      
   do    1908 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1726      
   do    1909 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1727      
   do    1910 2 Bde.  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1728-1729   
Der Ferne Osten 1903  Bd. 2-3  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1750-51    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
Der Tag 1907  Bd. 1-3  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1760-62    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
 do  1908  do  1-3  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1763-65    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
 do  1909  do  1-3  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 17667-68    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
 do  1910  do  1-3  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1769-71    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
 do  1911  do  1 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 16[67?]72    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
Der Deutsche 1906  7 Bd. 1 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1780      
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
  do   April bis September 1907  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1781      
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
  do   Oktober 1907 bis März 1908 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1782      
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
  do   April bis August 1908  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1783      
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
Journal of the Royal United Service Institution. 1904-7  • • • • • • • • • • • • • • • • 2018-25    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
         do         1908  2 Bde.  • • • • • • • • • • • • • 2026-2027   
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
Country Life Oktb. 1904 - März 1905. 2 Bde.  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 2031-32    
The Illustrated London News 1863  Bd. 2 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 2040      
     do      1889  do  2 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 2041      
     do      1890  do  1 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 2042      
     do      1896  do  1-5  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 2043-47    
     do      1897  do  2-5  • • • • • • • • • • • • • • • • • • •  20482050-51  
     do      1903  do  3-4  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 2060-61    
     do      1904  do  1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 2062-63    
     do      1905  do  1-3  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 2064-665    
     do      1906  do  1-3  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 2067-69    
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     do      1907  do  1-3  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 2070-72    
     do      1908  do  1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 2073-74    
     do      1909  do  1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 2075-76    
     do      1910  do  1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 2077-78    
                «京都大附圖» 
     do      1911  Bd. I. • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 2079      
                «京都大附圖» 
The Review of Reviews 1903  Bd. 3  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 2101      
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do     1904  do  1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 2102-3     
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do     1905  do  1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 2104-5     
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do     1906  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 2106      
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do     1907  Bd. 1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 2107-08    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do     1908  do  1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 2109-10    
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do     1909  do  1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 2111-2112   
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
    do     1910  do  1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 2113-2114   
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
L’Illustration 1903-4  Bd. 1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 2200ab-10[1001]   
  do   1905   do  1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 2202-3     
  do   1906   do  1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 2204-5     
  do   1907   do  1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 2206-7     
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
  do   1908   do  1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 2208-9     
  do   1909   do  1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 2210-11    
  do   1910   do  1-2  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 2212-13    
  do   1911   do  1 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 2214      
 
- 11 - 
Tsingtauer Neueste Nachrichten 1904  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1802      
      do      1905 Jan. - Juni • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1803      
      do      1905 Juli - Dezbr.  • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1804      
      do      1906 Jan. - April  • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1805      
      do      1906 Mai - August  • • • • • • • • • • • • • • • • • 1806      
      do      1906 Septb. - Dezbr.  • • • • • • • • • • • • • • • • • 1807      
      do      1907 Jan. - April  • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1808      
      do      1907 Mai - August  • • • • • • • • • • • • • • • • • 1809      
      do      1907 Septb. - Dezbr.  • • • • • • • • • • • • • • • • • 1810      
      do      1908 Jan. - April  • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1811      
      do      1908 Mai - August  • • • • • • • • • • • • • • • • • 1812      
      do      1908 Septb. - Dezbr.  • • • • • • • • • • • • • • • • • 1813      
      do      1909 Jan. - April  • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1814      
      do      1909 Mai - August  • • • • • • • • • • • • • • • • • 1815      
      do      1909 Septb. - Dezbr.  • • • • • • • • • • • • • • • • • 1816      
      do      1910 Jan. - April  • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1817      
      do      1910 Mai - August  • • • • • • • • • • • • • • • • • 1818      
      do      1910 Septb. - Dezbr.  • • • • • • • • • • • • • • • • • 1819      
      do      1911 Jan. - April  • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1820      
Brigadezeitung        1904-1906  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1873-74    
Detachementszeitung     1906 (Juli bis Dezbr.)  • • • • • • • • • • • • • • • • 1875      
    do        1907   • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1876      
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    do        1908   • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1887      
Tageblatt für Nord-China    1906  4 Bde.  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1880-1883   
    do        1907  3 do  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1884-1886   
    do        1908  4 do  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1887-1890   
    do        1909  3 do  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1891-1893   
    do        1910  3 do  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1894-1896   
Kiautschou-Post  1908 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1920      
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do    1909 2 Bde • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1921-1922   
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do    1910 2 do • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1923-1924   
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
   do    1911 Bd. I  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1925      
«京帝大圖»                «京都大附圖» 
 
Siehe auch: 
Deutsche Romanzeitung XII                            34501 ff.    
                  «京帝大圖»                «京都大附圖» 
―•●•― 
 




舊番號 新番號  著譯者   書名        卷    號    及    發行年                            
62 番外IA-1 Sammlung gemeinverständlicher wissenschaftlicher Vorträge III. Serie Heft 49-72.  (Twesten: 
      Machiavelli-Wittich: Ueber die Schnelligkeit unseres Empfindens und Wollens etc.)        
216    66  Illustrierte Zeitung        1912.                       
«京都帝大»                  
419   152  Preussische Jahrbücher      1911.  Bd. III.                    
«京都帝大»                 «京帝大圖»              «京都大附圖» 
420   153    〃             〃  〃  IV.                    
«京都帝大»                 «京帝大圖»              «京都大附圖» 
421   154    〃            1912[.] 〃  I.                     
«京都帝大»                 «京帝大圖»              «京都大附圖» 
422   155    〃             〃  〃  II.                    
«京都帝大»                 «京帝大圖»              «京都大附圖» 
488   172  Alldeutsche Blätter       1912[.]                       
«京都帝大»                 «京帝大圖» 
832   288  Meggendorfer-Blätter      1912.                       
«京都帝大»                  
 
と-  2- 
840  番外IB-9 Die Friedens-Halle.  10. Jahrg.    1896.                       
«京都帝大»                 «京帝大圖»              «京都大附圖» 
891   291  [Die] Jugend          1913.  Bd. I.                     
«京都帝大»                  
1029  番外IB-8 Illustrierte Monatsheft[e]                              
«京都帝大»                 «京帝大圖»              «京都大附圖» 
1242   404  [Die] Grenzboten III.      1913.                       
«京都帝大»                 «京帝大圖»              «京都大附圖» 
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1418   441  Die Zukunft          1912 (II.)                      
«京都帝大»                 «京帝大圖»              «京都大附圖» 
1502   455  Das literarische Echo      10/1910-10/1911.                   
«京都帝大»                 «京帝大圖»              «京都大附圖» 
1535   468  Die Umschau         1911                        
«京都帝大»                 «京帝大圖»              «京都大附圖» 
1617   490  Der Ostasiatische Lloyd      1911.  Bd. II.                    
«京都帝大»                 «京帝大圖»              «京都大附圖» 
1641   497  Deutsche-Asiatische Warte     1904.                       
«京都帝大»                 «京帝大圖»              «京都大附圖» 
1773   525  Der Tag            1911.  Bd. II.                    
«京都帝大»                 «京帝大圖»              «京都大附圖» 
1774   526   〃              〃   〃 III.                    
«京都帝大»                 «京帝大圖»              «京都大附圖» 
1775   527   〃             1912   〃 I.                     
«京都帝大»                 «京帝大圖»              «京都大附圖» 
 
と-  3- 
1776   528   〃              〃   〃 II.                    
«京都帝大»                 «京帝大圖»              «京都大附圖» 
1777   529   〃              〃   〃 III.                    
«京都帝大»                 «京帝大圖»              «京都大附圖» 
1926   600  Kiautschou-Post (山東彙報)    1911  Bd[.] II.                    
«京都帝大»                 «京帝大圖»              «京都大附圖» 
1927   601   〃             1912   〃 I.                     
«京都帝大»                 «京帝大圖»              «京都大附圖» 
1928   602   〃              〃   〃 II.                    
«京都帝大»                 «京帝大圖»              «京都大附圖» 
1971   603  März            1911   〃 I.                     
«京都帝大»                 «京帝大圖»              «京都大附圖» 
1972   604   〃              〃   〃 II.                    
«京都帝大»                 «京帝大圖»              «京都大附圖» 
1973   605   〃              〃   〃 III.                    
«京都帝大»                 «京帝大圖»              «京都大附圖» 
1974   606   〃              〃   〃 IV.                    
«京都帝大»                 «京帝大圖»              «京都大附圖» 
1975   607   〃             1912   〃 I.                     
«京都帝大»                 «京帝大圖»              «京都大附圖» 
1976   608   〃              〃   〃 II.                    
«京都帝大»                 «京帝大圖»              «京都大附圖» 
1977   609   〃              〃   〃 III.                    
«京都帝大»                 «京帝大圖»              «京都大附圖» 
 
と-  4- 
1978   610  März            1912  Bd. IV.                    
«京都帝大»                 «京帝大圖»              «京都大附圖» 
2080   567  The Illustrated London News   1911   Bd. II.                    
«京都帝大»                  
2215   593  L’Illustration         1911   〃  II.                    
«京都帝大»                  
2543   652  Hoensbroech: 14 Jahre Jesuit                            
«京都帝大»                 «京帝大圖»              «京都大附圖» 
 97
2552   661  Sell, K[.]: Aus der Geschichte des Christentums.                     
«京都帝大»                 «京帝大圖»              «京都大附圖» 
2553   662  Hartmann, Martin: Fünf Vorträge über den Islam.                     
«京都帝大»                 «京帝大圖»              «京都大附圖» 
2556   663  Besant, Annie: Welt-Religion[.]                            
«京都帝大»                 «京帝大圖»              «京都大附圖» 
2581   667  Warneck: Missionsstunden    Bd. II.                       
«京都帝大»                 «京帝大圖»              «京都大附圖» 
2622   676  Hennig, Richard: Gut und schlecht Wetter                       
«京都帝大»                  
 
- 1 -  
膠州圖書館藏書目録補遺 
I. B. Zeitschriften. 
 
分配先  舊番號  新番號  著 譯 者.  書    名.             卷號 及 發行年   
京大     110      37   -      Deutsche Erde             - 1910 -        
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃     111      38   -        〃   〃              - 1911 -        
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃     271      71   -      Fliegende Blätter - 138.                   
«京都帝大»                                   «京都大附圖» 
 〃     297      75   -      Wild und Hund            - 1911 -        
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃     298      76   -       〃 〃  〃              - 1912 -        
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃     299      77   -       〃 〃  〃              - 1913 -        
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃     337     104   -      Deutsche Revue            - 1911 -  III. Bd.   
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃     338     105   -        〃    〃               〃    IV. Bd.   
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 
- 2 -  
京大     339     106        Deutsche Revue            - 1912 -  I. Bd.    
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃     340     107          〃    〃               〃   II. 〃     
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃     341     108          〃    〃               〃   III.〃    
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃     342     109          〃    〃               〃   IV.〃    
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃     343     110          〃    〃              - 1913 -  I. 〃     
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃     344     111          〃    〃               〃   II. 〃     
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃     345     112          〃    〃               〃   III. 〃    
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃     346     113          〃    〃               〃   IV. 〃    
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃     423     156        Preuſsische Jahrbücher 149. Bd.      - 1912 -        
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«京都帝大»                                   «京都大附圖» 
 〃     424     157          〃      〃   150. 〃        〃         
«京都帝大»                                   «京都大附圖» 
 〃     425     158          〃      〃   151. 〃       - 1913 -        
«京都帝大»                                   «京都大附圖» 
 〃     426     159          〃      〃   152. 〃        〃         
«京都帝大»                                   «京都大附圖» 
 
- 3 -  
 〃     427     160          〃      〃   153. 〃        〃         
«京都帝大»                                   «京都大附圖» 
 〃     428     161          〃      〃   154. 〃        〃         
«京都帝大»                                   «京都大附圖» 
 〃     489     173        Alldeutsche Blätter           - 1913 -        
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃     552abc   220ab       Daheim               - 1911 -  II.      
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃     553ab   221ab        〃                 - 1912 -  I.      
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃     556     222         〃                 - 1913 -  II.      
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃     591     233        Die Gartenlaube            - 1867 -        
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃     643ab   269ab        〃   〃              - 1911 -  II.      
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃     645     270         〃   〃              - 1912 -  II.      
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃     646     271         〃   〃              - 1913 -  I.      
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃     647     272         〃   〃               〃   II.      
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃     684     280        Nach dem Dienst  - 22. Jahrg.      - 1912 -        
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 
- 4 -  
京大     685     281        Nach dem Dienst  - 23. Jahrg.      - 1913 -        
«京都帝大»                                   «京都大附圖» 
 〃     774     283        Die Woche    - 13. Jahrg.      - 1911. -        
«京都帝大»                                   «京都大附圖» 
 〃     780     248284        〃  〃     - 15.  〃       - 1913. -   (I.)    
«京都帝大»                                   «京都大附圖» 
 〃     782     285         〃  〃      〃  〃       -  〃. -   (II.)    
«京都帝大»                                   «京都大附圖» 
 〃     926     297        Ueber Land und Meer.          - 1913 -        
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃    1067     301        Westermanns-Monatshefte.        1911/1912.  II.     
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃    1068     302           〃    〃            1912.   I.     
«京都帝大»               «京帝大圖»               «京都大附圖 » 
 〃    1069     303           〃    〃             〃   II.     
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃    1156    IB-3
? ?
        Deutsche Rundschau          - 1911 -   I.     
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«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃    1157    IB-4
?
          〃     〃              〃   II.     
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃    1158     356          〃    〃            - 1912 -  (150.)    
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃    1159     357          〃    〃             〃   (151.)    
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 
- 5 -  
 〃    1160     358          〃    〃             〃   (152.)    
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃    1161     359          〃    〃             〃   (153.)    
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃    1162     360          〃    〃            - 1913 -  (154.)    
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃    1163     361          〃    〃             〃   (155.)    
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃    1164     362          〃    〃             〃   (156.)    
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃    1165     363          〃    〃             〃   (157.)    
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃    1235     397        Die Grenzboten            - 1911  - (70)    
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃    1236     398         〃  〃               - 1912   - (71). I.   
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃    1237     399         〃  〃                 〃    〃   II.   
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃    1238     400         〃  〃                 〃    〃   III.   
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃    1239     401         〃  〃                 〃    〃   IV.   
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃    1240     402         〃  〃               - 1913   - (72). I.   
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 
- 6 -  
京大    1241     403        Die Grenzboten            - 1913  - (72). II.    
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃    1243     405         〃  〃                 〃    〃   IV.   
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃    1415     IB-5
? ?
        Die Zukunft              - 1911 -  76. Bd.    
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃    1416     IB-6
?
         〃   〃                〃   77. 〃    
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃    1417     440         〃   〃               - 1912 -  78. 〃    
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃    1419     442         〃   〃                〃   80. 〃    
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃    1420     443         〃   〃                〃   81. 〃    
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃    1421     444         〃   〃               - 1913 -  82. 〃    
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃    1422     445         〃   〃                〃   83. 〃    
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
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 〃    1463     451        Simplicissimus             - 1911 -    I.    
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃    1464     452           〃               - 1912 -    II.    
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃    1479     453        Kladderadatsch            - 1912 -        
«京都帝大»                                   «京都大附圖» 
 
- 7 -  
 〃    1503     456        Das literarische Echo          1911/1912        
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃    1504     457         〃   〃    〃           1912/1913        
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃    1536     469        Die Umschau.              1912.    I.    
«京都帝大»                                   «京都大附圖» 
 〃    1537     470         〃   〃                〃      II.    
«京都帝大»                                   «京都大附圖» 
 〃    1538     471         〃   〃                1913.    I.    
«京都帝大»                                   «京都大附圖» 
 〃    1539     472         〃   〃                〃      II.    
«京都帝大»                                   «京都大附圖» 
 〃    1618     491        Der Ostasiatische Lloyd.          1912.    I.    
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃    1619     492         〃   〃     〃            〃      II.    
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃    1620     493         〃   〃     〃            〃     III.    
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃    1621     494         〃   〃     〃            1913.    I.    
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃    1622     495         〃   〃     〃            〃      II.    
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 〃    1623     496         〃   〃     〃            〃     III.    
«京都帝大»               «京帝大圖»                «京都大附圖» 
 
- 8 -  
京大    1730     507        Deutsche Japanpost           - 1911 -        
«京都帝大»                            
 〃    1731     508          〃    〃             - 1912 -    I.    
«京都帝大»                            
 〃    1732     509          〃    〃               〃      II.    
«京都帝大»                            
 〃    1733     510          〃    〃             - 1913 -    I.    
«京都帝大»                            
 〃    1734     511          〃    〃               〃      II.    
«京都帝大»                            
 〃    2082     568        The Illustrated London News       - 1912 -     II.    
«京都帝大»                            
 〃    2083     569         〃   〃    〃    〃         - 1913 -        
«京都帝大»                            
 
 
 
 
